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�

まえがき 
 

【特集】Creative Music と 作曲家 2 

 
 「音楽の授業づくりジャーナル」４号に引き続き，６号でも作曲家と直接の関わりをもった音楽

づくりの実践を紹介したい。 

 第１章はストラヴィンスキーの「兵士の物語」をもとにした授業。 

 私は 1982 年にジョン・ペインターの「音楽の語るもの」（音楽之友社）を訳しているが，その

少し後に出会ったのがリチャード・マクニコルの Create and Discover という本だった。今回は今

井由喜が（以下，本稿では敬称・敬語略），この Create and Discover の中から上記の曲を選んで

実践した。 

 私は 1995 年にロンドンに行った時，リチャード・マクニコルに会ったことがある。今回，この

ジャーナルで彼の本の一部を紹介するにあたり，彼の許可をもらいたいと思ったが，メールアドレ

スもなく困り果てていた。でも偶然，ネットで彼のマネージャーのサイトに出会い，連絡。マネー

ジャーはすぐさまリチャードにメールを転送してくれ，その結果，私が最初のメールを送ってから

数時間後にはリチャードから「喜んで掲載許可！」というメールをもらったのだった。 

  

 また，２つの授業（T＝金本志優，浅間里華）のために，２人の日本人の作曲家が作品を書き下

ろしてくれた。１つは森田泰之進の「風は語りかけます」，もう１曲は菅裕の「木花さらし」であ

る。「木花さらし」は生徒たちの作品にこの曲の影響をはっきりと聴き取ることができる。また「風

は語りかけます」では，プロによる演奏の合間に子どもたちがつくった曲が加わっていくのだ。こ

のように，作曲家による現代作品をもとにした授業が可能になったのは，一流の演奏家たちが協力

してくれたことによる。教師と作曲家，そして演奏家が一体となって音楽の授業をつくる TAS モデ

ルの意味を，ここに，はっきりと見てとることができる。 

 

 もう１つの日本人作曲家とその作品は，糀場冨美子「広島レクイエム」である。おそらく日本の

音楽教師の中で誰よりも現代音楽をもとにした音楽づくりを数多く実践している，松下行馬による

授業の報告である。彼のこの曲に対する思いは心をゆさぶるものがあり，それに応えるように，糀

場もここに熱いメッセージを寄せてくれている。 

 

 海外の作曲家から，もう１曲作品が寄せられている。“Pugmumuni”という，フィリピンの作曲

家，La Verne C. de la Peña による合唱曲である。数年前に彼が来日してフィリピンのトガトンを

使ったワークショップをした後，彼はこの曲の楽譜を私にひょいと渡してくれたのだった。その年

のフィリピンの合唱コンクールの課題曲だということだった。日本の小中学校において，J―Pop
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風の作品が大流行りの昨今，NHK合唱コンクールの課題曲も同じくほとんどが J-Pop風である。こ

の風変わりな曲に興味を持ってくれる合唱団がないかといくつか探してみたが，答えは0であった。

そんな中，免許講習で知り合った村上水絵が，この曲を取り上げてくれた。これについては de la 

Peña も喜んで，フィリピンの合唱団の録音を送ってくれた（【音声資料】として取り入れている）。 

 最後に紹介したのは，作曲家の生田美子が，これからの授業のために新たな作品を書き下ろして

くれた「みにまる小川のはとぽっぽ」である。子どもたちのよく知っている歌をもとに，現代音楽

の中ではもっとも音楽づくりの授業で使い易いジャンルであると思われる「ミニマル・ミュージッ

ク」を取り入れた作品である。この曲から，さらに学校教育と作曲家とのコラボが発展することを

願ってやまない。 

 

 本号のその他の特徴を挙げておきたい。 

１ 実践のすべてに児童・生徒の演奏が入っている。 

２ ２つの事例（３および５章）には，演奏家による演奏が含まれている。 

３ 別掲の資料集に，これらの録音・録画を再掲している。  

４ ４つの事例（２，３，５章），および６章（未実践）には作曲家による楽譜が掲載されている。 

  このうち 5 章の Dela Peña 作品以外は本誌での授業のための書き下ろしである。 

５ 本号は「作曲家特集」であるが，そのうち TAS モデルをもとにした授業が３つ含まれている。

それらについては 

T＝Teacher(教師) 

A＝Adviser(アドヴァイザー，音楽教育研究者，作曲家など) 

S＝Supporter(演奏家) 

の役割がそれぞれ T，A，S と省略されている部分がある。 

 

 こうした資料が，本号をお読みいただいた先生方の授業に何らかの形でお役に立てば，と願って

いる。 

 

 最後に，コロナ禍の中，５つの授業に関係してお力添えをいただいたすべての方々に心からのお

礼を申し上げたい。 

 

「音楽の授業づくりジャーナル」6号編集代表 

一般社団法人新しい音楽教育を考える会代表理事 

坪能 由紀子 

�
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   A＝リチャード・マクニコル,坪能 由紀子 

   S＝南條 由起、中村 昭彦、新満 萌香他 

   R＝中村 昭彦 
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１ 題材の目標 

 

２ 題材の意義（求める内容）      ３ 育てたい生徒の姿 

１ Teacher から 学習指導案 

第１学年「共通の材料（音列や和音）を使って個性的な 

音楽をつくろう」   

テキスト『Create and Discover  A course in musical invention』 

（Richard McNicol）Chapter２「Ostinatos and economy」Project３・４ 

鑑賞教材「兵士の行進」「兵士のヴァイオリン」ストラヴィンスキー作曲              

実施日   令和３年３月 12 日 

渋谷区立上原中学校 第１学年 

授業者      今井 由喜 

◯知識及び技能の目標 
 

音のつながり方，伴奏と旋律

の重なり方について自分が

つくりたい旋律と関わらせ

て理解するとともに，条件に

したがって創意工夫を生か

した表現で音楽をつくるた

めに必要な技能（条件に従っ

て旋律をつくる技能）を身に

付ける。 

◯思考力，判断力，表現力等

の目標 
音楽を形づくっている要素

（リズム，音のつながり方，

伴奏と旋律の重なり方）や要

素同士の関連を知覚し，それ

らの働きが生み出す特質や

雰囲気を感受しながら，どの

ように旋律をつくるかにつ

いて思いや意図をもち，創作

表現を創意工夫する。 

◯学びに向かう力，人間性等

の目標 
共通の材料（音列や和音）を

変化・発展させて音楽をつく

ることに関心をもち，創意工

夫して音楽をつくる学習に

主体的・協働的に取り組む。 

この題材を通して，生徒に下のような力が 

身に付くことが意義である 

○共通の材料（音列や和音）を使っても，

それをさまざまに変化・発展させて個性

的な旋律をつくる力。 

○作曲家の作品を鑑賞する際に，巧みに動

機を発展させていることに気付く力。 

この題材を通して，生徒の下のような姿を 

育てたい。 

○音を出してどんどん試す姿 

○共通の材料を使って生まれるいろいろな

旋律のよさを認め合う姿 

○作曲家の作品に興味をもって聴いたり調

べたりする姿 
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４ 教材について 

 

５ 事前・事後の指導と本時の指導 

（１）事前の指導と実際 

学習内容 児童・生徒の姿 教師の働きかけ 

○共通の材料（音列・和音）

を発展させる仕方を学ぶ 

・『兵士の行進』で使われてい

るベースにのせて，『兵士の行

進』で使われている音列を使

って，自分の旋律をつくる 

・『兵士の行進』のファンファ

ーレに倣って，１〜３種類

のメジャーコードを使っ

て，自分のファンファーレ

をつくる 

○音楽に構成する仕方を学ぶ 

・上でつくった旋律とファン

ファーレを生かして，班で

「行進曲」をつくる 

○材料（音列・和音）について

窮屈だと感じる様子はなか

った。むしろ，材料の指定が

あることによって，取り組み

やすいと感じたりる生徒が

多かったようだ。 

○材料について理解すること

が難しい生徒も，他の生徒の

取組を見ながら理解に至っ

ていた。 

○旋律をつくる活動では，音を

出して探りながらつくる活

動に自然に入り込んでいた。 

○行進曲をつくる活動では，全

体のまとまりを意識して構

成しようとする様子が多く

みられた。 

既習題材で素敵な音楽をつくる

力が付いたことを認めた上で，

一つの材料で音楽をつくれたら

（例えば，にんじんだけでフル

コースをつくるように）すごい

よね，と動機付けをした。 

活動開始後は，活動を妨げない

よう心がけつつ，下のような作

品を紹介し共有させた。 

・条件を守ってつくった作品 

（条件の理解が困難な生徒に理

解を促すことができる） 

・条件を守り，かつ他と違う工

夫のある作品（黒鍵の使用，

休符の上手い使用など） 

・条件を意図的に破ったと解釈

できる作品（条件の反行など） 

【テキスト『Create and Discover  A course in musical invention』について】 

このテキストには，作曲家の作品に見られるのと同じアイディアを用いて生徒が音楽を創作す

る課題が掲載されている。生徒は作曲家の作品を模倣するのではなく，同じアイディアを用い

て自分たちの音楽をつくる。つくった後に作曲家の作品を鑑賞することで，生徒達は作曲家の

作品のすばらしさを味わうとともに，自分たちの創造性を伸ばすヒントを得ることができる。

【鑑賞曲について】 

❶ストラヴィンスキー『兵士の物語』より「兵士の行進」 

  ベース    ： C G（４度下行）の反復 

旋律の音列動機：順次進行で４つ下行し，１つ音を戻してから４つ上行 を基本とする 

ファンファーレ：メジャー和音を（組み合わせて）使う 

❷ストラヴィンスキー『兵士の物語』より「兵士のヴァイオリン」 

  ベース   ： G D A G（５度上行→４度上行→７度上行）の反復 

  旋律の音型１： E D -    

          C H  A  ２声→１声  ２声は３度音程で順次下行 

  旋律の音型２： A H ♯C H A 上行→下行 山型の旋律線  
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（２）本時 

              

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

                              

                              

                              

                              

 

 

 

  

<Students> 

・歓迎演奏（自分たちでつくっ

た行進曲）をする 
・鑑賞曲を聴いて，気付きやよ

さについて述べる 
・初見のルールを用いて，個人

または数人で即興的に旋律

をつくる 
・仲間の音を聴いて気付きを述

べたり，よさを伝え合う 
・クラス全体で即興的に音楽を

つくって演奏する 

<Adviser> 

Richard McNicol 

坪能由紀子 
・T 及び Sへの助言 
・見守り 
・Tへ向けて生徒の活動の 
価値付け 

＜Supporter＞ 

南條由起（Vn） 
中村昭彦（B） 
・生徒作品へのコメント 
・生徒が創作する場面・

即興演奏をする場面で

のベースの常時演奏 
・鑑賞曲の演奏 
・鑑賞曲についての生徒

の気付きを確認するた

めの部分演奏 
・Tへの情報提供（生徒

のつぶやきなど） 

＜Teacher＞ 

環境づくり 
・楽器の選択・配置 
・プロジェクション資料の作成

及びプロジェクション準備 
・創作ルールを提示する準備 
 
声かけ・発問・指示 
・生徒の気付きや思いを尊重す

る声かけ 
・誘導しすぎず，学習させたい

内容に目を向けさせる発問 
・条件の拘束度が高過ぎないよ

うに聞こえる言い回し 
 
見極め 
・創作の場面では，生徒の活動

をよく見て，次の具体的な活

動・発問を見極める。 
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（３）事後の指導 

＊Forms アンケート回答については，別にまとめる。 

学習内容 生徒の姿 教師の働きかけ 

○前時までを振り返り， 

・自分たちの創作を価値付する 

・共通の材料（音列・和音）を

使って旋律や音楽をつくる

ことから学んだことを言語

化する。 

 

 

○作曲家ストラヴィンスキー

に興味をもつ 

 

○仲間がつくった旋律・音楽

に興味をもち，その価値を

認めていた 

○本時で理解しきれなかっ

たこと（の一部）を理解す

ることができた 

 

○他クラスのものを含め，生徒

がつくった旋律・音楽の内，

共有させたいものを映像で紹

介する 

○個々の生徒の素直な気付きや

思いを引き出せるような発問

及び回答方法を考え，準備する

（Formsでのアンケート）。 

○生徒が興味を持ちそうなスト

ラヴィンスキーの作品資料を

提示する（『春の祭典』及びデ

ィズニー『ファンタジア』） 
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本稿は指導案にあった，「５ 事前・事後の指導と本時の指導（３）事後の指導」の補⾜資料である。 

 

１． 事後学習：Forms アンケート 

Adviser が撮影した映像の⼀部を⽣徒に⾒せながら，Forms でアンケートを実施した。アンケート回答

には⽣徒タブレット（⼀⼈⼀台貸与）を使⽤した。Forms アンケートの設問は下のとおり。 

＊アンケート設問上のゲストは，TAS モデルの S（Supporter）を意味する。 

❶ ゲストの演奏：演奏そのものについて，感じたこと・気付いたことなどを⼀つ以上書いてください。 

❷ ゲストの演奏：作品そのものについて，感じたこと・気付いたことなどを⼀つ以上書いてください。 

❸ 新しいベース，新しいルールで⾳楽をつくったことについて，感じたこと・気付いたことなどを⼀つ

以上書いてください。 

❹ 上に書いたこと以外に何か書きたいことがあれば，⾃由に書いてください。 

 
２． Forms アンケートへの⽣徒回答 

以下に Forms アンケートへの⽣徒の回答を掲載する。掲載にあたっては， 
○ 修正・削除はしていない。 ⽣徒の回答を原⽂のまますべて掲載した。 

○ ただし明らかな誤字は訂正した。また，意味が通りにくいところは【加筆】した。 

○ ゲスト演奏１曲⽬は『兵⼠の⾏進』，２曲⽬は『兵⼠のヴァイオリン』を指す。 

○ 違う設問への回答と分類される可能性があるものは●で⽰した。 

❶ゲストの演奏そのものについて，感じたこと・気付いたことなどを⼀つ以上書いてください。 

○⾃分たちの演奏と⽐べてとてもうまかったし，みんなの息が合っていた。 

○お互いのことをよく⾒て合わせている。 

○協⼒して曲を演奏できていたと思いました。 

１ Teacher から  

第１学年「共通の材料（音列や和音）を使って個性的な 

音楽をつくろう」   
テキスト『Create and Discover  A course in musical invention』 

（Richard McNicol）Chapter２「Ostinatos and economy」Project３・４ 

鑑賞教材「兵⼠の⾏進」「兵⼠のヴァイオリン」ストラヴィンスキー作曲              
実施日   令和３年３月 12 日 

渋谷区立上原中学校 第１学年 

授業者      今井 由喜 
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○曲の⼊りでヴァイオリンを中⼼として，「せーの」とか⾔わずに⽬線と息遣いでスタートしていると

ころがすごいと思った。 

○ゲストの⽅たちは始める前お互いを⾒合って，それらしい合図なしにすっと始めていてすごかった。 

○演奏が始まる前の，バイオリン演奏の⽅の息を吸って指揮者の代わりをして，⼀つになって曲を始

めているところが流⽯だなと思った。 

○すごく息が合っていた。ただ演奏するだけではなく，お互いの⾳を聞いて，気持ちを込めて演奏し

ていることが伝わった。 

○息が合っていて，とても綺麗な演奏だった。⾳が綺麗だった。 

○いろんな⾳をきれいに合わせていた。 

○やっぱり綺麗だなと思った，⾳楽が。  ⾳の出し⽅が綺麗。  

○⾳の出し⽅が上⼿い，僕たちと違うと思った。 

◯よく弾けていて，⾃分も弾きたいと思った。 

○声が出せず指揮者などもいないため，アイコンタクトで演奏を始めていたり凄いなと思った。それ

ぞれの楽器の強弱，速さが合わさりあってとても素敵だった。 

○誰が主役なのかを⾳の⼤きさなどで表現しているが，その主役だけが⾳を⼤きくするのではなく周
りの⼈も変えていてすごい。相⼿を⾒ながら演奏を始めているため誤差が全くなかった。何度かメ
ロディーを繰り返す時にいい意味で同じ，いい意味で毎回違っていてすごい！！ 

○さすがプロの演奏はすごいと思った。⾳の⼤きさの調整や，演奏の仕⽅がすごくて，綺麗だった。 

○バイオリンの⼈の演奏が上⼿だった。コントラバスの⼈がバランスを取っていた。 

○クラリネットが低い⾳から⾼い⾳にいきなり変われるのがすごいと思った。 

○笛を吹いていた⼈がすごかった。⾳⾊がとても綺麗でとにかく僕じゃあんなに息が続かないし指が

動かないだろうと思った。バイオリンが⾼くなったり低くなったりしててすごかった。 

○CDなどで聞くよりも本当に⾳が綺麗だったし，ピアノとクラリネットのソロの引継ぎなどがとても

綺麗で，これは練習して合わせないとできないことだなと感⼼しました。タイミングが完璧に合っ

ているからこそ，綺麗な演奏になっていてすごいと思いました。 

○⼀⼈⼀⼈の⽅の技術が素晴らしく，合わさった⾳もとてもよかったけれど⼀つの楽器だけのソロを

聴いてもとてもよかった。 

○４つの楽器だけなのに，とても迫⼒があった。ヴァイオリンは休みがほぼなく，メロディーをして

いた。途中でクラリネットとメロディーを交代したときは，ヴァイオリンの⾳が少し⼩さめになっ

ていた。ピアノはあまり⽬⽴った演奏はなかった気がした。陰で⽀える感じ？ 

○ベースが他の⼈の⾳をしっかり聞いている。 

○コントラバスの⼈が⼿で弾いていて凄いと思った。 

○コントラバスの⽅が演奏するときに指で弾いたりして，⾳も少し違くてすごかった。 
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○コントラバスなどは演奏⽅法を変えたり，すベて⾳⾊がよかった。 

○本当にプロだと思いました。ヴァイオリンの⾳⾊がものすごく綺麗で，ピアノのベースが曲調を引
き出していてすごかった。 

●ベースが授業でやっているものと同じだったり，途中で⾃分たちがやっているような⾳階の 

メロディーが⼊っていたりもしたけれど，ゲストの⽅々の演奏は難しい楽器を駆使して，同じベー

スでも⾳⾊の鳴らし⽅が全然違うようなものだった。 

○やはりプロの⽅々が，⾏進曲やファンファーレを演奏するとキレがあったり曲にメリハリがつき，

ストラビンスキーさんの作品が⼀層引き⽴ちました。 

○とても上⼿で，そんなにたくさん楽器があるわけではないのに，⼀つの演奏会を⾒ているようでび
っくりしました。バイオリンは細かい⾳も綺麗に演奏していて，かっこよかったです。 

○途中でコントラバスが弦の⾳の出し⽅が変わった。弦をひく→弦をはじく 

○演奏の仕⽅についてなのですが，⽣徒の⼈は基本動かないで演奏していましたが，ゲストの⽅は体
を揺すって演奏しながら⾃分もその演奏を聴いて⾳楽に乗っている感じがしていて，⼀定のリズム
が全く崩れていなく凄いと思いました。 

○跳ねるような⾳だった。 

○ベースなどがよく聞こえて⾳の⼤きさが変わっていて凄いと思った。 

○さすがプロの演奏は凄いと思った。⾳の⼤きさの調整や，演奏の仕⽅がすごくて，綺麗だった。 

○⾳の強弱や速さなど使い分けているのがすごかった。バイオリンなどは⾓度などによって⾳が違う

ということがわかりました。 

◯バイオリンが綺麗で多様な⾳を出していていいと思う。 

●ソロパートが多くて，それぞれの⾳に合わせてベースがちっちゃくなっていた。 

○２曲⽬，終盤でヴァイオリンがデクレシェンドしていくのがよかった。 

○全ての楽器の⾳がしっかり聞こえて⾯⽩かった。 

◯すべての楽器の⾳が均⼀に聞こえる。クラリネットの⾳が，管を抜いたりしているわけではないの

に，⾳が⼤幅に変わったりしていた。 

○⾳にキレがあり，休符の時にはきっちりと⾳を⽌めているところがメリハリがありよかった。⾳を

伸ばすところと短く切るところが，それぞれのパートの雰囲気によって使い分けられていた。 

●⾳⾊が全然違う楽器を使っているのに，ちゃんと⼀⾳⼀⾳聞き分けられるのがすごかった。 

 

❷ゲストが演奏した作品そのものについて，感じたこと・気付いたことなどを⼀つ以上書いてください。 

○ルールがあった。 
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○⾃分たちと同じルールでやっている。 ○⾏進曲づくりの新しく習ったルールと⼀緒だった。 

○⾃分たちが曲を作るときに使⽤したルールを使っている。 

○ベースのリズムが⾳楽の授業でやったやつだった。 

○私たちが学んだリズムなどでこんな曲ができるというのがすごいと思った。 

○同じ⽅法で作られていてもこんなに構造がしっかりできていて，ファンファーレやそれ以外のとこ

ろも綺麗な⾳が聞こえ続けていて驚いた。 

●⼀つ⼀つの⾳が丁寧でとても曲の構造がしっかりしていた。 

◯⾃分たちと同じルールを使っていて，親近感？みたいなものを感じた。 

◯⾃分たちがやっていたのと似ていた？ところもあったし，まったく違うものもあって興味深かった。 

○私たちがやった時のルールと同じとは思えないくらいすごかったです。 

○同じルールでやっているのに全く別物になるのが⾯⽩いなと思いました。 

○⾃分たちが練習したメロディーが結構⼊っていた。 

○繰り返しているところがある。 

●ハモっていてすごいと思った。 

○ベースの後にメロディがきていて，またベースの後に違うリズムがきていた。 

○ただ同じリズムで繰り返しだけなのにメロディが穏やかになって⾯⽩く感じられました。 

○メロディが上がったり下がったりしていた。⼀定のリズムで，途中，⾳の⾼さが変化していた。滑
らかな⾳と細かいリズムが合わさることで，曲全体がゆったりとしていた。 

○物語のようにメロディが変わっていき，楽器や楽器を演奏する⼈によって作品の雰囲気が変化する

ような⾯⽩いものだった。他の⽅々がやっているものがあれば聴いてみたいと思うような作品だっ

た。 

○ストラヴィンスキーさんが，私たちのように⾏進曲やファンファーレを使って作品を作っていて， 

⾏進曲の間にファンファーレを挟んでいた（サンドイッチみたいにしていた）。 

○⾃分たちが作ったメロディと同じリズムが使われていた。同じリズムだから，⼯夫次第で⾃分たち

でもストラヴィンスキーと同じくらいのクオリティの曲が作れるのではないかと思った。 

○⾏進曲とファンファーレが混ざっているのに違和感がない。 

●基本のルールに従っていて，⼀つ⼀つの⾳の⼀体感があった。 

●僕たちとリズムが同じものがあったが，その中でもとても素晴らしい演奏ができていてとてもよか

った。 

◯簡単なリズムからよい作品になるのはすごかったです。バイオリンのクラリネットの合わせるとこ

ろは素晴らしかったと思います。 
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○細かく刻んでいるところが多いけど，伸ばす時は途中から⼩さくリズムが出てきて⾯⽩いなと思い

ました。 

○それぞれの楽器にソロパートみたいなものがあって⾯⽩かった。バイオリンがおそらく低い⾳，⾼
い⾳どっちとも出していて⾯⽩かった。 

○短いソロパートみたいなのが所々あって⾯⽩かった。いろんな⾳の取り⽅があって⾯⽩かった。 

○⾃分たちと同じようにベースを弾く⼈やファンファーレを弾く⼈などが分かれていて親近感？みた

いなものを感じた。 

○私たちと同じルールですが，いろいろな楽器を積み重ねていて⾯⽩く感じました。ピアノとコント

ラバスは同時にベースを弾いたが，コントラバスの⽅が⾳が聞こえて，低い⾳が⾼い⾳の中に混ざ
っていて曲が綺麗になったと思います。 

○コントラバスはベースの役割を持っている。 

○ベースが脇役すぎないような曲になっていた。 

○４⼈全員が⼤きな役割をもっており，メロディーではない⾳もメロディーの⾳を引き⽴たせつつ⾃

分の⾳もそこに混じらせていくという綺麗な作品になっていた。 

●⼀つの楽器だけが⽬⽴つわけではなく全部の楽器で⼀つの楽器みたいになっていた。 

○コントラバスはベースを⼀定にしていた。そのおかげでリズムがバラバラになることがなく安定し

ていた。たまに⽌めたりして変化をつけることもあった。途中でヴァイオリン？とベースを交代し

ていた。 

○ベースの⾳が重なっている。 

○コントラバスのベースが２⾳になっていて不思議な感じがする。 

○⼤きな低い⾳が出る楽器が，⼆つの⾳を合わせて演奏していたため，他の楽器によく馴染んでいた。

ヴァイオリンとピアノが途中同じメロディーを演奏していたので，⼀体感があった。 

○ベースは私たちと同じ決まりで演奏していた。ベース以外の⾳も，私たちが今やっている決まりの

部分が⼊っていたりする。最後にベースで終わるのではなく，主旋律で終わっている。 

たまにファンファーレが出てくる。 

○途中でファンファーレが⼊ったりして聞いていて飽きない曲だなと思いました。 

○⼀つ⼀つの楽器が⽣かされていて，メリハリがしっかりしている。 

○⾳などがハモっていたところがあった。 

◯私たちと同じルールなのに，あんなにオーラが違う作品を作れるのはさすがだなと思いました。曲

の中でも落ち着くところや⼀気に盛り上がるところの変化が激しくて，聞いていて楽しかったし感

動しました。 

◯⾃分たちと同じルールでつくられている曲なのに，使う⾳やリズムだけで印象が全然違う。ベース

にメロディがつくタイミングが⾯⽩かった。バイオリンがメロディの時もあれば，クラリネットが

⽬⽴つ時もあり，曲に変化があった。 



 13 

◯バイオリンの⾳が細かく出ていて，それがベースやハモリに凄く合っていていいなと思いました。

クラリネットとバイオリンの⾳が合わさると，CGの⾳が⾳⾊が優しく流れるようになったり激しみ

のある⾳もあったり，とても⾯⽩い⾳楽になることに気が付きました。 

◯私たちと同じルールでやっているのに全然⾳の圧⼒・迫⼒が違く，それぞれの楽器の個性が最⼤限
引き出されていた。 

●初めに聞いたときはあまり聞こえなかったけれど，よく聞いたら私たちが使っていた⾳もあって，

演奏する⼈によって⾳の印象がまったく変わるんだなと驚きました。すべての楽器の⾳が合わさっ

て⼀つのきれいな⾳になるようになっていて，聞いていて気持ちが楽になるような感じの曲になっ

ていました。 

◯⼀気に雰囲気が変わったり，アップテンポになるなど曲に波があり⾯⽩いと思った。⼀つ⼀つの楽

器が得意とする⾳や吹き⽅などたくさん盛り込まれていた。⾳楽で⼤切な伴奏が途中でなくなって

いた。その分他のメロディが聴きやすくなりすごい。 

○コントラバスは⾳が低いからベースにすごく合っていた。 

○ファンファーレのリズムが聞こえた。時々⾼い⾳と下がる⾳がした。ベースも⽌める時もあった。 

●最初にファンファーレ的なものがありました。それはやっぱりプロの⽅が演奏しているのでスケー

ルが違いましたが，ここはファンファーレなんだと理解はできました。あとはソロパートが⽬⽴っ

ていました。最後まで⽬が離せない演奏でした。 

○覚えにくいメロディだった。 

○最初即興だと思った（笑）。でもちゃんと楽譜があって驚きだった。 

○バイオリンが曲の中⼼となっていた。 

○クラリネットは，ソロになったりベースに？なったりしていた。 

◯サッカーで例えるとバイオリンが FW，コントラバスが守備的 MF，クラリネットが SB，ピアノが

CBみたいな感じだと思います。 

○⼀⾒バラバラに聞こえるのにベースのおかげでまとまりのある曲になっているのがすごいと思いま

した。 

○バイオリンのまっすぐな⾳にクラリネットのユニークな⾳が⼊ると，曲に⾯⽩みが出ていた。 

○リズムがそれぞれの楽器でところどころ変わるのが難しそう。 

◯弾むようなリズムがいい曲でした！ リズムとリズムの組合せもあって⾯⽩かったです。なめらか

な⾳，速くなるところなどもありました。 

○様々な⾳のずれがあって，いろいろなメロディーがあった。 

◯いろいろなメロディや，楽器の⽬⽴つ場所があったと思いました。 

○同じようなリズムを違う楽器の⼈が交互に弾いていた。 

○クラリネットが演奏した後にピアノが同じメロディーを演奏することによって響いている感じにし

たり，バイオリンやクラリネットが演奏するときはベースやピアノをしないようにしたり，強弱や，
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どんどん演奏する楽器が増えていく場⾯をみて，あきない物語のようになっていてすごいと思いま

した。 

○ピアノが途中で他の楽器の真似っこのような感じで，⾳を重ねたり後から追いかけたりするところ

がまとまりがあった。 

○同じメロディーを繰り返しているだけでも，どんどん⾳が増えていったりしていて⾯⽩かったです。

⼀⼈がやった部分をすぐにもう⼀度繰り返すところが響いているように感じてすごかったです。⾼
くなって低くなってというのが，森の中という感じがしました。 

◯不思議なつくりだがしっかり⼀つの曲になっていた。途中パリのカフェで流れているようなリズム
があったり，他にもたくさんのメロディーがあった。 

○最初はヴァイオリンがメロディーで，２つの⾳を合わせた和⾳を連続していて，不思議な感じにな

っていた。途中からクラリネットと交代すると，少し明るい雰囲気になった気がした。少し暗めの

雰囲気になったり，なんだか明るい雰囲気になったりと，不思議な感じで忙しい曲だった。 

◯⼀曲⽬：ソロのようにメロディーが⼀⼈のパートが何箇所かあるのがよかった。全部のパートが同
時にスタートするのが⾯⽩い。 

 ⼆曲⽬：ピアノが途中でベースのような役割で「じゃーん」って様々なリズムで⼊るのがよかった。 

○最初に演奏してくださった曲では，⾃分たちと同じルールでできていたことにわくわくした。この

曲は，少し怖い（⾒せ物⼩屋的な）曲だなと思った。クラリネットのソロの後に⼊るピアノのじゃ
じゃじゃーんという⾳が，アクションがあってとても⾯⽩かった。 

 最後の曲は，イギリスとかのパレードで兵隊（バイオリン→男）の⾏進と，トラックで移動してき

たダンサー（クラリネット→⼥）のようだった。バイオリンとクラリネットの掛け合いが，男⼥の

ペアで踊るコンビネーションのようで，ストーリー性があった。 

○細かい⼒強い（低い）⼀定の⾳が兵⼠の⾏進を表しているのだと思い，周りの明るいメロディーの

中で⾏進しているのかなみたいな，周りでダンスをしていたり。⾳楽と題名だけでいろいろな物語
を連想させられる（柔らかな明るいイメージ）。 

●楽器同⼠が重なり合っても，互いを⽣かしあっている。終わる時，ヴァイオリンだけで終わってい

るのがかっこよかったです。 

◯たまに不協和⾳が⼊るけど，そこがとてもいい感じに曲とマッチしていて好きだった。全員⽬⽴っ

ていてよかった。 

●曲調は強弱が激しい感じでも激しくない感じもしました。4つの楽器が上がって下がってという曲な

ので，臨場感を感じられた。 

○兵⼠の⾏進を聞いて，全体的に明るい曲だけれど曲調の上げ下げがしっかりはっきりしていて聞き

やすいものだった。兵⼠のヴァイオリンを聞いて，全体的に低い⾳だったと思う。けれどメインに

⼊るクラリネットやヴァイオリンの⾼い⾳が⽬⽴ってとてもよかった。 

◯とてもストーリーを感じられた。聞いているとその曲に洗脳されそうになる。 

◯⾃然の変化がイメージできる作品でした。いい天気の朝，⼩⿃が鳴いて⼀⽇がくると思ったら演奏

の変化で，曇りっぽくなってきたり，でも数分後また晴れた⻘空が戻って⼀⽇が終わっていくよう
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なイメージが浮かびあがった。 

◯⼀つの曲の中で曲調が何度も変わっていて⾯⽩かった。 

○ヴァイオリンとクラリネットがメイン的なときにパッと少しの間ヴァイオリンとクラリネットが消
えてピアノが出てくるところが本当に少しの間なのにとても印象に残って，凄いと思いました。 

○ミュージカルにありそうな⾳楽だった。    

◯ドラクエの曲みたいだった。  ○RPGの曲みたいだった。 

◯ドラゴンクエストっぽい暗い⾳程でも，どこか明るい曲。 

◯「何かの映画のオープニングテーマみたい」と感じるくらい構成がしっかりしていた。抑揚があっ

たり，落ち着いたりとすごかった。 

◯不思議な森に来た感じの雰囲気が好きだと思った。 

◯すべての楽器の演奏がきれいに合わさるように作られていてすごいと思った。明るいメロディの時

と暗いメロディの時があって，ストーリー性があった。 

○ゆったりしている 

○⾼い⾳が出ていた ⾼い曲だった。 

◯作品にまとまりがあって，⾼い⾳，低い⾳が交互にきてとても⾯⽩かった。 

●⼤きな⾳ではなく優しい感じの曲でとてもよかった。 

◯どんな気持ちでこのルールをつくったのか気になった。 

 

❸新しいベース，新しいルールで⾳楽をつくったことについて，感じたこと・気付いたことなど

を⼀つ以上書いてください。 

 

: 本時（『兵士のヴァイオリン』（マクニコルのテキストでは「Dance」）のベースにのせて，『兵士のヴ

ァイオリン』で使われている音列を用いて旋律を創作する。生徒にとって初見。）についての記述 

○つくりやすかった気がした。  ○こっちの⽅が好きでした。 

○前（⾏進曲）のルールよりいい曲ができるようになった。  

○前（⾏進曲）より難しくなった。 ○ダンス曲をつくるのはとても難しい。 

○新しいベースなどを考えるのには時間がかかりとても難しいと感じた。 ○難しいのに気づいた。 

○新しいルールのベースは，明るくも楽しくもない（少し⼤⼈な感じの）イメージで，とても好きで

す。 

○新しいルールのものは難しかったです。ですが，友達のものを参考にしたりして，何とかルールは

理解できました。 
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○新しいルールでやると，あらたな発⾒があっていいと思った。 

○違うルールでやったことで前とは違う⾳楽が作れた。 

○【ルールを】新しくしたことによって，ルールの【経験の】幅が広がり新しい組み合わせやメロデ

ィが⽣まれていた。 

○新しいルールやベースを使うことによって，前よりも作れる作品の幅が広くなり，またみんなで曲

をつくるのが楽しみになった。 

○今までの中で⼀番作りやすいものだったと思う。クラス全員で【流れで⾳楽を】やるときに友達と

うまくハモり，楽しかった。 

○条件がいつもより絞られてしまうと，リズムを変えるのも難しくなりました。２⼈ぐらいで合わせ

ると⾼低も綺麗に合わさっていて，普段と違う楽器で演奏しているみたいになっていました。２つ

の⾳で合わせると聞きやすい⾳になって新しい感じでした。 

○今までより⾃由度が上がったおかげで，よりいっそう曲が⾯⽩くなったと思った。 

○この前のルールより⼯夫できて，繰り返しの⾳や⼀つずらした⾳，ルール１とルール２を重ねて弾
く⾳などがあって⾯⽩かったです。 

○リズムを変えたり，⾳程を変えたり，ルール１と２をミックスしたり，様々な曲作りをすることが

できた。 

○ルールを変えるだけで⾳楽の雰囲気がこんなにも変わるのかと思いました。 

○⾳が増えたから，より⾳楽っぽいというか，明るくなった気がした。 

○「少し条件を変えただけでこんなに変わるのか」と思った。いろいろなアレンジの仕⽅があるのか

と思った。 

○ベースの⾳が変わると曲に合うメロディーも変わってくる。今回のコントラバスのベースに合わせ

るのは，明るめの⾳が合っていたと思う。 

○ベースが短調な⾳だったので，暗めの曲だった。それでも和⾳を使う⼈がいたり，⾳階を使う⼈が

いたり，様々な⾳楽になっていた。偶然合わさっていい⾳ができるということもある。 

○最初ルール（⾏進曲）の時よりリズムがおしゃれになった。ファンファーレより落ち着いた感じの

リズムが増えた。最初のルールの時よりも間違えても逆に綺麗みたいな，いい意味で間違いがバレ

づらいからやりやすい（？） ⾳の組み合わせ？を逆にしたりしていた。⾳をバラしたりして怖い

テンポをつくったり，可愛い感じのテンポをつくったりしていた。 

○即興で作るのは⼤変だけど，ペアがいるからこそできることがあった。 

○２つの曲【２つのルール？】を混ぜると新しい⾯⽩い曲ができることがすごいと思いました。 

○＊＊さんと重ねて演奏してみて，【ルールの】１番と２番をくっつけて挟んでみました。気持ち悪く

てうるさい感じになっちゃうかと思ったけど，なんとなくまとまったので良かったです。次はリズ
ムに変化を与えてみたいと思いました。 

○難しいリズムと難しいリズムを⼀緒に演奏していて休みのないリズムができていた。途中途中に⾳
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を重ねたり，偶然重なった⾳とマッチしていたりしてより新しいメロディがあった。 

○ベースに合わせて曲を乗っけるのが難しかった。でも合わせてから⾳にひねりを⼊れるとよくなっ

た。 

○みんな重ねたりしている。偶然できた⾳が結構よかったりする時もある。 

○ルールを重ねて演奏しているのが綺麗だった。ルールを混ぜて演奏しているのが⾯⽩かった。 

○⿊鍵を使ってやるのが難しかったです。あまり⿊鍵を使うことがないので新鮮な感じがしました。 

○３組はある⼀定のリズムをもとに他のリズムが合わさっていたため，徐々に曲をまとめていくこと

ができたと思う。 

○【⽣徒即興試⾏錯誤中にゲストがヴァイオリンとコントラバスでベースを弾いてくださったので】 

 どんな楽器からも⾼⾳でも低⾳でもベースを弾けるのだと知った。ベースのリズムや⾳域によって，

合うメロディーの作成法も使⽤する楽器も変わってくる。⼀つの⾳のベースだけでなく，いろいろ

な種類のベースが混ざり合ったり，ベースの種類が途中で変わることによって感じ⽅が変わり⾯⽩
い。 

○ベースは⼀通り同じのを流していると思った。最初はこれで終わるのかと思った。 

○ベースが三段階も分かれていて急に⾳が変わった。 

○ピクミンができてしまいました。 

 

 

: 本題材（『兵士の行進』『兵士のヴァイオリン』のベースにのせて，この２曲で使われている音列を

用いて旋律およびファンファーレを創作する。）全般についての記述 
●難しかった。特に⾏進曲はまったく理解できなかった。あとゲストが来てくれた時につい⾷ったも

のは全く理解できないほどに難しかった。	

○ファンファーレのルールで，和⾳１種類と２種類で全然曲が違くて驚いた。 

○ベースは同じ⾳の繰り返しで，あとは個⼈個⼈。 

○ベース以外の⾳はいろいろな⾳を出せる。   

○【ベースは】⼀定のリズムですが，いろいろの⼯夫が曲の中に混ざっていて曲が盛り上がっていた

んじゃないかと思いました。 

○⾳楽は無限可能性がある。   

○⾳楽にいろいろなやり⽅がある。 

○ルールがあってもいろんな名曲みたいな曲ができることがすごいなと思った。 

○今まで曲をつくるのはとても⼤変でアイディアがないとなかなか作れないものと思っていたけど，

こういう縛りとかすれば案外，曲は作れるということがわかった。 
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○ルールにのっとってリズムをつくるのは楽しかった。 

○縛りに沿って⾳楽をつくるのは初めてだったが，やっているうちに楽しくなっていった。いずれ⼀

つの曲を作りたい。 

○曲のルールを決めると同じような曲ばかりできるのかと思っていたが，それぞれ⼯夫して（⾃分も）

つくれて楽しかった。 

○⾳をバラかしたり，リズムを変えることによって，⼀⼈⼀⼈違う演奏になり，⼀⼈⼀⼈個性が出て

いて良かった。 

○同じルールでもリズムなどが違う。 

○リズムを変えるだけでたくさん⾳楽が作れる。 

○⾳楽を何もない状態から作るのは⼤変で困ることだけど，何個かのルールを作って考えてみると，

意外と上⼿に作れることがわかった。その中で変えてみたり，戻してみたりするのも楽しくなるの

だと思った。 

○意外と，ルールが細かい⽅が簡単で，付け⾜してもいいよとなると難しかったです。作曲家は，そ

んな難しい状態から曲の中に物語を作ったり，聞いている⼈に伝えたいことを込めたりと，すごい

なと思いました。 

○はじめに演奏したリズムを次は逆再⽣で演奏してそのあとはリズムを早くするなど，次々に条件を

付け⾜していくことで綺麗な流れをつくることができることがわかった。 

○ルールが同じでも，曲をつくる⼈によってリズムが違うし，２⼈以上で同時に演奏すると違うリズ
ム・⾳が重なってとても⾯⽩かった。 

○⾳の重なりを意識していて，次につながりやすい⾳が出せていた。 

○２⼈で協⼒して⾳を合体させるとまとまりが出ていた。 

○バラしたりたくさん弾いたり⼀つのメロディーでも様々なものができた。 

○ばらしたり，順序を変えてみたりすることで他とは違った綺麗な演奏を奏でられると思った。 

○⼀定のリズムを繰り返しても⾯⽩かった。最後の⾳だけ変えたりしていたり，最初に引いたものと

少し変えて，最初のものが上がっていた【上⾏旋律】ら，次は下がったりしていた【下⾏旋律】の

が，まとまりみたいなものがあってよかった。 

○リズムをバラかしたりする【和⾳を分散にする？】と⼀⼈⼀⼈の個性が出ていた。 

○リズムをバラバラにする【和⾳を分散にする？】だけで全く違う⾳楽に聞こえる。【旋律を】つなげ
ると⼀つの⾳楽になる。 

○⾳が決められていてもリズムはみんなそれぞれで，⾳を重ねることでまた違って捉えることができ

た。 

○条件が決まっていても，その⾳をバラバラに演奏したり，⼭の形（▽△）みたいなのを対称にする

などで，様々なアレンジができる。四分⾳符だけじゃなくて，２拍３連符や休符も⽤いると，さら

に⾯⽩いメロディが⽣まれる‼ 
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○＊＊ちゃんの演奏を聴いて素晴らしかったと思います。逆になったところ。	

○連続や交互で演奏してみたり，２⼈とかで⼀緒に演奏すると良いものができる気がする。	

○２つの⾳⾊があるとボリューム感があり良かった。	

○⼀⼈で演奏するのはメロディ作りのようで少し切なく感じた。１つの曲にするなら，２⼈で演奏し

た⽅がかっこいいなと思った。 

○ループできるやつをつくると，その上からまた違う曲をのっけて素敵な曲ができる。 

○２⼈で⼯夫してやったり，間が空かないようにわざと重ねたり，⼀つの曲は⼩さな曲がたくさん集
まってできているという感じがしました。 

○きまりがあることでまとまりができて綺麗だったし，ずっと同じリズムを演奏しているところで他
の⾳が⼊り，ハモることで変化が⼊り，聞いていて楽しかったです。リズムも全て⾃由なので，全
く同じ演奏になることがなくて，似ていても印象が違うというのも⾯⽩かったです。逆にちょっと

した部分だけ他の⼈に似せて，さらにまとまり感を出していたのも素敵だなと思いました！ 

○⼀つの⾳が少し違うだけでとても雰囲気が全然違くて⾯⽩いなと⾳楽を作ってみて思いました。⼀

つ⼀つの楽器の種類の⾳は全然違うから，何の楽器を⼊れるかで曲⾃体の印象が全然違くて⾯⽩い

なと思いました。 

○うまい⼈はルールを程よく無視してやっていたなと思いました。 

○ルールを組み合わせると，よりいい⾳楽になる。 

○私は「ド・ソ・ド・ソ」【⾏進曲のベース】にあった⼀定のリズムの⾳楽しか作れない感じだったけ

れど，みんなの⾳楽を聞いたりしてとても参考になった。新しいリズムを作り出せたりして，良かっ

た。【歓迎の⾳楽は】本番前に作っていた⾳楽とは，本番では変わった。けれど，ぶっつけ本番でいい

感じになり，達成感があった。 

 

❹上に書いたこと以外に何か書きたいことがあれば，⾃由に書いてください。 

○プロの演奏を聞くことってあまりない貴重な体験だったと思うので，今回ゲストの⽅に来ていただ

いて，嬉しかったです。これを機にいろんな演奏会とか⾏ってみたいなと思いました。 

○また聞いてみたい。 

○ゲストの⽅が伴奏をやってくださっている時，演奏の私たちに合わせて⾳の⼤きさ，（コントラバス

の場合は）指で弾いたり⼸で弾いたりと変えてくださってすごかった。 

○新しいルールで早速やれと⾔われると最初は何を作ったらいいのか分からず全然いいものができな

いけれど，何回か新しいルールで楽器を触っているとどんどんメロディーが浮かんできて，⾯⽩か

った。 

○２組の演奏も３組の演奏もとても綺麗だったし，１組にはなかったリズムなどが多くて⾯⽩かった

です。 
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○【他クラスは？】私たちと同じリズムにも関わらず全然違う曲のようでとても楽しかった。 

○他のクラスや友達も⾃分じゃ思い付かないようなら素晴らしい⼯夫をして演奏していて良かった。 

○みんなのリズムに個性がたくさん出ていて聞いていて⾯⽩かったし，楽しい気持ちになりました！ 

○プロの⼈に⾃分たちの演奏を聴いていただけて，⾃分の考案した曲のつなぎ⽬のところのコメント

をいただけて嬉しかったです。 

○私たちの演奏とプロの演奏【→ストラヴィンスキーの作品のこと】を⽐べると，もちろんレベルは

違うけれど，【私たちの演奏＝作品には】第三の⾳とか，脇役の⾳が少なかったのかなとも思った。 

 もっといろんなリズムやメロディ，楽器があった⽅が，曲として⾯⽩みが出ると思う。 

○ある⼀定のリズムに他のリズムを⼊れて⾏っても，変じゃなかったからすごいと思った。 

○もっとベースに合わせた演奏をしようと思った。 

○もっと時間が欲しい。難しいから。 

 
３． 事後学習：広げる学習 

授業を越えてなお，⽣徒がストラヴィンスキーの⾳楽や「動機をもとに⾳楽をつくること」に関⼼を

もてるよう，下のことを⾏った。 
❶ストラヴィンスキー『春の祭典』（オーケストラ演奏），ディズニー映画『ファンタジア』より「春の

祭典」部分を授業の中で紹介した。 

❷題材を通じて光っていると授業者が判断した⽣徒たちに，「題材で取り組んだやり⽅を使って，作品を

つくらないか」と声をかけ，応じた⽣徒たちで作品をつくった。応じた⽣徒は 15 名，４つのグループ
（ひとグループ３〜４名）に分かれてそれぞれが１作品をつくった。活動は令和３年６⽉〜11 ⽉の放
課後，週に０〜１回，グループの都合がつく時に継続して取り組んだ。できあがった作品４つ（下の

リンク）を「第 52回東京都中学校⾳楽創作コンクール」に応募する。 

 

題材授業中に⽣徒がつくった⾳楽は即興的な作品にとどまったが，上記❷に参加した⽣徒は，動機労
作による⾳楽作品をつくることができた。このことは，⽣徒の⾳楽観に⼤きな影響を与えたと考えてい

る。 

 

【録⾳資料１】 https://www.icme.jp/jd/06/metamor4.mp3 

  「metamor４」〜ストラヴィンスキー「兵⼠の⾏進」のモティーフを使って〜 

 

【録⾳資料２】 https://www.icme.jp/jd/06/emile.mp3 

  「エミール」〜ストラヴィンスキー「兵⼠のヴァイオリン」のモティーフを使って〜 
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【録⾳資料３】 https://www.icme.jp/jd/06/asatoyoru.mp3 

  「 朝と夜 」〜ストラヴィンスキー「兵⼠のヴァイオリン」のモティーフを使って〜 

 

【録⾳資料４】 https://www.icme.jp/jd/06/heishi.mp3 

  ストラヴィンスキー「兵⼠のヴァイオリン」のモティーフを使って 
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「共通の材料（⾳列や和⾳）を使って個性的な⾳楽をつくろう」を振り返って 
渋⾕区⽴上原中学校 今井 由喜 

 
本稿では，本題材実施後に，題材全体を振り返って筆者が考えたことをまとめる。 
 

本題材は，リチャード・マクニコル『Create and Discover  A course in musical invention』
（以下，テキスト）のChapter「Ostinatos and economy」Project３・４に従って⾏った。終わ
ってみて，とても有意義だったと思っている。というのは，「⽣徒が動機を⽣かし
て⾳楽をつくることに成功した」からである。 

動機を⽣かした創作の事例は教科書にも掲載されているし，実践例も多いと思わ
れる。私もジョーズの⾳楽やベートーヴェンの交響曲第５番の鑑賞の事後などに動
機から⾳楽をつくる題材を実践したことがあるが，あまりうまくいったとは⾔えず，
もちネタにするには⾄っていない。拡⼤縮⼩逆⾏転回などを使って創作させるのだ
が，あまり⾯⽩い活動にはならず，⾯⽩い⾳楽もあまり⽣まれない。もちろん私の
⼒不⾜故なのだが，指導していても⾯⽩くないのである。 

ところが，今回はとても⾯⽩い活動になったし⾯⽩い⾳楽がたくさん⽣まれた。
それは，［テキスト］と［TASモデルによる授業］によるところが⼤きい。以下に
分析して⽰すことで，今後実践する⽅が増えればと考えている。 
 
１．テキスト 
（１）指導者にとっての価値 

テキストに⼀貫するよさはずばり，「⾳楽家であるマクニコルが，偉⼤な作曲家
の作品から⾳楽のアイディアを切取り，作曲家の創作過程を追体験できるように学
習の段取りを⽰していること」にある。 

動機を⽣かした創作には，動機選びが⼤切だが，偉⼤な作曲家の作品に使われて
いる動機なら間違いがない。しかも，マクニコルは数ある作品・数ある動機の中か
ら，教育現場で扱いやすいものを扱いやすい形で⽰してくれている。 

つまり，このテキストは，作曲家とマクニコル，⼆重のフィルターにかかった，
指導者にとっては願ってもない教材だと⾔える。 
 
（２）⽣徒にとっての価値 
① 動機と創作⼿順の指定 

テキストでは動機と創作⼿順が細かく指定されている。 
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細かく指定されていたら活発な創作活動にならないと思われるかもしれないが，

その逆で，多様な⾳楽がたくさん⽣まれた。 
細かな指定があることで，動き出せない⽣徒がいない。指定の通りに⾳を出し始

める。細かな指定は制約とも捉えられるが，元来オリジナルが好き，⼈と重複する
のが嫌な⽣徒たちは，最⼤限に⼯夫しようとするし，制約があることによってむし
ろ，どの要素を⼯夫したらよいかが明確になって取り組みやすいようにも⾒えた。
たとえば，旋律の⽅向性が指定されている【＊１】なら，「リズムを⼯夫するしか
ない。どんなリズムにしようかな」といった具合である。中には，「開始⾳の違い
によって印象が変わるな」「旋律の⽅向性を守りながら同⾳を反復させるやり⽅も

＊１ 

＊２ 

＊
３ 

＊
３ 

＊２ 

＊１ 
＊４ 

⽂末にリンクが貼
ってある動画は 
このプロジェクト
に取り組んでいる
授業を撮影したも
のです。 

Peoject３ March 
 
 

Peoject４ Dance 
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ある」と気付く⽣徒もいた。 
このような気付きを全体で共有することにより，⽣徒は指定の範囲で最⼤限の⼯

夫をすることを学んでいった。 
 

 
【⽣徒Aがつくった旋律】 Project３ March に基づいて 

 
 
 

【⽣徒の⾔葉】 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

３ ３

授業では、⽣徒の学習経験を踏まえて、
・テキストとは違うキーで実施した。
・オスティナートではなくベースと呼称した。

◉曲のルールを決めると同じような曲ばかりできるのかと思っていたが，それぞれ⼯
夫して(⾃分も)つくれて楽しかった。 

◉⾳楽を何もない状態から作るのは⼤変で困ることだけど，何個かのルールを作って
考えてみると意外と上⼿に作れることが分かった。 
その中で変えてみたり，戻してみたりするのも楽しくなるのだと思った。 

◉新しいルールで早速やるといわれると最初は何を作ったらいいのかわからず全然
いいものができないけれど，何回か新しいルールで楽器を触っているとどんどんメ
ロディーが浮かんできて，⾯⽩かった。 

◉ここまでの縛りに沿って⾳楽を作るのは初めてだったが，やっているうちに楽しく
なっていった。いずれ⼀つの曲を作りたい。 

◉リズムを変えるだけでたくさん⾳楽を作れる。 
◉条件が決まっていても，その⾳をバラバラに演奏したり，⼭の形（△▽）みたいな

のを対称にするなどで，様々なアレンジができる！ 
◉⾳をばらかしたり，リズムを変えることによって，⼀⼈⼀⼈違う演奏になり，⼀⼈

⼀⼈個性が出ていて，よかった。 
◉私は「ド・ソ・ド・ソ」にあった⼀定のリズムの⾳楽しか作れない感じだったけれ

ど，みんなの⾳楽を聞いたりして，とても参考になった。新しいリズムを作り出せ
たりして，良かった。 
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② 旋律をのせる⼟台 

テキストでは，動機に加えて「旋律をのせる⼟台」ドローンやオスティナート【＊
２】が⽰されている。⼟台があることによって， 
・⾳楽の雰囲気や周期が⽰され，⽣徒は⾳楽をつくりやすくなる。 
・旋律だけからは⾒えにくい拍感の妙が⾒えやすくなる。たとえば，アウフタクト
ではじまるのか否か，同じ⾳型でも何拍⼦の何拍めに合うのか。旋律をつくる⽣徒
は⾃然とテクスチュアも意識しながらつくるようになる。 
 
【⽣徒Bがつくった旋律】Project３ March に基づいて 

 
 
 
【⽣徒Cがつくった旋律】Project４ Dance に基づいて 

 

４
４

４
４

♯ ♯♯ ♯

♯♯ ♯

〜
♯

４
４

４
４

◉ファンファーレのルールで使う和⾳を⼀種類にするか⼆種類にするか（ドミソだけ
か，ドミソとソシレかみたいな・・）で全然曲が違くて驚いた。 

◉きまりがあることでまとまりができてきれいだったし，ずっと同じリズムを演奏し
ているところで他の⾳が⼊り，はもることで変化が⼊り，聞いていて楽しかったで
す。リズムもすべて⾃由なので，まったく同じ演奏になることがなくて，似ていて
も印象が違うというのも⾯⽩かったです。逆にちょっとした部分だけほかの⼈に似
せてさらにまとまり感を出していたのも素敵だなと思いました。 

★１ 
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【⽣徒の⾔葉】 
 
 
 
 
 
 
 
③ 創作⽅法のステップアップ 

テキストの中で指定される創作⽅法は，段階的に広げられていく。⼤雑把に⾔え
ば，やっていいことが少しずつ増えていく【＊３】。これによって，⽣徒は「動機
を⽣かして⾳楽をつくること」を学ぶ。作曲家の創作過程を疑似体験しているので
ある。もっと⾔えば，あらゆる創作（美術，⽂学，舞台芸術，落語などの芸能）に
通じる普遍的な創作過程を体験しているのであり，⾳楽にとどまらないメタな⼒を
獲得していると⾔える。 

 
 
【⽣徒Bがつくった★１のつづきの旋律】Project３ March に基づいて 

 
 
 
【⽣徒Bがつくった★２のつづきの旋律】Project３ March に基づいて 

 
 

 
 

４
４

４
４

４
４

４
４

♪ ♪ ♪

◉新しいルールやベースを使うことによって，前よりも作れる作品の幅が広くなり，
またみんなで曲を作るのが楽しみになった。 

◉⼀⾒バラバラに聞こえるのにベースのおかげでまとまりのある曲になっているの
がすごいと思いました。 

★２ 

★３ 
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④ 創作⽅法の広がり 
③のように，テキストの中で指定される創作⽅法が段階的に広げられていくこと

によって，⽣徒は「これもやってみようかな」「これをやったらどうなるだろう」
と柔軟に考えはじめる。 

 
【⽣徒D・⽣徒Eが協働してつくった旋律】Project４ Dance に基づいて 

 
＊Project４ Danceで⽰されている２つの⾳列を組み合わせてつくっている。 
 
 
２．TASモデルによる授業 
 旋律をのせる⼟台は，⾳楽の雰囲気を決定付ける⼤切なものであり，創作活動中
は常に鳴っていることが望ましい。今回は，TASモデルによる授業であることを⽣
かして，Supporterの⽅々にオスティナート【Project４＊２】を演奏し続けていただ
いた。Supporterの⽅の演奏であるので普段の授業よりもいい⾳環境で創作活動がで
きたのはもちろん，⽣徒は「いい⾳」以上の何かを感じ取ったようである。 
 
 
【⽣徒の⾔葉】 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
Supporterには，テキストが取り上げている作品（今回はストラヴィンスキー『兵

⼠の物語』）も演奏していただいた。⽣徒は⾃分たちがつくる⾳楽とストラヴィン
スキーの作品を⽐較しながら，関⼼をもって鑑賞することができた。 

 
 
 

◉ゲストの⽅が伴奏をやってくださっているとき，演奏の私たちに合わせて⾳の⼤き
さ，（コントラバスの場合は）指で弾いたり⼸で弾いたりと変えてくださってすご
かった 

◉ベースの⾳が変わると曲に合うメロディーも変わってくる。今回のコントラバスの
ベースに合わせるのは，明るめの⾳があっていたと思う。 

 
※事前の授業では⾃分たちでベース【Project３＊２】を弾いて創作活動をした。 
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【⽣徒の⾔葉】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１，２で⾒てきたように，［テキスト］と［TASモデルによる授業］によって，
⽣徒が動機を⽣かして⾳楽をつくることに成功した。それだけではなく，⽣徒は創 
作への関⼼をさらに⾼め，「またやりたい・次はこんなふうにつくりたい」と述べ
る⽣徒も多くいた。実際，題材の授業が終わってからも，複数の有志のグループが
テキストProject３または４で⾳楽をつくっていて，これが⼀番の価値であると思っ
ている。 
 

最後にTAS 授業のいくつかの場⾯を切り取って掲載するので，ご覧いただきたい。 
 

【録画資料１】 https://youtu.be/IUa3GMajbVI 

【録画資料２】 https://youtu.be/ZKVAdoZycrM 

【録画資料３】 https://youtu.be/qGbnwX1re4M 

【録画資料４】 https://youtu.be/p7FiPpl6RKg 

【録画資料５】 https://youtu.be/qMbTkpvpB28 

◉最初に演奏してくださった曲では⾃分たちと同じルールでできていたことに 
わくわくした。 

◉ストラヴィンスキーさんが私達のように⾏進曲やファンファーレを使って作品を
作っていて，⾏進曲の間にファンファーレを挟んでいた。（サンドイッチ式みたい
にしていた。） 

◉ファンファレーが聞こえた。ベースは私たちと同じ決まりで演奏していた。 
ベースはやめる時もあった。 

◉始めに聞いたときはあまり聞こえなかったけれど，よく聞いたら私たちが使ってい
た⾳もあって，演奏する⼈によって⾳の印象が全く変わるんだなと驚きました。す
べての楽器の⾳が合わさって⼀つの綺麗な⾳になるようになっていて聞いていて
気持ちが楽になるような感じの曲になっていました。 

◉私たちの演奏とプロの演奏を⽐べると，もちろんレベルは全然違うけれど，第三の
⾳とか，わき役の⾳が少なかったのかなとも思った。（もっといろんなリズムやメ
ロディ，楽器があった⽅が，曲として⾯⽩みが出ると思う） 

◉⾃分たちが作ったメロディと同じものが使われていた。同じものだから， 
⼯夫次第で⾃分たちでもストラヴィンスキーと同じくらいのクオリティの曲が作
れるのではないかと思った。 
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１ Create and Discover とリチャード・マク
ニコルについて 
 ロンドン・フィルハーモニー管弦楽団のフル
ート奏者であったリチャード・マクニコルは-

1977 年に，学校で⽣徒や教師と創造的な⾳楽
プロジェクトに参加することを⽬的に，アポ
ロ・トラストを設⽴した。ここで実践した教育
プログラムをもとにして，彼は 1989 年には中
学から⾼校の⾳楽授業を対象とした“Create 
and Discover”という本とヴィデオを出してい
る。ここには 20 世紀の⾳楽の構造原理をもと
に，⽣徒たち⾃⾝が⾳楽をつくるための６つの
アイディアが紹介されている。⽣徒⽤，教師⽤
のテキストの他にヴィデオもついていて，そこ
ではロンドン・シンフォニエッタの演奏家達が，
各章で使われている作品の要素を取り出して
演奏し，マクニコルが解説をしている。⽣徒た
ちはテキストに書かれた⾳楽の要素をもとに
⾃分たちで⾳楽をつくり，ヴィデオを⾒てそれ
らがどのように実際の作品に使われているか
を聴き取って，⾳楽を理解する，まさに⾳楽づ
くりと鑑賞の⼀体化が⾏われているのである。 
 今回はこの本で使われているストラヴィン
スキー作曲の「兵⼠の物語」の中の「兵⼠の⾏
進」（マクニコルの本では「ダンス」と命名され
ている）を取り出し，今井由喜が中学校１年⽣
に対して実践し，それがどのようにこれからの
⾳楽づくり/創作の授業に意味を持つかを考え
る。この授業を⾏うにあたっては，マクニコル

に許諾をもらったので，この章では彼をアドヴ
ァイザーとして位置づけたい。 
  
２ ストラヴィンスキー「兵⼠のヴァイオリン」
の教材化のために 
 ストラヴィンスキーの「兵⼠の物語」からマ
クニコルは「オスティナート」がベースとなっ
ている４曲を取り出している。その中の２曲が
「兵⼠の⾏進」「兵⼠のヴァイオリン」であり，
⽣徒たちが⾳楽をつくる際の⼟台としてこれ
らの曲からそれぞれ３つの要素をピックアッ
プしている。そしてどの曲においても，その中
にオスティナートが含まれているのである。今
井の授業では「兵⼠の⾏進」と「兵⼠のヴァイ
オリン」が素材として使われたている。ここで
は⽣徒たちの作品がヴィデオに残されている
「兵⼠の⾏進」（ダンス）から抽出された３つ
の要素を紹介したい。 
 なお，マクニコルは「兵⼠のヴァイオリン」
のプロジェクト名を「ダンス」としている。恐
らくダンスのようなリズミカルな⾳楽をイメ
ージできるように，意図したものではないだろ
うか。もう⼀つ考えられるのは「兵⼠の物語」
が，朗読と⾳楽でできていて，ストラヴィンス
キーの⾳楽は物語に合わせてつくられている
という点である。この物語についてマクニコル
は本の中でふれることはなく，物語や具体的な
事物に固執させないように，という配慮が感じ
られる。  

 Adviser から                

 
     

                                坪能 由紀子 
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「兵⼠のヴァイオリン」における３つの⾳楽的
要素 
１ オスティナート 

 
 
２ メロディーの断⽚① 

 
 
３ メロディーの断⽚② 

 
 
 オスティナートはずっとそのまま演奏し続
けるように，それに対してメロディー①②に関
しては変えたり，発展させたりしてもよい，と
書かれている。 
 ⽣徒たちがこの３要素をもとにして，どのよ
うな⾳楽をつくり上げていくのか，楽しみにし
ていただきたい。 
 
３ Create and Discover から得たもの 
 私がマクニコルのこの本について知ったの
は，1994年，ヴィデオにも登場するロンドン・
シンフォニエッタの演奏家や作曲家たちを⽇
本現代⾳楽協会主催の「童楽 II」に招待した時，
当時このオーケストラの⾳楽づくりの監督で
あったジリアン・ムーア（現在ロンドンのサウ
スバンク・センター芸術監督）によってであっ
た。彼⼥は⾳楽づくりの参考のためにとこの本
を教えてくれたのである。当時⾳楽づくりに関
わるイギリスの⾳楽家たちが，ペインターの
「⾳楽の語るもの」を「旧約聖書」，マクニコル
のこの本を「新約聖書」と」呼んでいたのを覚
えているのだが，⾳楽づくりの原理について書
いた「⾳楽の語るもの」に対して，実践的でし

かも本質的なアイディアを紹介したマクニコ
ルのこの本を的確に位置づけていると⾔える
だろう。そしてそのくらいこの本は「⾳楽づく
り」のための重要な⼿がかりを与えてくれたの
である。私⾃⾝にとってはこの本の１章「ドロ
ーン」と２章の「オスティナート」は，誰もが
⾳楽づくりに関わることのできる重要なヒン
トを与えてくれるものであり，さまざまな機会
にこの２つの⾳楽的な要素を⽇本の学校の先
⽣⽅にも紹介し，共有した。現在，私の座右の
銘である「誰にでもできる⾳楽づくり」にとっ
て，もっとも⼤きな⽀えとなってくれるもので
ある。 
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１ 「クリエイト・アンド・ディスカヴァー」から
の実践 
 
 この授業では，イギリスのリチャード・マクニコ
ルの「クリエイト・アンド・ディスカヴァー」の本
をもとに，「作曲家の模倣ではなく，作曲家(今回は
ストラヴィンスキー)と同じアイデアを⽤いて，⾃分
たちの⾳楽をつくる」実践が繰り広げられた。マク
ニコルは，フルート奏者であり何百以上数多くの教
育プロジェクトやコンサートを実施してきた⼈物で
ある。1993 年から 13 年間，ロンドン交響楽団(LSO)
のミュージック・アニマトゥールを務め，LSO ディ
スカバリー教育プログラムを⽴ち上げ，プロジェク
トを考案・指揮し，150 回以上のファミリーコンサ
ートや⼦ども向けコンサートを指揮してきた。私事
であるが，ロンドン留学中，まさに彼の指揮で LSO
の教育プログラム公演で演奏する機会があった(当
時の記録より)。対象は⼦供，学⽣向けであったと記
憶している。当時の私は，まさか時を経て，彼の本
を使った実践に参加することになろうとは思いもし
なかった。私は近年，坪能⽒との縁がきっかけで，
この本に出会った。的確に，段階的に書かれている。
これを⽇本の中学の授業で実践することは，⾮常に
画期的で貴重な機会である。器楽奏者であり教育プ
ログラムに関わる⼈物が記したこの本は，同じく器
楽奏者であり教育プログラムに関⼼を寄せる私にと
って，⼤変興味深い。今後も，教育実践者，研究者
らと協働して，積極的に実践に参加していきたい。 

 
 
２ 授業の流れについて〜⽣徒による演奏発表への
⾔葉がけ 
 
 コロナ禍，感染症予防対策の元，広い体育館の空
間を贅沢に使った授業は，「⽣徒による⾏進曲の演奏
発表」からスタートした。その「⾏進曲」は既存の
ものではなく，⽣徒たちがこれまでの授業過程を経
て，前もって与えられた課題に基づき，⾃分たちで
⼯夫しながら協働してつくったオリジナルのもので
ある。(※詳細は今井⽒の記事を参照) 

 サポーター(以下，S)として，彼らの演奏を⼼から
興味深く聴いた。しかし，ただ聴くのではない。い
ざ感想を求められた時に，できる限り具体的に伝え
られるように，①授業の⽬標を把握した上で，②繰
り広げられる演奏を楽しみながらも，③関⼼をもっ
てしっかりと集中して観察し，⽿を傾けた。 

 ⽣きた授業だからこそ，現場でのどんな「振り」
にも柔軟に対応していきたいというのが，TAS 授業
における S の役割として，私が⼤切にしていること
でもある。今井⽒の授業では，⽣徒への⽣きた問い
かけが沢⼭ある。私にもいつ⾶んでくるかわからな
い今井⽒からのリクエストに，まるで⽣徒のように
ワクワクドキドキしながら，授業をサポートした。 

 案の定，冒頭の「⾏進曲」の感想を求められた。
私は以下のように述べた。「素敵な作品としてまと

 Supporterから                

 

     

              南條由起 (ヴァイオリニスト & 認定ワークショップデザイナー) 
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まっていた。冒頭から印象的だったのが，メロディ
ーが上から下へ，そしてまた上がったりする動きが
あったこと。また，ベースラインを担当する⼈が途
中で⼊れ替わり，それがうまく引き継がれていった。
次にどの楽器にいくのかな，とワクワクして聴かせ
ていただいた」 私は，⾳素材の特徴，⼯夫だけでな
く彼らの創作プロセスもイメージしながら聴くよう
⼼掛けた。 

 このように S は，演奏や活動のサポートをするだ
けではなく，経験や感性を活かし，求められた時に
は「⾔語化」できることも⼤事であると私は考える。
さらに“状況に応じて”それを⾃分の⾔葉として伝え
ることで，⽣徒の取り組みに対し，前向きな価値づ
けのサポートができる可能性があると感じる。ここ
では，プロ，アマ，学⽣，⾳楽経験関係なく，創作
演奏を発表した⽣徒も，対等な「⾳楽家」であり「表
現者」でもある。私のささやかな感想ではあったが，
その場にいた誰かの⼼に届き，その⼈にとって⾃信
や⾃⼰肯定，新たな挑戦意欲に繋がることがあれば
嬉しい。 
 
３ ⽣徒たちの創作活動とS とのかかわりについて 
 

本時の創作活動に⼊る前に，⽣徒は我々の演奏(ス
トラヴィンスキー作曲「兵⼠の物語」より)を聴いて，
感じたこと，気づいたことを発⾔する。今井⽒の⾔
葉がけで，その作品は「⾃分たちが取り組んだのと
同じルールでつくられている」ことに気づく。私は，
冒頭の⽣徒の発表の時に，そのルールが創作演奏に
どうつながっていたかを，秘かに楽しみながら聴い
ていた。おかげで，ここで取り上げられた「兵⼠の
物語」を演奏する時に，⽣徒の創作演奏からも影響
を受け，私⾃⾝も彩り豊かなイマジネーションが広
がったのは⾔うまでもない。これこそ，⽣演奏の場

においての相互作⽤，⽣きた⾳楽教育現場の醍醐味
ではなかろうか。 

 
そのあと，⽣徒は，今井⽒から配布された資料を参
考に，楽器を実際に使って，近くにいる⽣徒と「更
なる創作の挑戦」に取り組む。その時に，私(ヴァイ
オリン)と中村⽒(コントラバス)で，以下の⾳型を，
何回弾いたかわからないほど，創作活動中，繰り返
し演奏して⽀えた。 

 

私はヴァイオリンを弾きながら，⽣徒の近くを⾏っ
たり来たりした。⽀えとなる上記の⾳型を，楽譜通
りに弾くだけではなく，トレモロにしたり，⾳域を
変えたり，ピツィカートで弾いたりした。時にそれ
をコントラバスだけに任せて，⽣徒が試⾏錯誤して
いるメロディーを模倣したり応答したり，合いの⼿
をいれたりもした。その間，できる限り⾔葉を使わ
ずに，⾳，アイコンタクトで，さりげなくコミュニ
ケーションをとることを⼼がけた。ヴァイオリンが
近くに来て，コラボレーションを張り切る⼈，恥ず
かしがる⼈，様々だったが，それぞれのペースで，
熱⼼に活動に取り組んでいたのが印象的だった。 
 



 33 

�
3� þÅ½Ÿ�
� ��� �z�T`c÷ĞQCO'��VĐÎP
þÅ÷ĞgÛSLI(�
Ŋó*	�	�ō
Í�	Ŋ�
ĚŁ*āįÇŲďÑĴ¬Ú�Ĭ�¬ō�
������"*à�ū¶�
��&�# "*ĺŏū¼ë�
�%!! "$�"*ŉŻū¿-�iln��.'Ĵħċŕ
-s�{��u.'©ĲÞãī¬¬Ě 	Ť-�j
�'p��~y{.�
� �%!! "$�" Væ Wď½ŊĽV\P5LI;'
HVĨŊĽTþÅúWñĠ¬ÿ'�%!! "$�" æ 
ĠVñĠĆŔ'ñÖ¬ÿgÛSLO6c(�
�
����ñĠ¬ÿ�
� ĚŁIKW¹ÿV¯ńQCO'ą²s,|
-������
.QHdTŒ7�,u-|��w.gŒ
ĤT'j�{�s,x,gèůCO|��������w��
�V��T`cĝűģågÛSLO6I(�
�
�	��Ţ¬ÿ�
�	�����ñĠ¬ÿQVĦ�ŀ�
� ¹ÿVj�{�s,x,T`cĝűģåQ�
ScŀW'żŒĤQSc�,uV�v�'Žèů
P<c�;��`b^ÓĻBdO6c@Q'ž�
ŷg^QTģåEc@Q'V
ŀP5c(@V

ŀVĦ�ŀT`b'������"W��V
ŀVÌ¤
gŬĥCI(��ĚŁWÁĹVäų-�ŷQź�.�

�
gş�)őĿBGOÔėľSĝűgM>c`7T
Sc(��ÁĹVäųgèLO^6e6eSĝű;
P<c@Q:a'ĚŁWÕ6VŴBg«ŌEc@
Q;P<c(��åÆ¢Våřg´ĎEcãT'Ø
\TńºgőĿBGO6c@QTM6O»N<
_Ä<;Ě[dc(�
�
�	��	���%!! "$�"æ ĠVñĠĆŔ�
� �%!! "$�" ;þÅTæ EcĠT'ÁĹVäų
-�ŷQź�.gèůCO'�ŷ:aĝűg'ź
�:a�i��i,�gM>LI(@VĝűQ�
i��i,�gĢ\ÝfGO'ÛĖÆg°ĘBG
I(�
�
�	��
�ÁĹVäų-�ŷQź�.gèůCIģå*
�%!! "$�";æ CIŢ¬ÿ�
� [F'ĚŁIKWñĠĆŔPģåCIÛĖÆg
őŗCI(HVÖ'�%!! "$�" P5cŉŻQĴħ
;±ĥgĄYI(�
ŉŻ*/åřQCO[Q[LO6[CI(ĝűV
�ÜQďÛ;ňĵľP'�,u�,{V�Ë=;
7[>6LO6[CI(0�
�
Ĵħ*/QO^ŦŐ6SQí6[CI(�,u�
,{V�<Ë=;QO^ďüJLIVQ'�i�
�i,�V�ÉgHVÖVĝű;ŧŠCO6O'
ÃţĔ:LIPE(0�
�

���
�������� �


�����
���	��������������
�����������������������������������������)#��$"/%�

�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � *0&1-'(� � !.,+�

�

�� �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ����� �



 34 

� ÛĖÆVőŗÖ'ĚŁIKW�%!! "$�"T`c
�Ĥ/ŞêVÛĖ0g´ĎC'±ĥgVYI(�
ĚŁ �*/s�{��uT`c�,u;�ÏŅD
ń<gCO6c`7TĶ@8c?R'ć+�7�
TSLO6OEA:LI(0�
�
ĚŁ �*/� M � MV­·TŪ®;5b'ĝű­
·Wo�lS�ĒP's�{��uW�V�Vŵ
òKV`7TSLO6I(ÖœT6>TĀLO'
»òK;RhRh�<ß[dO6>`7S±D
;CI(0�
�
Âì*/@VÆV�,u_ĝűW¨hS;M>L
IÛĖÆV�,u_ĝűQŅDJ`U(0�
� ôŜIK;ģåCIÛĖÆQŅDçĢ\PM
>adI�īSåÆ¢Våřg´ĎEc@QT
`LO'HVÖVģå¯ńVÙ;b'jlzkj
gŇc@Q;P<I(�
� áÖT'�īSåÆ¢QVMS;bg�õCO
�%!! "$�" Q�ĈT/ŞêV�iln��0Pè
fdO6cäų-�ŷQź�.gèůCIģå¯
ńgÛSLI(�,uWs�{��u;İłC'
ĚŁIKWĝűgģåCO'��,V`7Tĝű
gý?Ë=S;aġ�PőŗCI(HVÖ'ĚŁ
IKW�%!! "$�"T`c�Ĥ/ŞêV�iln�
�0g´ĎC'ĜZR[PôŜIK;èůCO6
IÁĹVäų-�ŷQź�.gĶ<ûc@QT`
LO'�īSåÆ¢QVMS;bg`bĔ>÷±
Ec@Q;P<I(�
�
�
��ñÖ¬ÿ�
� �%!! "$�" QVþÅÖ'ĚŁIKW��Věũ
T`cj�q,{T§ŃCI(čâW������"T
`cñÖ¬ÿVčâgæČBdI6(�
�

ſ�ru{V�Ĥ*�ĤHV^VTM6O'±D
I@Q)»Ś6I@QSRg�M�ďĉ6O>J
B6(�
ƀ�ru{V�Ĥ*åřHV^VTM6O'±D
I@Q)»Ś6I@QSRg�M�ďĉ6O>J
B6(�
Ɓ�ēC6�,u'ēC6�,�P�­gM>L
I@QTM6O'±DI@Q)»N6I@QSR
g�M�ďĉ6O>JB6(�
Ƃ�ďTĉ6I@Q�ªT�:ĉ<I6@Q;5
dX'ôūTĉ6O>JB6(�
�
4� [Q]�
� 1�"��$�� ���� ��#� &�"�� �� � %"#�� ��� �%#�����
��&��$� �2gņŋCIŢþÅ÷ĞW'�­éVş
ğTÈŶEcīåÆ¢VģåÊÐgĸĩÐP<
cQ67ŀT96O'śıVģå¯ńPWţf8
S6¾ĂSÊÐgŭ8cþÅ÷ĞP5LI([I'
ÁĹVäų-�ŷQź�.gIJŭ8cJ?PW
S>'�%!! "$�" ;ģå¯ńgï8c@QT`L
O'ĚŁIKV¡ŏėg`b�<ăE@Q;P<
I(�
� åÆ¢QVµfbgŨîCIŢ÷ĞW'Ĵ¬Ú
�­£VŨŖP5c/Ě¯_ù¦VĴV�_�­'
�­ŝ�Qš:Tµfcðö)ŏŵ0V�ĘTī
<>¸ŭEc@Q;P<I([I'÷ù¦T9?
cŮ+SđÅ-£¬ú)ztl},)åÆ¢SR.
;ķŦEc��m,��uV¥ĭgŧøEc/ĕ
ęVŘ�0ŹT96O^'Ţ÷ĞWHVŰŎ;�
ĳCO6c(@daVŀT96O'ÒĪV¬ÚÂ
�PÀ]adO6cēIS¬ŵ³'Ř�³gļĊ
Ec@Q;P<I(�
� �	��� T96O'������" WŢ÷ĞT9?cÌ
¤g
MŬĥCO6I;'
MQ^ĮĘEc@Q
;P<'����z�T`c×¤;ťa:TSLI(�



 35 

   

  

  

   

         

 

２ 森田 泰之進「風は語りかけます」 

 

T＝浅間 里華(流山市西初石小学校) 

A＝森田 泰之進（作曲家） 

S＝中村 仁美（篳篥），中村 華子(阮咸) 

  R＝生田 美子（作曲・音楽教育） 

 

�

 



１ 題材の目標 

 

２ 題材の意義（求める内容）      ３ 育てたい児童の姿 

４ 教材について 

１ Teacher から 学習指導案 

第 6学年「 風は語りかけます 」をもとに 

                         実施日 令和 2年 10 月 26 日 

                         流山市立西初石小学校 第 6学年 

                         授業者 浅間 里華 

 

 

 

 

 

 

第６学年「音の重なりを生かして音楽をつくろう」 

 鑑賞曲「月への碑文」マリー・シェーファー作曲  実施日 2018 年 9 月 20 日 

                         桐蔭学園小学部  第６学年 

                         授業者 岩 井 智 宏 

◯楽器の音色やリズムの組

合わせの特徴について理解

し, アクセントや 3 連符, 休
符を生かした 8 拍のリズム

をつくり , 反復や音楽の縦

と横との関係を使って,即興

的にリズムを組み合わせて

表現する。 

◯共演する篳篥・阮咸の音色や

リズムを聴取り, それらの働き

が生み出すよさや面白さを感じ

取りながら, 聴取ったことと感

じ取ったこととの関わりを考え

即興的にリズムをつくり, 音楽

づくりの様々な発想をもったり

する。 

◯アクセントや 3 連符, 休符等

を使って4人組で即興的にリズ

ムを重ねる活動に興味･関心を

もち, 我が国の伝統的な楽器の

響きに親しみ, 一人一人のよさ

を生かしてつくる音楽活動を

楽しみながら, 主体的･協同的

に音楽づくりの学習に取組む。 
  

 アクセントや 3 連符, 休符等を〔音楽の

素〕と表し, 児童個々が工夫して構成し, 
単なる効果音づくりに陥ることなく音楽の

本質を追究できる題材を考えた。 
また, 8 拍のリズムを重ね現代の金属製

楽器で即興的に演奏しながら, 我が国の伝

統楽器,篳篥･阮咸の音色に親しむ題材構成

とした。この共演に当たっては時代を超え

対話する音楽づくりの意義も含めた。 

 音楽をつくる過程で〔音楽の素〕を効果的

に使い表現するにはどう工夫すればよいか, 
個々がよりよく学ぼうとする意欲をもち, 
即興的な表現の中でも試行錯誤を繰り返し

主体的に友達と関わりながら粘り強い取組

をする児童を育てたい。 
 粘り強い取組においては, 児童が自らの

学習をより満足できるものへ調整しようと

する思いを大事に育みたい。 
 

児童は「翼をください」「箱根八里」歌唱を通し児童は 3 連符の効果,「待ちぼうけ」鑑賞で

は弱起の曲, 休符から導かれる音楽的な高まりとアクセントに気付いた。「越天楽」鑑賞では,
我が国の伝統的な音楽を知り, 児童は大いに心を動かされた。児童の気付き〔音楽の素〕を生

かし篳篥・阮咸とリズムで即興的に共演することを提案。〔音楽の素〕を効果的に使ってリズ

ムの組合わせを工夫する取組に熱中する授業を経て, 森田泰之進作曲「風は語りかけます」が

演奏され, 本時が世界初演となった。 



５ 事前・事後の指導と本時の指導 

（１）事前の指導と実際 

（２）本時 

       

 

 

 

 

 

 

 

（３）事後の指導 

 

学習内容 児童の姿 教師の働きかけ 

・歌唱や鑑賞を通して 3 連符に

気付き,リズムにこめられた

作曲家の思いやねらい,音楽

表現の工夫に気付く。 

・歌唱や鑑賞を通して弱起の曲

の休符や,休符後の音楽的高

まりとアクセントに気付く。 

・我国に約千年前からある伝統

音楽について知る。 

・各曲の 3 連符にこめられた音

楽的効果を発見し,作曲家の

工夫に共感し驚く姿がどの児

童にも見られる。 

・弱起の休符後,必ずある音楽

的高まりから作曲家の目線で

アクセント記号に気付く。 

・伝統音楽を鑑賞し, 改めてよ

さを知り心が動いた様子が見

られる。 

・違うリズムにしたり 3 連符に戻

したりして歌唱を通し,音楽的

効果を感じ取ることができるよ

うにする。 

・先に学習した曲も提示し,弱起

の休符後アクセントが必ず音楽

的高まりと共に存在することに

児童が気付くようにする。 

・日本の伝統音楽のよさを文化面

からも味わえるようにする。 

学習内容 児童・生徒の姿 教師の働きかけ 

・鑑賞と音楽づくり実践を

振返り, アンケートにま

とめる。 

・効果音づくりにならない

よう、最後の授業で曲の題

名を知らせる。 

・どの児童も変容する姿が見られ

る。リズムを即興的に表現する

活動では, よく考え熱中し取組

み, 回を重ねる毎に洗練も加わ

り, 音楽授業大好きとアンケー

トに回答する。 

・児童の気付き〔音楽の素〕を大事

に授業実践する。作曲家のねら

いに気付いたことをほめ、思い

を生かして気を楽にして発表す

るよう支援する。 

<Children> 

① 鈴の合図が即興的な演奏の開始,篳篥の独特な 
② リズムが終了の合図と知り,口ずさみ覚える。 
③ 共演する際, 心の中で拍を数えること, 篳篥・

阮咸の音色を聴くことに気を付けつつも,つられ

ないよう打合せ練習する。 
④ 1回目, 4 人組 1班ずつ篳篥・阮咸と共演する。 
⑤ 2回目, 2班ずつ合同で共演, 重なり合う音色や

リズムの面白さ, よさを聴き味わう。 
⑥ 本邦初演の曲で共演したこと, 即興的な演奏や 

リズムづくりのよさ等について発表する。 

<Adviser> 

・もし質問があれば答えてもら

い, 児童の〔音楽の素〕工夫

一助となるようにする。 ＜Supporter＞ 

・発問 
・児童の表情 
・即興的な演奏, 

共演等について, 
授業後の支援 

＜Teacher＞ 

① 即興的な演奏の開始

の合図 ,篳篥演奏に

よる終了の合図を知

らせる。 
② 共演前の打合せ練習 
③ 1回目 4 人組 1班ず

つ共演 

④ 2回目 2班ずつ共演 
⑤ 共演や即興的な演奏

をしてよかったこと

を発表し, まとめと

する。 
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録画資料 

【録画資料１】説明① https://youtu.be/zgHWQjrG-No 

   授業に集中できるよう明確な発問で説明すること，気をそらさぬよう明るい表情を心がけ

た。 

   即興演奏終わりの合図を忘れぬよう，聴きとり後すぐ，音型を真似して口ずさむ活動を入

れた。 

【録画資料２】班活動① https://youtu.be/SguO0yeVWoc  
    班活動では１人のこらず頭を寄せ合い，即興演奏の課題に意欲的に取組んでいるかを見

取る。 

  固定化されたカメラで撮影の為，いつものように各班の近くへ行くことはできなかった

が,どの児童も集中して取組む様子がうかがえる。 

 

【録画資料３】一斉練習① https://youtu.be/zJLM5kiblQM 

 

ピアノの音で班活動を終了。一斉練習について短く発問。初めて聴く篳篥，阮咸の音色に

つられてしまう児童が続出。もう１度，教師が拍を数えながら一斉練習した後，また班で

練習する。 

    

【録画資料４】班ごとに発表① https://youtu.be/fGvzGT6WyPo 

くりかえしを使った即興演奏の班。リズムや打つ楽器について，意識して２回目に変化を

つけているところが興味深い。 

  

【録画資料５】班ごとに発表② https://youtu.be/FdcJBWF4hXg 

 各自が思いのままに即興演奏し，一連の流れができ，くりかえす毎に変化が生まれてい

るのが工夫されていて面白い。 

  

【録画資料６】説明② https://youtu.be/bY1YK4xlJgA 

   先ほどの演奏に加えて，好きなところで打つ，等の工夫を入れて班ごとに練習，の発問。 

 気に入っているものはそのままでも良いことも伝える。     

     

【録画資料７】一斉練習② ほめ言葉 https://youtu.be/yJgfbVKEiN8 
  一斉練習時，終わりの合図を良く聴いていることをほめ，そのタイミングで良いことを確

かめる。また，自然なアイコンタクトができていることも素晴らしいとほめ，身体全体が音楽

的な表現だとほめる。 

【録画資料８】2班で合奏① https://youtu.be/b5gMwPG2KSY 
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  くりかえしを使った班のリズムや打つ楽器に変化が見られる。打つ楽器の数が増えたり，

リズムが自由になったり，明らかな変化が見られる。 

  

【録画資料９】2班で合奏② https://youtu.be/XbUgifj6X44 

   音色を大事にしつつ，回を重ねる毎に，生き生きと即興表現できるようになる。楽器に

伸ばす手に迷いがなくなってきている様子がわかる。 

               

【録画資料 10】感想 お隣と  https://youtu.be/OYYlrWpdg3I 

  どの児童も気楽に隣と言葉を交わす。この身近なコミュニケーションを通して共感を覚

えたり，違う意見にふれて様々な角度から自分の世界を広げたりすることができる。 

【録画資料 11】３，４列目感想発表  https://youtu.be/CHcJR6LXTUk 

  ペア学習を生かし，１人ずつ感想を発表するのは，誰もが意見を言えるようにするためで

ある。さっと立つ姿もヤル気があり素晴らしいとほめるのは，誰もができて当然と思う様な，

何気ないところから個々に自信を育むためである。 知的に楽しいリズム課題が，普段は口の

重い児童も意見を述べる姿につながった。TASモデルによる教育研究と素晴らしい音楽，世界 

初演の「風は語りかけます」のおかげである。  
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【はじめに】 
 雅楽で使われる「篳篥(ひちりき)」「阮咸(げんかん)」の演奏家と，金属打楽器を持つ参加者た

ちのために書かれた拙作の音楽づくり作品「風は語りかけます」は 2019 年 8 月，東京成徳大学

で開かれた「新しい音楽教育を考える会」（ICME）主催のワークショップで試演され，2020 年

10 月，千葉県流山市立西初石小学校での研究授業で採用された。本稿では，主に授業等への適

用という観点から作品概要を解説し，音楽教育に適した現代音楽作品の要件を探りたい。 

 

【１】作品の概要と構造 

 音楽づくり作品「風は語りかけます」は演奏時間約７分，多くの雅楽作品の先例に倣い，篳

篥の朗々とした旋律に，阮咸の荘重な分散和音が絡む曲調である。このうち阮咸演奏者は楽器

演奏の合間に，脇に置いた金属楽器「りん」を鳴らす。ほかに，２人の演奏音に呼応してトラ

イアングル等を即興演奏する音楽づくりの参加者たち（学校で実施の場合は生徒たち，人数不

定，以下「参加者」）が加わる。 

（１）阮咸について 

 阮咸は，４本の絃，14 の柱（じ）をもつ中国由来の撥弦楽器である。アメリカのバンジョー

に似た円形で平たい木製の胴体に棹が立てられ，撥で弾いて和音を奏でる。日本雅樂會の公開

資料によれば，「(中国の)晋のとき，竹林七賢人の一人の阮咸がこの楽器を好んで演奏した」の

が楽器名の由来という。篳篥同様，奈良時代までに日本に伝来し，正倉院には「螺鈿紫檀阮咸

（らでんしたんのげんかん）」が現存する。ただ篳篥と違い，標準的な雅楽の楽器編成には含ま

れない。このためこの楽器のレパートリーは数が限られ，篳篥との二重奏作品も稀である。 

（２）演奏者と参加者 「協奏」の構造 

 参加者にはあらかじめ，以下のインストラクションが伝えられる。 

  ①阮咸演奏者が「りん」を鳴らしたらトライアングル等の演奏を開始（【図１】緑枠） 

   あまり大きすぎない音で手持ちのトライアングルなど打楽器を複数回鳴らす。 

   鳴らし方は参加者本人に任せる。 

  ②篳篥が特定のフレーズを演奏したら演奏を中止（【図１】赤枠） 

  （演奏前に「終了合図音」を録音または生演奏で参加者が聴き，覚える） 

  ③これを１回の演奏中に 6回繰り返す【図２】 

 

  

Adviserから音楽づくり 

「風は語りかけます」作品とその実践 
    森田泰之進（作曲家） 
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  【図１】スコアに示された「開始合図音」（緑）「終了合図音」（赤） 

 

   【図２】時間経過による「開始」「中断」の合図音の位置 

  

 この作品の特徴は，【図 2】のように参加者の演奏開始／中断の合図が演奏家２人の楽音にゆだ

ねられている点である。参加者たちは自らの即興演奏内容を考えつつ，演奏家２人の音に隠れ

た開始と中断の合図音に注意を払わなければならない。またトライアングル等の演奏時間は，

曲の前半では長く，後半には短くなり開始／中断が頻繁に起こるようになるため，演奏者―参加

者間の関係はさらに密になる。さらに，参加者どうしのコンタクト（次項詳述）も加わり，参

加者は演奏者や他の参加者と，演奏行為を通じて互いに有機的に結びつくことになる。 

 この作品の「協奏」の構造におけるもうひとつのポイントは，作曲段階で曲全体を特定のリ

ズム構造や和声進行による支配を避けたことである。スコアは４／４拍子，四分音符 72 で書か

れているが，拍節感が目立たない，悠久の時間の流れの中をたゆたうような曲調とし，機能和

声を使わなかった。拍節感や機能和声から比較的縁遠い篳篥や阮咸を採用した理由もここにあ

る。雅楽のレパートリーにはリズム感の薄い「ゆるりとした」音楽がたくさんあり，おのずか

ら今回目的とする音世界は実現しやすい。 

 また旋律の１フレーズを短めにし，いくつかのフレーズが休符を挟んで連結され，曲が進む
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とともにゆるやかに変奏される構造にした。拍節感を消すことで，参加者が自由にリズムを刻

んでも雅楽２人の演奏と衝突することが避けられ，機能和声や長尺の旋律を使わないことで，

曲調を損なうことなく状況に応じた部分的繰り返しや切り貼りなど可塑性が高くなるのである。 

 このように今回の作品の実現は，雅楽の楽器の特性に負うところが大きい。と同時に，日本

の伝統音楽に対する子どもたちの親しみ，関心を喚起する機会となることも意義深い。 

 

【２】２つの実践 

（１）参加者どうしのコンタクト（2019 年版） 

 2019 年 8 月のワークショップでは，参加者である音楽教員約 40 名が演奏家を二重の円で囲

む形で試演された【図３】。（東京成徳大学での試演  https://youtu.be/LLSmq2ZqvPI ）  

 参加者は①演奏開始の合図が聞こえると内円と外円の参加者が互いに逆方向に歩きながらト

ライアングルを演奏，②別の円上を歩く参加者が前方から近づいてきたら，トライアングルを

連打しながら挨拶する，③終了合図で演奏をやめその場に静止する，という方法で行われた。

ちょうどかつてのフォークダンスのように，参加者は対面する別の円の参加者と出会い，数秒

～十数秒の「協奏」を演じては別れ，その後方にいる別の参加者と出会い「協奏」する。この

ようにして参加者間で無数の「ミクロの協奏」が生じた。対面する別の参加者の音に自分が反

応し，逆に自分の演奏に相手が反応する――。時に楽しく，時に刺激的な「意思疎通」は，複数

のダンサーが互いの動きに反応して身体を動かす現代舞踊「コンタクト・インプロヴィゼーシ

ョン」に似た効果を生んだ。 

 

 

  

【図３】演奏位置（2019 年） 
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 全体としては篳篥と阮咸を，トライアングルの「響きの森」がやわらかく包み込むサウンド

に仕上がった。トライアングルという残響の多い小型楽器であることから，各参加者の間で仮

に荒っぽい即興音があったとしても「響きの森」の中に吸収され，緩和される。吹き渡る風や，

森の梢が擦れる音…。聴く者のイメージを喚起させる。実践は８月上旬の晴れた日の午後に行

われたが，戸外の猛暑を忘れさせるような清涼感あふれる音楽だった。 

（２）事前の共同作業とグループ共演（2020 年版） 

 2019 年版では参加者の即興性が焦点であったが，2020 年 10 月の西初石小学校（5 年生）の

研究授業では，生徒４人がグループを作り，あらかじめ用意したリズムパターンをトライアン

グル等金属打楽器で演奏し，演奏家２人と協奏する形をとった。「演奏開始―中断」の間を１楽

節と考え，１グループは１楽節を演奏し終えると次のグループと交代する【図４】。実践授業に

先立つ数回の授業で，個人またはグループでリズムを創作し，ひとつまたは複数のリズムパタ

ーンとして組み上げた。「本番」の授業では，他の生徒たちと雅楽演奏家２人の協奏を聴き手と

して客観的に聴取し，自身のグループと比較する機会も生まれた。 

 この場合課題となるのが，演奏時の１楽節あたりの演奏時間の差である。【図 2】のように楽

節ごとの演奏時間にはかなりの長短の差が設定されている。このため作曲者である筆者は現場

で演奏家 2 人と検討の上，短い楽節の一部に繰り返しを入れて演奏時間を延長し，生徒たちの

演奏時間の平均化に努めた。 

   【図４】演奏位置（2020 年） 

 

 さきの 2019 年版は参加者の自由度が高い。参加者の多数は学校の音楽教員であり，その即興

能力，演奏対応力に依存する形態であった。これに対し 2020 年版の現場は小学校である。生徒

間の音楽経験にも差があることも予想されたため，まずは生徒たち本人が演奏で十分な役割を

果たし，楽しめるよう実施形態に配慮する必要がある。そこで 2019 年版で「即興」としていた

部分を 2020 年版では「リズムパータン等の事前作りこみ」に切り替えた。これであれば，生徒

たちが見通しをもって「本番」に臨むことができ，また準備段階で教員が適切な指導が行えた。
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より学校現場に適応した実践方法だったといえる。 

 さて，実践にあたっての基本課題のひとつは，演奏開始／終了合図音を生徒たちがいかに認

知できるよう指導するか，であった。前述のとおり，作曲段階で合図音は事前に聴かせて確認

することを想定しているが，生徒たちの認知を補うため，この研究授業では担当教諭が（特に

終了合図音を）生徒たちの声に出させて確認させ，さらに実践時に教員が必要に応じて手で合

図を出すなど視覚的補助を交え，合図音を印象付けた。結果として「本番」では生徒が合図音

を聞き漏らすケースはほとんど見られなかった。 

 

（３）音楽創作のいろいろ 

 では，生徒たちはグループ内でどのように音楽づくりを行ったのか。 

 詳細は別稿に譲るが，筆者が研究授業で各生徒グループの話し合いの様子を見回ったところ，

生徒たちの音楽づくりの方法にいくつかのパターンがみられた。 

①リレー，カノン型 

４人のうちひとりが演奏の端緒となるリズムパターンを提示し，他の生徒が応答。リ

ーダーの統率がポイントとなる。 

 a) リーダーが動機提示→他の３人が応答 

 b) 生徒 A→生徒 B→生徒 C→生徒 D と順次参加 

②ユニゾン２人組型 

４人グループが２人ずつの小グループに分かれ，まず２人の間でリズムを決めておき，

そのうえで他の 2 人と合奏。 

 a) ２グループ×２による協奏 

 b) ２グループが時々ユニゾン，時々協奏 

③定まったリズムパターンと自由即興との複合型 

ユニゾン演奏か，即興かをメンバーが自由に選べる 

 a) ４人のうち１人が即興，他の３人はユニゾン 

 b) ２人がユニゾン，他の２人は完全アドリブに近い演奏 

 

 いずれもすでに前回までの授業で，教員からのリズムパターンの例示などに基づき，生徒た

ちが音の構造化をある程度準備しており，この研究授業において最終的な段取りを決定する，

という場面であった。 

 上記のうち①②は事前のグループ内でのメンバー間の協調とリーダーによる統率が重要とな

る。しかしすべてのメンバーが作られたリズムパターン等で演奏することに納得するとは限ら

ない。そこで③のように，自由な即興を希望する生徒がいればそれを許容し，それも包摂する

形で音楽をつくるグループがいくつかみられた。共同作業を推進，完成させるための生徒たち

の知恵を垣間見た思いである。  
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【３】音楽づくりに適用しやすい現代音楽作品の要件～結論にかえて～ 

 プロの音楽家の演奏と，生徒らによる自由即興は，ただ並置するだけで多くの人が受け入れ

うる音楽になるとは限らない。既成の音楽作品の多くは確固とした和声進行，リズム，旋律を

持ち，その確固さゆえに自由な切り貼りや再構成に不寛容だからである。その点，雅楽にもと

づいた現代音楽ではこうしたフォルムに当てはまらない自由な作品が生み出される余地があり，

音楽づくりや音楽授業の素材として比較的適したジャンルといえる。 

 ただ，うまく適用されるには条件がある。今回の作曲・実践を通じて筆者が得た「音楽づく

りに適用しやすい作品の要件」は以下のとおりである。 

  ①機能和声や長尺の旋律，明確なリズムを控え，可塑性を高くすること 

  ②打楽器などを自由に挿入しても損なわれにくい曲調や作品力 

  ③可能であれば，生徒たちにとって縁遠いジャンルの楽器を使うなどして， 

   音楽上の発見を与えること 

 

 2020 年の実践で方法を大きく変更した理由は，ひとえに参加者の属性によるところが大きい。

音楽づくりは，参加者が体験を通じて音楽的感性を高める，または何かの思考のきっかけとす

ることなどを期待して実施される。即興に慣れた経験者と違い，小学 5 年の生徒たちの集団に

対しては，事前の念入りな準備やメソッド化など教員の適切な指導や援助により，より大きな

教育効果を期待できるのである。そのためには，音楽作品は教育現場側の事情によって一定の

変更が可能な「可塑性」が重要となる。 

 

 今回，２回の実践はそれぞれ独自の考え方で実施されたが，音楽づくりの方法はまだいくつ

も考えられる。今後この作品が新たなアプローチで音楽づくりに生かされ，生徒たちの音楽的

感性や思考を磨き，日本の古典音楽への関心を高めることにつながることを願ってやまない。 
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１ 教材について 

これまで，私が小学校の音楽授業に呼ばれて演

奏するときの内容は，ほとんどの場合，雅楽や笙・

篳篥・龍笛といった楽器の紹介をしたり，「越天楽」

などの演奏を子どもたちに聞かせる，あるいは雅

楽の楽器を体験してもらうという内容であった。   

ところが今回のリクエストは，森田泰之進作曲

「風は語りかけます」を小学生の即興演奏と合わ

せる，とのこと。「雅楽」を学ぶのではなく「今日

が初演」となる曲を子どもたちと作り上げること

になるというので，子どもたちが一体どんな風に

音をつけてくれるのか，楽しみにしながら最初の

授業が始まった。 

 

演奏者は，阮咸とリンを演奏する中村華子さん

と，篳篥を演奏する私の二人。 

演奏する「風は語りかけます」はもともと篳篥，

阮咸・リンと，トライアングルのために書かれた

曲で，2019年8月に初演した折には，中央に座っ

た篳篥と阮咸の奏者の周りを，複数の人が歩いて

回りながら，あるルールに従ってトライアングル

鳴らし，1 曲を通して演奏に参加する，というス

タイルだった。 

 それに対して，今回の授業では，私たち演奏者

が1曲を奏する中で，複数の班が順繰りに演奏に

加わるという仕組みになった。楽器もトライアン

グルに限らず，つるした鉄琴の鍵盤とかカウベル

やボウルなど，様々な打楽器が演奏者の左前と右

前の2か所に並べられていて，班ごとにどちらか

の打楽器セットを用いて演奏することになる。 

 

２子どもたちとの合奏 

 浅間先生の「5 分間，作戦タイム！」の掛け声

で８班に分かれた子どもたちが，それぞれ活発に

話しあいながら，どんなふうに打楽器を打つかを

決める。 

 できたら，子どもたちと私たちの合奏となる。

まず篳篥と阮咸の演奏が始まり，途中の「りん」

の音を聞いて1つ目の班が演奏を始める。しばら

くして篳篥のある特長的な音型（トリルしながら

の上行グリッサンドとスタッカートによる目立

つ音型）が始まったら，子ども達は演奏をやめて

次の班に演奏場所を譲る。また次の「りん」が鳴

ったら2つ目の班が演奏を始めて篳篥の特徴的音

型になったら演奏をやめる。これを繰り返し，１

曲の中に4か所，子どもたちの打楽器演奏が入る

ことになる。 

 

ところが，演奏し始めてすぐ困ったことに気づ

いた。 

子どもたちはどの班も同じ長さのリズム音型

を考えてきているのだが，実際には曲中の「りん

～篳篥の特徴ある音型」部分の時間は，かなり長

いものもあれば短いものもある。もともと，こう

した授業を想定せずに作曲された曲なのだから

当然なのだが，そのままだと子どもたちの作って

きた音型が入りきらなかったり，足りなかったり

することになる。作曲者の森田さんとも相談し，

急遽，曲の一部カットや，挿入を行ったり，臨機

応変に譜面通り演奏しないところができても OK

Supporterから                         

 

   篳篥：中村仁美 

 

 

   

                               



 55 

ということにさせていただいた。班の場所交代が

間に合わない時には，ゆっくり吹いて時間を稼い

だりする場面もあった。4 回同じ授業があったの

で，だんだん私の方でも子どもたちの様子を観察

し，音を聞きながら演奏する余裕がでてきたので，

コラボレーションとしては後のクラスの方がう

まくいったように思う。 

 

 一方で，子どもたちの方は，どのように感じな

がら私たちの音にリズムを乗せたのだろうか。 

班ごとに用意してきたものは，8 拍×4 小節の

リズム。テンポは私たちの演奏より子どもたちの

テンポの方がずっと速いので，両者が拍を合わせ

ての演奏するわけではなく，いわば2つの流れが

同時進行している。授業最後の感想の中で，「味方

の音を聞きあって」演奏した，と言った子がいて

正直だなあと思ってしまったのだが，私たちの演

奏に惑わされずに，自分たちの用意した音楽を奏

したいのだが，それが結構難しかった，という感

想を持った子も多かったのではないか，と思う。 

では篳篥や阮咸の音を聞いていないかという

とそうでもない。もちろん，出だしのリンや，演

奏をやめる合図となる篳篥の音型がいつ出てく

るかに気を付けて聞く必要があるし，全体の曲調

を体で感じ，影響を受けながら自分たちの音を出

していたと思う。 

うまいやり方だと思ったのは，子どもたちの

「本番」が2回あって，間に修正タイム2分が設

けられていたことだ。合奏してみたら予測してい

たのと違う，次はこんな作戦でいこう，と，各班

で言葉が飛び交っていた。 

 

３．授業を終えて 

今回の授業でとても感銘をうけたのは，浅間先

生の説明や指示が，ごく完結な言葉にまとめられ

ていたことだった。見事に「蛇足」説明がない。

最初は物足りない気もしたが，厳選された言葉で

簡潔に伝えるのが，もっともよく伝える方法なの

かもしれない。その短い言葉による指示に子ども

たちがサッと対応して，2分とか5分といった短

い時間でも子どもたちには十分だということも

発見だった。 

 そして先生の話し方，音作りへの誘導の仕方が

とても音楽的であるのも素敵で，「音楽」に溢れて

いると感じた。が，一方でそれは「西洋音楽」の

弾むようなリズムや美しい声に通じるものでも

あったので，雅楽の平坦な時間の流れが身につい

てしまった自分には少しまぶしい感もあった。 

 逆に子どもたちの側からすると，篳篥の独特な

音色や音程感のないポルタメントは相当に違和

感があり，捉えにくいものだったろう。異次元の

音楽に出会い，そこに自分たちの音をぶつけてい

くという，相当に新しく刺激的な体験をした授業

になったと思う。 

 もしも「班」から離れて，個人で私たちに対峙

するならば，また違う即興が生まれただろうとも

思う。いろいろな可能性を考えさせられる授業で

あった。 
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1. 授業記録（全４時間） 
⽇時：2020 年 10 ⽉ 26 ⽇(⽉) 第１時限〜第４時限 
場所：千葉県流⼭市⽴⻄初⽯⼩学校 
T 浅間⾥華 
A 森⽥泰之進（作曲家） 
S 中村仁美（篳篥奏者），中村華⼦（阮咸奏者） 
C ６年⽣４クラス（クラス毎に実施）  
２. 授業の概要 
 森⽥泰之進作曲「⾵は語りかけます」を⽤いたリ
ズム創作，および演奏実践。児童が創作したリズム
を作品と重ね合わせて，即興演奏を⾏った。プロの
演奏家による演奏との共演，さらには作曲家⾃⾝に
よる⼝頭説明を通し，演奏および創作への意欲を⾼
める有意義な活動となった。 
３. 授業の流れ 
１. 2 ⼈の Supporter の紹介，世界初演であることを
伝えた。 
２. グループ毎に，創作リズム練習，ディスカッシ
ョンを⾏った（作戦タイム）。Children から質問が
出た時には，クラス全体で共有し， 内容によっては，
Adviser が応える場⾯もあった。 
３. Supporter との合奏練習をクラス全員で⾏った。 
以後，２，３の活動を 3 回〜４回繰り返した。 
４. １グループ毎の発表。 
５. ２グループ毎の発表。 
６. 授業の感想（第４時限のみ実施）。 
（１）Teacher について 

Teacher は，Children の集中が途切れないよう，
つなぎの⾔葉や雑談を⼊れることなく授業運営をス
ムーズに⾏った。必要に応じて，ピアノでファンフ 

 
 

 
 
 
ァーレ⾵の和⾳を弾いたり，タンバリンを振ること
で Teacher の指⽰に注⽬させた。これは，⼝頭で注
意されるよりも，⾳で知らされる⽅が良いという
Children の希望によるとのことであった。また，
Children の意⾒を尊重し，クラス全体で共有しあう
ことを⼤切にしており，⼩さな事柄でも賞賛するこ
とで Children に⾃信を与えたり，モチベーションを
⾼める⼯夫をしていた。作戦タイムと称したグルー
プ活動の時間では，創作リズムの練習や話し合いを
⾏い，クラス全体での練習を複数回重ねることによ
って，表現⼒の向上を図っていた。 
（２）Children について 

Teacher との意⾒交換もスムーズに図られており，
⽇頃の信頼関係がみられた。グループ活動では，リ
ズムの⼯夫を相談し合う姿が⾒られ，プロの演奏家
との共演による発表にも，積極的な様⼦だった。ま
た，他のグループ発表を集中して聴いていただけで
なく，演奏への移動でも⾜⾳を⽴てないように気遣
うといったマナーも⾃然に修得していたことは印象
的であった。 
(３)  Adviser について 
Adviser は，現代的なスタイルによる作品の提供

を⾏い，本授業における演奏が世界初演となった。
さらに，⻄洋と雅楽の響きが出会い，特にリズムや
⾳⾊において新たな⾳楽的時間を体験できる作品で
あった。本授業では，Children が⾃由にリズム表現
できるよう，オリジナル作品を⼀部変更した。
Adviser は，教育の場のなかで，教材として適する
ように⾃らの作品に解釈の幅を広げるといった，柔
軟性な態度であった。Children からの質問にも

Reporterから                         

 

   生田美子（作曲・音楽教育） 
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Adviser ⾃⾝が応えるなど，作曲家との直接的な交
流が実現したことは，Children にとって貴重な体験
であろう。 

また，授業中，および授業間の休憩時に Teacher
や Supporter との短いディスカッションが⾏われた。
必要に応じて指導⽅法や作品の変更を施すことで， 
Children の集中⼒の維持や，⾳楽に対するより深い
取り組みが，時限が進むごとに実現されていき，よ
り充実した創造的な活動へと進展していった。 
（４）Supporter について 
本時では，教材の演奏を⾏い，Children の創作し

たリズム演奏と共演した。時に，Children の演奏の
⼊りをアイコンタクトや呼吸で⽰したりするなど，
演奏⾯でのサポートも⾏っていた。 
４.  TASモデルの視点による授業の変容 
１時限⽬  
最初は，Supporter の表現豊かな演奏に圧倒され

たのか，⾳楽による⾃⼰表現を躊躇しがちな
Children が多かった。しかし，的確な判断で指導法
を改良していく Teacher と，演奏の視点からの助⾔
を⾏う Supporter，そしてしなやかな感性をもった
Adviser との交流によって，次第に Children の表現
も豊かになっていった。 
２時限⽬  

１時限⽬終了後，Adviser から Teacher に対し，
⼩さい⾳を聴くことに焦点をあてることで，より演
奏の強弱が付き易くなるのではないか，という指導
提案がなされた。その結果，２時限⽬の Children は，
より注意深く⾳を聴くことができるようになった。
具体的な指導法として，例えば，事前に演奏を聴い
たり，トゥトゥトゥトゥと歌って合図を確認すると
いった⼯夫がなされた。 

さらに，Teacher が「トゥトゥトゥ〜で（Supporter
と）⼀緒に終われそう？」と終わり部分を聴くこと
を促すと，ある Children からは「トゥトゥトゥで終

わるタイミングは，すぐなのか，それとも聴いてか
らなのか」という質問が出された。そこで Adviser
が「（終わるタイミングに）気付いた時がやめる時で
す」と発⾔された。作曲家本⼈からの返答と，柔軟
性のある作品⾃体の⼒も相まって，⾳を聴くことが
より強化されたようだった。この後，⼩さい⾳を意
識的に感じることによって，⼤きな⾳を出す勇気も
出てくるようになり，その結果，メリハリのある豊
かな演奏となった。Children は共演の喜びを体感し
たようで，Supporter に対しお辞儀をするグループ
もみられるなど, 演奏者へのリスペクトの気持ちも
培われたようであった。このような演奏発表を聴い
ている Children も，実に集中した態度であった。 
３時限⽬  

演奏を伝えることが強化され，⾳のバランスが⼯
夫された演奏になった。Teacher は，「演奏の終わり
⽅を⼾惑っていたけれど，それは作曲家の仕掛けで
す」という，Adviser とのつながりを意識した発⾔
をした。その上で，「⾃由にやってみよう」「演奏を
向こうに届けよう」「さらに伝わるように主張しよう」
といった積極的な演奏へと誘導することによって，
演奏を聴き⼿へ伝えることが強化され，⾳のバラン
スが良い演奏へと結びついていった。  

Teacher は，演奏発表後，「聴く⼒があるね」「１
つの班が⽌まってしまった時，もう 1 つの班が助け
る姿に感動しました」と褒め，伸びやかに表現する
ことへの勇気や⾃信を与えていた。 
４時限⽬  

⾝体全体で⾳楽を感じながらの余裕のある演奏
が実現し，さらには，即興を促す試みがなされた。 

Teacher は，「（演奏が）⽌まっても，⼼の中で数
えてまた⼊れば良い, 即興だから」「順番でなくても，
楽器が⼊って（演奏して）いいよ」と Children に伝
えたことにより，Children は，気持ちに余裕が⽣ま
れ， 次第に⾳に集中していった。そのことが，即興
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的な演奏へと⾃然につながり，Supporter の集中⼒
のある演奏と合わさって，Children の演奏の質が⾼
まっていった。 

さらに Teacher は，「アイコンタクトもできて，皆
の⾝体⾃体が⾳楽ですね」と褒めると，Children同
⼠だけでなく，Supporter にも積極的にアイコンタ
クトしながら，即興的な表現をしていくようになっ
た。 

演奏終了後の Children の感想では，「２⼈
（Supporter）の演奏がすごかった」「本格的な演奏
でした」と，プロの演奏家の演奏に⽣で触れた喜び
を伝えるものが多くみられた。また，「楽器同⼠の拍，
やる⼈（演奏する⼈）同⼠の呼吸を合わせられてよ
かった」「緊張したけど楽しかった，うまくできた」
「演奏者2 ⼈が⽬で合図してくれてやりやすかった」
と，Supporter との共演に満喫した様⼦であった。
さらに，「打ち合わせとは違ったけれどよかった」と
いう即興の喜びを得た発⾔もあった。 

このように，プロの Supporter との演奏体験が，
緊張感とともに楽しい活動として印象付いたようで
あった。Teacher が「楽しかった⼈？」「緊張した⼈？」
と尋ねると，いずれの質問にも，Children 全員が挙
⼿する姿があった。活動の最後に，クラス全体で拍
⼿したことは，⾃分⾃⾝，友達の演奏への祝福だけ
でなく，本実践で出会った作品と様々な⼈との出会
いを通した，演奏，創作，そして即興の喜びに対す
るものとして，Children の記憶に留めていくことで
あろう。 
５. 考察 
本授業では，現代⾳楽，殊に，⻄洋⾳楽と雅楽が
融合した森⽥⽒の作品によって，時空を超えた⽣き
た⾳楽体験が可能となった。また，前述の通り，
Teacher によるChildren への的確な指⽰や声掛けに
よって，⾃信をもって表現できるように促し，プロ
の演奏家と楽しく共演する経験へと導いていった。

それは，プロフェッショナルな演奏によって，⾳楽
に対する献⾝ともいえるほどの集中⼒を伝えるだけ
でなく，Children の演奏を必要最⼩限にサポートす
る Supporter の存在，そして，⾃らの作品について，
柔軟性を持って対応した Adviser の存在あってこそ
実現したのである。 

このように本授業は，Teacher, 演奏家である
Adviser, そして同時代に⽣きる作曲家の Supporter
との意⾒交換によって，⾳を聴くことから，演奏を
伝えること，さらには⾝体全体で⾳楽を感じる余裕
ある演奏へと導き，即興活動によって，より創造性
が育まれる指導へと進化していった，TASモデルに
よる実践の好例であったと⾔えよう。 
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３ 菅 裕 プリペアード筝のための「木花さらし」 

 

      T=金本 志秀(宮崎県 国富町立木脇中学校) 

 A＝菅 裕(宮崎大学) 

 S＝吉原 佐知子（箏 演奏家） 

 R＝甲斐 万里子（和洋女子大学） 
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１ 題材の目標 

 

２ 題材の意義（求める内容）      ３ 育てたい児童・生徒の姿 

４ 教材について 

学習内容 児童・生徒の姿 教師の働きかけ 

   

 プリペアドピアノや現代筝曲の音色の多様性

や即興性に触れる鑑賞と，音の面白さを生かし

ながら音や旋律を曲に発展させる創作との二領

域を関わらせた題材である。その過程の中で，

既習曲で学んだ様々な音楽の構造の特徴や知識

を駆使したり，現代筝曲の鑑賞で味わった音色

や演奏技術の面白さを生かしたり等，生徒の創

意工夫を広げ，音楽をつくる喜びに触れること

ができる題材である。 

〇 知識・技能 イ（イ）ウ 

音素材の特徴及び音の重なり

方や反復，変化などの構成上の

特徴について表したいイメージ

と関わらせて理解するとともに

創意工夫を生かした表現で音楽

を作るために必要な，課題や条

件に沿った音の選択や組み合わ

せのなどの技能を身に付ける。 

１ 学習指導案 

第３学年「音色や旋律の重なり方の特徴を捉え，即興的に

音や音楽を作り出す楽しさを味わおう」 
                        実施日 令和 2年 11 月 24 日 

                        国富町立木脇中学校 第３学年 

                        授業者     金本 志秀   

第６学年「音の重なりを生かして音楽をつくろう」 

 鑑賞曲「月への碑文」マリー・シェーファー作曲  実施日 2018 年 9 月 20 日 

                         桐蔭学園小学部  第６学年 

                         授業者 岩 井 智 宏 

これまでの学びの中で得てきた音楽の知識

と本題材で得る新しい音楽の知識，他者との交

流から得た情報やアイディアを融合させるこ

とで自分のイメージを広げ，それを音や音楽に

表現するための工夫につなげて音楽づくりを

進めていく姿を目指す。また，その工夫の中で，

音楽のもつ偶然性や即興性の面白さや楽しさ，

協力しながら音楽をつくる喜びや充実感を実

感できる生徒を目指す。 

〇 思考・判断・表現 ア 

音色，旋律，テクスチュア

（音の重なり方），構成を知

覚し，それらの働きが生み出

す特質や雰囲気を感受しなが

ら，知覚したことと感受した

こととの関わりについて考え

どのように音楽をつくるかに

ついて思いや意図をもつ。 

〇 主体的に学習に取り組む

態度 

音素材の特徴や音楽の構成

によって生み出される雰囲気

の変化に関心をもち，音楽活

動を楽しみながら主体的・協

働的に創作の学習活動に取り

組むとともに，音楽に対する

感性を豊かにする。 
 

ジョン・ケージ作曲「ソナタ」は，プリペアドピアノで演奏されており，筝をプリペアドして面白い

音色の音を探そうとする生徒にとっては，これまでの楽器の音の固定概念を覆し，興味・関心が高ま

る楽曲である。菅裕作曲「木花さらし」は，さらしの音型やドローンの反復による伴奏，同じ旋律の

反復や「さくらさくら」をアレンジした主旋律をもち，ABA’の構成でつくられた今回の授業用に作

曲された２台のプリペアド箏のための楽曲である。A’の前には即興演奏部分があり，生徒がプリペ

アド箏を使用して，音楽の構成を考えてながら旋律を曲に発展させる際に，ヒントとなる音楽の構造

が数多く盛り込まれて作曲されている。現代筝曲「鳥のように」は，多彩な筝の音色や演奏法をとり

いれた曲で「六段の調」「さくらさくら」しか筝曲に触れた箏のない生徒にとっては新たな筝の魅力

に触れられる曲である。 
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５ 事前・事後の指導と本時の指導 

（１）事前の指導と実際 

（２）本時 

（３）事後の指導 

学習内容 生徒の姿 教師の働きかけ 

・ジョン：ケージ作曲

「ソナタ」を鑑賞す

る。 

・プリペアド筝をつ

くり，自分のお気に入

りの音を見つける。 

・「ソナタ」の楽器の音色と雰囲気と

の関わりを感じ取り，プリペアドにつ

いて知る。 

・身近な物を使用して箏の音色や響

きを変え，試行錯誤しながらプリペア

ドした音を探し，図形楽譜にメモす

る。 

・気付きの共有ができるように WSに記

入した知覚・感受の内容を発表させた。 

 

・条件①壊れなければ何をどれだけ使

ってもよい②右手も左手も工夫して良

い③柱の位置は変えない を提示し

た。 

・班で 15 秒の音楽を

つくり，班発表を行

う。 

・一人一人のプリペアドの音をつな

げて班で 15 秒の音楽をつくる。 

・班発表により，自分達の作品に足り

ないものを考える。 

・次時につながるよう 15秒の作品を WS

に記入させた。 

・他の班の良い点，自分たちの足りない

点をメモさせ発表させた。 

・15 秒の旋律をもと

に班で１分の音楽を

つくり，班発表を行

う。 

・15 秒の音楽の発表での気付きを生

かして，班で話し合って１分の音楽を

つくる。 

・既習事項をヒントに１分の音楽に

発展させ，できあがった曲を発表し合

う。 

・④再考した 15 秒の音楽を１分の音楽

にする ⑤書いて残すこと の２つを

条件に加えた。 

・「ボレロ」「小フーガト短調」「ピアノ

ソナタ」「運命」の音楽のつくりを振り

返り，利用するように助言した。 

学習内容 生徒の姿 教師の働きかけ 

・前時の学びを生かして班で１

分の音楽を完成させ，班発表

を行う。 

・完成させた曲の図形楽譜を記

入する。 

・自分のプリペアドした音を

生かし班で構成を工夫して１

分の音楽を作り上げる。 

・自分たちが再び演奏できる

ように図形楽譜をつくる。 

・時間が分かるようにタイマーを

設定する。 

・工夫について説明できるように

話し合っておくように告げる。 

<Children, Students> 

・ 前時までのプリペアド箏を設定し，

設計図を見て１分の音楽を練習する。 

・ T と S による模範演奏を聴く。 

・ 気付いたことを発表する。 

・ 発表をもとにした作曲者による解説 

を聴く。 

・ 演奏や気付き，解説をもとに班の１ 

分の音楽を再考し，設計図にメモをす 

る。 

<Adviser> 

・「木花さらし」の曲の構造と

作曲の意図について説明する。 

 

 

＜Supooter＞ 

・「鳥のように」

の演奏を行う。 
・「木花さらし」

の箏の演奏を T
と行う。 
・A の解説に合

わせて技法の紹

介やアドバイス

をする。 

＜Teacher＞ 

・「木花さらし」

の筝の演奏をす

る。 
・演奏を聴き生

徒が発表した意

見や気付きを板

書に整理する。 
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６ 本時前と本時後の生徒の作品の比較から見えたこと 
 本時（S の「鳥のように」の演奏と，S と T による A の作曲した「木花さらし」の演

奏を視聴して，自分達の１分の音楽を再考する。）に臨む直前の作品は，即興的に何とか

４人で１５秒の音楽を１分に引き延ばした苦肉の作品である。 

【録画資料	 作品(1)=A クラス】https://youtu.be/2BAl4soVIyA 

【録画資料	 作品(2)=B クラス】https://youtu.be/HTrpALQjvWw  

  この時の生徒達のワークシートでは，「どのように１分にしたのか」という発問に対し，

「旋律を２回繰り返す，ベースの音に重ねて時間差でやっていく」「一人は同じリズムに

して，その他の人はその人に合わせていく」「同じリズムを繰り返す」「演奏の順番を変

えながら繰り返しそのたびにリズムを変える」「一人が拍を取ってそれに合わせて一人ず

つ弾く」「演奏の形態を主題と伴奏，短音，長音に変化させる」「ある曲に合わせて一人

が主旋律になって二人が音を付け，最後は一緒に弾く」などが挙がっている。 

 作品には，プリペアドのユニークな音色を生かしたリズムや旋律に意識をしている演

奏が多くみられるとともに，それまでの音楽の授業による学び（「ボレロ」による同じ主

題やリズムの反復，「フーガ形式」による主題の調性の変化と追いかけながら，重なりな

がらの反復，「ピアノソナタハ長調」による主旋律と伴奏，複数の主題の存在等）をもと

に，一人一人の短い旋律をなんとかつなぎ合わせている。また，班員同士の協働の中で

即興的に偶然にできた組み合わせを生かして，音楽を伸ばすためにどうにかしようとし

ている感じが見受けられる。結果，どの班の作品も個性的でユニークな音色，リズム，

旋律で出来上がっており，無の状態からようやくここまでつくり上げてきた頑張りを感

じる。しかし，工夫や連携が続かず短い時間で終わっていたり，役割や弾き始め・弾き

終わりのタイミングが不明瞭であったりなど，１分の音楽としてまだ時間足らずでお粗

末である。同時に，発表中に班員に指示されながら演奏を行うなど，自信のない一面も

見受けられ，「とりあえずやってみたのだけど・・・」という感じが満載である。 

  【作品（３）（４）】が，本時の学習の後，工夫の再考を話し合って完成させた１分の

音楽である。 

【録画資料	 作品(3)=A クラス完成版】https://youtu.be/m-psVasmu94  

【録画資料	 作品(4)=B クラス完成版】https://youtu.be/Q3pJkn6JqrA  

 

 【作品（１）（２）】の出来上がった段階での課題は，予想通り，作った短い旋律をどの

ようにしてつなぎ合わせ１分の長さに発展させるかということであった。本時の学習を
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通して，この課題が一挙に解決の方向に進んでいったと感じる。演奏を視聴し，気付き

をまとめ，S や A の解説を聞いた後の話し合いでは，発言が活発になりアイディアが広

がっていた。 

 作品からは，プリペアドしている音色の影響で抜ける音もあるが，「チューリップ」や

「きらきら星」「ジングルベル」など身近な曲，中には体育大会の応援で用いるリズムを

もってきて主旋律にしている班もあり，日常を授業に結び付けることで音楽らしさが増

しているとともに活動が身近になったことを感じる。これは，A の「さくらさくら」に

似た旋律の使用についての説明が生徒の発想の手掛かりの拡大につながった結果である。

また，音楽の構成でみると ABA’形式の紹介は，音楽を１分に伸ばすという生徒たちの最 

大の難関を乗り越えさせ，S と T の派手なプリペアドや即興演奏（どちらも打ち合わせ

た上，おおげさに行った）は，プリペアドの面白さや緩急を与えることによる音楽の発

展性を示唆するものとなり，生徒達の音楽が大きく変化したと感じる。同時に，目前で

S の巧みな技や素晴らしい響きの音による演奏と，相手と息を合わせながらの，派手な

プリペアドによる連弾の演奏を視聴できたことが，自分の殻を破る，個性を発揮する，

しかし，仲間の様子も感じて伺いながら，という生徒一人一人の音楽に向かう姿勢や意

欲に好影響を与えているのではないかと感じた。 

 完成後のワークシートでは，「どのように変えていったか」「どのような音楽のイメー

ジや感じの音楽になったか」という振り返りの発問を設定した。そこには，「最初と最後

を同じにして繰り返し，真ん中を違う感じにした。」「メロディがなかったのでメロディ

を作った」「きらきら星のリズムを使ってみた。旋律を低い方にしてちょっと昔の古い感

じにした。その為に鈴を邪魔しないほどに鳴らしうるさくせず，静かなイメージにした。」

「本番はボヨンボヨンと入れてみたら音楽らしくなった。」「曲の終わりが分かるように

間をおいた。」「一定のリズムを早くなったり遅くなったりしないように気を付けて弾い

て，最初よりまとまりができた」「インドのような音楽。４つのリズムで構成して作った

音楽なのでリズムが変わるごとに場面や心情が変わるような音楽になった」「伴奏の音を

小さくしてメロディを目立たせた。自分はメロディだったのでもう少しで終わる感じを

出すためにゆっくりしていった。不思議なおかしな音楽にした。」「皆で同じメロディを

弾いてもつまらないので，最初と最後は同じにして中は少し狂ったように変化させた。」

「最後の A は最初の A に比べて盛り上がるように４人で弾いた」「聴いている人がチュ

ーリップだと分かるように主題に沿ってプリペアドした音の「ジャン」「ドン」を使って

強調させた。吉原先生がした，ものを落として音を出したのも真似て取り入れてみた。」

等の記述が見られた。 

 また，最後に出来上がった曲を横長画用紙の設計図（図形楽譜）にまとめさせたが，

こちらにも各班の個性が生かされた図や記号が記されていた。 

 題材の最初には「こんなイメージの音楽をつくろう」は存在しなかった。しかし，プ

リペアドによる音色の探究，自分だけの音をつないで協働しながら音楽にしていく探究
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の過程の中で，即興性や偶然性から生まれる面白さを感じながら，一方で，学びとして

（刺激として）与えられたが，いかにも自分達で見つけたように思える条件を試して，

音楽を発展させてつくっていくことができた。その中で，生徒たちは，「こうしたらこん

な感じが出る。」「今のをこうしたらこんな雰囲気になった。」と，つくる音楽のイメージ

を班で共有しながら試行錯誤を繰り返し，徐々に具体的な音楽のイメージを抱いていっ

ていた。 

 学びの積み重ねを大事にしながら授業を行っている毎日である。この題材の授業は，

生徒たちののびのびとした，ユニークな発想や感性に触れ，その伸びや成長に感動する

連続であった。生徒たちに，どのような学び（刺激）を，どのようにプレゼントできるの

かが，生徒一人一人の音楽の力を伸ばし，感性を育てることに左右していると実感でき

た素晴らしい機会であった。 
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１ 教材の提案 

 

（１）J. ケージ作曲 ソナタ 

 題材計画の第1時の冒頭に生徒に鑑賞させる作

品として提案した。その意図は次の２点である。 

 

１．弦へのプリペアド作業による音色制作の実例

紹介 

２．調性的な音楽規範からの解放 

 

 ピアノの弦の中にボルトやゴムなどの異物を

挿入して音色を変化させるプリペアドピアノは，

1940年代にケージによって考案された。それは電

子的な音響製作がまだ技術的に困難だった時代

に，はじめて作曲家が，演奏家に頼ることなく自

分の耳だけを頼りに新しい楽器の音色を作り出

すことを可能にした。弦に取り付ける異物の素材

や挿入する弦の位置によって，予想外の響きが生

まれてくるところにプリペアドピアノの特徴が

ある。その響きの「よさ」や「おもしろさ」を決

定するのは制作者自身であり，したがって制作者

には，創るために，同時に注意深く聴くことが求

められる。 

 身近な素材を使って様々な制作活動をするこ

との多い図工科・美術科に比べ，音楽では既成の

楽器以外の物を表現に使うことはめったにない。

まして既成の楽器に異物を取り付けて細工する

ことは，生徒にとっては，これまでの学校生活の

中では，禁忌であると認識されていたであろう。

グランドピアノにゴムやボルトを取り付けるプ

リペアドピアノの作業工程の映像は，まずこうし

た生徒の楽器の扱い方に対する自己規制を取り

払う効果があると考えた。 

 また濁った色彩や不自然で不格好な形さえも

しばしば個性的な表現の要素とする図工科・美術

科と違い，音楽科では「美しい」とされる声や音

色についての暗黙の共通了解がある。さらに音楽

の授業の中で〔共通事項〕の「音色」が取り上げ

られる場合，たいていの場合，何らかの象徴的な

意味と結び付けながら扱われる。こうした美しさ

への共通了解や象徴的意味によって染色される

以前の「原初の音」（今田 2015, p.102）を音楽表

現の素材として授業の中で用いる機会は非常に

少ない。 

 さらに音楽の授業の中で表現教材や鑑賞教材

として用いられる楽曲や生徒が学校以外の生活

の中で触れる楽曲のほとんどは明確な調性を持

っている。こうした調性的な音楽を念頭に創作を

させてしまうと，調性音楽のルールから逸脱した

「奇妙な」響きは間違いと認識されてしまいがち

だ。クレヨンで自由に絵を描いたり粘土を好きな

形にこねあげたりすることに比べ，音楽をつくる

ことが生徒にとって格段に難しく感じられがち

な理由の一つがここにある。 

プリペアドピアノによって演奏されるケージ

のソナタを鑑賞させることを通して，これらの有

形・無形の外的規範による統制から解き放ち,自

身の耳と感性による内的判断を規準とさせるこ

Adviserから                         

 

 音楽的「自己規制」からの解放 

   宮崎大学 菅 裕 
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とを意図した。 

 

（２）菅裕作曲 ２台のプリペアド筝のための

「木
は

花
な

さらし」 

 第４時の中で，授業者の金本志秀教諭とゲスト

ティーチャーの筝奏者吉原佐知子氏が生徒の前

で二重奏するための作品として作曲・提案した。 

 この作品の提供意図は，ある意味では前述した

ケージのソナタの提案意図とは逆向きといえる。 

第３時までに生徒は，１分程度の短いプリペア

ド筝のアンサンブル作品のグループ制作に取り

組む計画であった。しかしながらそれは各自が探

り弾きの中で見つけ出したリズムや旋律の断片

を即興的につなげたり重ねたりしている状態で

あり，全体の構成を見通したまとまりのある作品

には至っていないであろうと事前に予測した。 

前述したように外的規範に基づく自己規制の

攪乱を意図するこの授業において,生徒が即興的

表現上の飽和状態，すなわち「なんでもあり＝ど

れでもない」の状態に陥ることは必然であるとい

える。特に個々の生徒が様々な響きを拡散的に探

索している段階から,グループ活動によって各自

のアイデアを統合し，一つの作品として収束させ

ていく段階に移行するとき，グループにおける分

業関係を成立させるための手がかりが失われ，生

徒はアノミー的混乱に直面する。この状態が長く

続けば生徒の活動意欲は著しく減退することに

なると考えた。 

 そこで「木花さらし」では，個々のアイデアを

統合し全体のまとまりをつくり上げるためのヒ

ントとなる構成上の工夫を意図的に配置した。 

 楽曲はＡ－Ｂ－Ａの３部構造であり，全体を通

じ，２番筝の単純なオスティナートの上で１番筝

が明確な主題旋律を演奏する。生徒に奏者ごとの

役割の違いによって生まれるテクスチュアを意

識させることがそのねらいである。またＡ部分で

は旋律的なオスティナートを，Ｂ部分では単音を

連打するドローンにすることによって，２番筝が

単なる背景ではなく，場面転換の役割を担えるこ

とにも気づかせたかった。また途中一か所だけ２

番筝をオスティナートから一時的に解放し，１番

筝との間で模倣関係をつくる部分も設けた。 

 Ｂ部分の１番筝には，「さくらさくら」の引用旋

律を演奏させた。これは以前に生徒が授業の中で

「さくらさくら」の演奏に取り組んだことがある

ことから得た発想である。なじみのある音楽の一

部を引用することも作品構成の手段になり得る

ことを示したかった。 

 

３ 授業への提案 

 

既存の和声的規範や禁忌から解放し，未だ他者

から権威づけられていない自分自身のコード,す

なわち「ノイズ」(アタリ 2012)の生成 2)へと導い

ていくことがこの題材の一貫した基本方針であ

る。そのためには，前述したように，まず生徒た

ちの中にある様々な音楽的「自己規制」を取り払

うことが必要と考え，プリペアドピアノの鑑賞を

起点として,筝の弦に思い思いのプリペアド作業

をさせることを提案した。今回の授業の中で，生

徒たちは授業者によって準備されたゴムやクリ

ップだけでなく，定規やボールペンなど各自のア

イデアでプリペアド作業に熱心に取り組んでい

た。このとき伝統によって規範化された筝本来の

響きは失われ,それとともに生徒の表現意図は伝

統的規範への同化ではなく差異の形成へと逆転

されたと考える。 

 制作過程を通じて生徒が書き込むワークシー

トには，制作前の思いや意図だけでなく，制作の

過程を通じて変容していく響きのイメージや表
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現意図について記述する欄を設けた。表現行為は,

表現者の内部に表現されるべき何か，つまり思い

や意図が先行して存在し，言葉や音や絵の具など

の物的素材を変化させることによって鑑賞者に

それを伝えることだと一般に考えられている。し

かし行為によって物的素材に変化が加えられる

のと同様に，表現者の心象・観察・記憶・感情な

どの「内部」の素材にも同様の変化が生じる 1)(デ

ューイ 1969)。既存の参照先がない,つまり「や

ってみなければわからない」響きを素材として音

楽をつくっていく今回の活動では，制作過程の途

上で自分の中に生じる変化に注目させることが

特に重要であると考えた。 

 

注 

1) 中学校学習指導要領解説音楽編には，このこ

とと関連する次のような記述がある。 

 

イメージは，創意工夫の過程において，音

を出しながら繰り返し表現を試し，その音を

聴くことによって，変化したり発展したりす

ることがある（文部科学省 2017, p. 50）。 

 

2) アタリ（1985）は，次のように，雑音を作り

出す権利の回復こそ規格化された反復への抵抗

であると述べている。 

 

反復の権力の唯一可能な異議申し立ては，

今や，社会的反復と雑音の発信の制御の解消

を経なければならない。―中略― 雑音を発

する権利，即ち，自分自身のために，自分の

コードと自分の作品を，前もって，その目的

を表示することなく，作り出す権利。そして，

自由に，取消し可能に選ばれた他者の雑音に

接続する権利，即ち，自分の生を作曲する権

利の征服を通して（pp. 211-212）。 

 

引用・参考文献 

 

アタリ, J. (1985)『ノイズ―音楽／貨幣／雑音』

（金塚貞文訳）みすず書房 

今田匡彦『哲学音楽論―音楽教育とサウンドスケ

ープ』恒星社厚生閣 

デューイ, J. (1969)『芸術論―経験としての芸

術』（鈴木康司訳）春秋社 

デュルケーム, E. (1971)『社会分業論』（田原音

和訳）青木書店 

文部科学省（2017）『中学校学習指導要領（平成29

年告示）解説―音楽編』 
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木花さらし 
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【動画資料】 演奏：吉原佐知子   https://youtu.be/fLn_RiPyYhU 
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１ 箏による音楽づくりについて 

今回，授業で使う箏は，日本を代表する

伝統的な楽器であるだけでなく，音楽づ

くりにも大変有効な楽器である。調弦を

自在に変えることが出来，使いたい音だ

け拾って調弦すれば自在に絃をかき鳴ら

しながらメロディーや伴奏を即興的につ

くることが出来る。また，箏の素材であ

る，桐の木を響かせた独特の音色も魅力

のひとつであり，多彩な奏法により千差

万別の音を出すことができる。爪で弾い

たり，指ではじいたり，余韻をゆらした

りと，たくさんの奏法があるが，どれも

少しずつ音色の変化がある。子供が独自

の奏法を考えて重ねても違和感なく音楽

がつくれる。 

このように簡単に音が出せ，様々な音色

が出せる箏だからこそ幅広い音楽づくり

が可能なのである。 

また，今回はプリペアド箏ということで，

絃に紙やクリップを挟んだり，弓でこす

ったり，鉛筆でたたいたりと，様々な工

夫がなされていた。箏はプリペアドの宝

庫のような楽器なので，独自の音楽を作

りやすい楽器のひとつである。 

 

２，教材の提案 

 

 

今回，箏の紹介として，沢井忠夫作曲 

「鳥のように」を演奏した。この曲は古

典的な奏法から現代的な奏法も入ってお

り，拍のない部分もあり，様々な音楽表

現も満載の曲であるので，生徒の作品づ

くりのヒントになると思い，選んだ。 

もう1曲の菅裕先生の「木花さらし」が

この授業の要になる楽曲である。私と授

業者の金本先生とで演奏した。詳しい解

説はアドバイザーの菅先生にお任せする

が，さらしの地となるような繰り返しの

音型のうえでメロディを奏でる，ABA 形

式の曲である。今回は真ん中に金本先生

とプリペアド箏ということで，様々な面

白い奏法で対話をする即興の部分も演奏

してみた。大変白熱した即興で，途中挟

んでいたクリップが飛んだりして，とて

も盛り上がった。 

この二つの模範演奏を聴いて，生徒が自

分の作品に生かしてくれれば良いと思う。 

 

「鳥のように」解説 

1985年 沢井忠夫作曲 

鳥のように大空を翔けることが出来

たら…という夢は誰もが持っている。そ

Supporter(演奏家)から                         

 

    プリペアド箏の授業について 

                                                           箏奏者：吉原佐知子 
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れは普段，意識の底に眠っているが，何

かのきっかけで時折目覚める。例えば，

憧れの時，よろこびの時，それは心を満

たし，大空を漂う，鳥のように。(作曲

者) 

 

３ 授業への提案 

今回の授業では，まず前述の「鳥のように」

を演奏し，箏の多彩な奏法や表現力に気付き，

楽器の魅力を知ってもらい，次に菅裕先生が

この授業のために作曲してくださった箏の

二重奏「木花さらし(はなさらし)」を授業者

の金本先生と演奏することにより，その音楽

構造(繰り返しの伴奏の上でメロディを演奏

する，かけ合いや間，ABA形式など)や即興で

対話する自由な表現，音色や強弱など音楽的

表現などに気付いてもらい，生徒自身の音楽

づくりの手立てになるよう，演奏した。 

生徒たちのつくった最終的な作品を，後日ビ

デオで見たが，それぞれ色々な所を参考に音

楽づくりに取り入れてくれていることが分

かり，とても優秀な生徒たちだと思った。 

 学生の箏が教材用のミニサイズのおもち

ゃのような箏で残念であった。予算の問題で

仕方ないことであるが，本当の大きさの箏が

学校に1面はあったので，その違いが分かっ

てくれていれば良いと思った。私の演奏を聴

いて本物の箏の音色を聴いてもらえたので，

その違いを理解してくれたなら，目の前で演

奏をした甲斐があると思った。 

 

 

 

 

 

吉原 佐知子(箏演奏家) 

平成１４年，東京藝術大学邦楽科生田流箏曲専攻卒

業。NHK 邦楽技能者育成会第４３期卒業。現代邦楽

研究所第１期卒業。同所にてビクター邦楽技能者育

英賞受賞。全国高校生邦楽コンクール準優賞。賢順

記念全国箏曲コンクール銅賞，奨励賞受賞。NHK オ

ーディション合格。 

2010 年 旧東京音楽学校奏楽堂にてリサイタル開

催。 

2015年 洗足学園音楽大学にて「吉原佐知子 箏リ

サイタル～箏独奏の系譜」開催(文化庁芸術祭参加公

演) 

2015 年 フランス サンリキエ音楽祭にて招待演

奏 

 

研究論文「音楽づくりにみる箏の教材化の可能性に

ついて-邦楽ワークショップ授業の分析を通して-」

2013年，洗足論叢第42号 

主な著書「和楽器にチャレンジ箏」（汐文社出版）執

筆担当。「音楽づくりのアイディアⅡ」(マザーアー

ス出版)。 

現在 

洗足学園音楽大学現代邦楽コース非常勤講師 

熊本大学非常勤講師 

弘前大学非常勤講師 

東京都市大学等々力中学高等学校箏曲部非常勤講師 
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1. 授業記録 

導入 

（１）前時までの学習内容とグループごとにつくっ

た「15秒の作品」の振り返り 

① 箏で音を出しながら前時でつくった作品を思

い出す。 

＜T＞「プリペアド箏」注１の準備を行う間，楽

譜にあたる「設計図」と呼ばれる画用紙を

各グループに返却し，授業を始める。サポ

ーターの吉原氏（以下，吉原氏）を紹介し，

前回までの内容を振り返り，説明する。 

② 前回の「15 秒の作品」の発表を記録した映像

を鑑賞し，気づいたことや自分たちの表現に使

えそうなアイデアをメモする。数人の生徒がメ

モしたことを発表する。 

＜T＞前回つくった作品を音楽にするにはどう

すれば良いかについて考えさせる。 

＜C＞音の高さを変えることやリズムの反復な

ど，気づいたことを発表する。 

＜T＞発表されたアイデアを共有しながら，な

ぜ音を変えるのか，リズムの反復に何が

加われば音楽になるのかという問いを強

調し，本時の目標を示す。 

 

展開 

（２）本時の中心的な活動 

前半：《鳥のように》の鑑賞 

① 音楽とはどのようなものかを理解するために 

 

プロの演奏を鑑賞することを説明し，吉原氏を

紹介する。 

② 奏法，体の使い方，指の使い方など，プリペア

ド箏で使える「わざ」があるかに注目するよう

指示し，舞台の近くで鑑賞するように移動を促

す。その際，気づいたことをメモできるように

用紙と筆記具をもっていくように指示する。 

③ サポーターが平調子を音で示した後，箏の柱が

自由に動かせる特徴と調弦の関係や 13弦であ

ることと奏法の多様さとの関係を説明する。鑑

賞曲《鳥のように》で使われる多様な奏法と，

楽曲での位置付けについて説明し，演奏に移る。 

＜C＞演奏に釘付けになり，ほとんど微動だに

せず演奏に聴き入っている。 

＜T＞演奏後，気づいたことと，「わー，こんな

ことができるんだ，と思ったようなこと

があれば」メモするように指示する。メ

モを書いている生徒の様子を見ながら，

数人の生徒にメモの内容を発表させ，全

体にアイデアを共有する。 

＜C＞両手で異なることができる，左手を駆使

して音色を変えられる，体全体を使って

演奏していた，と発表する。 

＜T＞音楽の構造はどうだったかを尋ねつつ，

次に《木花さらし》を金本教諭と吉原氏

とで演奏することを伝える。アドバイザ

ーの菅氏が作曲したこと伝える。 

 

 

Reporterから                         

  創作と鑑賞の有機的なつながりを生む「プリペアド箏」の授業を観察して 

   甲斐 万里子 
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後半：《木花さらし》の鑑賞と創作 

① 《木花さらし》の演奏を鑑賞する。 

＜T＞《木花さらし》が，本授業の生徒のため

に作られた作品だと説明する。プリペア

ド箏で音楽をつくるにはどうすれば良い

かについてアドバイザーが考えてくれた

ことを説明し，自分たちが使える音楽の

特徴をよく聴いてメモするように指示す

る。伴奏，リズム，メロディなどに着目

して，「1分の音楽をどうつくっていけば

良いのかを見つけ出してください」と伝

え，演奏の準備に移る。生徒たちに物が

飛ぶ可能性から，少し距離をとって座る

ように指示する。 

＜C＞時々上半身を伸ばしたり，覗き込むよう

な仕草を見せたりしながら聴いている。

プリペアドの特徴が出ている音が鳴るた

び，数人の生徒が覗くように左右に動く。 

＜T&S＞掛け合いになる部分や速い動きのあ

る部分で，顔を見合わせて演奏する。 

＜C＞節々で笑い声を漏らす。隣同士で話す様

子も見られる。 

＜S＞演奏中，プリペアドに使用していた物が

落下し，思わず笑う。 

＜C＞時々友だちに耳打ちする様子やメモを取

る様子を見せる。 

② 音楽の「何がどうなっていたか」について話し合

い発表する。 

＜T＞壇上から降り，ホワイトボードを生徒が

見える位置に移しながら，生徒に，メモ

ができた人から隣近所の友だちと気づい

たことを話すように指示する。数人の生

徒から気づいたことを聞き取る。 

＜C＞話し合いの指示を受けたらすぐに，アイ

デアを話しだし，笑い声と話す声で全体

がざわつく。時折「金本先生が…」と明

るい声で話す。 

＜T＞メロディやリズムなど，音楽について考

えるように全体に伝える。 

＜T＞生徒からのアイデアに適宜補足やさらな

る問いを重ねて出てきた具体的なアイデ

アをホワイトボードに書き込む。教師は，

生徒たちのアイデアを振り返り，それら

がどういう意図で使われたのかの解説を

アドバイザーの菅氏に求める。 

③ アドバイザーによる解説を聞く。 

＜A＞プロフェッショナルの吉原氏が活躍でき

ることと，そのための舞台を金本教諭に

お願いしようと考えて作品をつくったこ

とを説明する。場面の雰囲気を変えるポ

イントや生徒が既に学んでいる内容を含

めたこと，音楽の形式とその効果，調弦

の工夫を説明した上で，生徒が楽曲の特

徴全てに気づけていたことに感心したこ

とを伝える。 

④ グループごとに話し合い，創作に取り組む。 

＜C＞活発に表現を示したり意見を交わしたり

しながら音楽をつくる。 

＜T＞自分のグループに足りない部分について

聞き取り，授業を終える。 
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2. 考察 

本授業の観察を通して，音楽を学ぶ面白さや重要

性を，生徒の姿が示している点に，筆者は大きなイ

ンパクトを受けた。 

神経生物学者のダマシオ（2010）は，意思決定や

推論は，論理的で冷静な推論機構だけでなされるこ

とではないと述べた。あらかじめ感情や情動のバイ

アスによって絞り込まれた候補の中から論理的な推

論機構が選択するのだと言う。この論は，個体の生

存に関わる側面での意思決定を問題とし，限られた

時間の中で個人が意思決定をする時の話が中心であ

る。だが，この論を軸に音楽の場合を考えると，学

校等で即興あるいは限られた時間で音楽をつくる時

に，いかにして生徒が表現を決定しているかを捉え

やすくなる。 

いざ限られた時間の中で音楽をつくろうとする時

に，音楽をつくるための様々なアイデア全ての組み

合わせをいちいち考えるようなことを，生徒はしな

いだろう。数ある組み合わせのうち，生徒自身にと

って，その場，その時に最適な表現を生み出さねば

ならない時，論理的な推論というよりは，直観的な

選択に助けられることが多々あることだろう。 

例えば，友だちが奏でている音から「ピンと来た」

とか，これまでに学んできて得意とする技術を使え

る絶好の瞬間に気づくといった時，無意識的な絞り

込みに支えられている。ダマシオの論を元に考える

と，音楽づくりとは，音楽の形式や構成，構造や細

かな特徴などを元に，作品を論理的にまとめ上げな

がら，それと同時に，具体的な表現の決定の際には，

状況に応じた即時的，直観的な判断を肌感覚（耳感

覚の方がふさわしいかもしれないが）で行なう行為

であると言えるだろう。 

このようなことを筆者が考えていたところで本授

業を観察したところ，アドバイザーと教師，サポー

ターによって慎重に練られた全５時間の流れにおい

て，上述したような論理的な意思決定と，直観的な

意思決定の両方が，生徒らの創作を支えているのが

明らかだった。しかも，グループそれぞれが独自か

つ充実した作品を生み出すことに成功していること

に驚き，冒頭で述べたようなインパクトを受けたわ

けである。 

諏訪（2018）は，「体の発露として繰り出す実践

的な知恵」である「身体知」の説明をする中で，ク

リエイティブな知もまさにそれであるとし，また，

その「身体知を学ぶためにはしかるべき方法がある」

として，ただやみくもに練習するだけでは「体得は

敵わない」と述べる（p. 130）。 

音楽づくりで考えれば，グループそれぞれが独自

の作品をまとめ上げることも，身体知に支えられた

表現だと言えるだろう。試行錯誤の過程を言葉では

説明できないかもしれないが，音を出しては確認し，

採用したり却下したりを繰り返し，生徒たちは１つ

の作品をまとめ上げる。それを実現させるには，諏

訪が言う「しかるべき方法」が必要なわけだが，こ

の方法にあたるのが，本授業におけるアドバイザー

と教員，サポーターによる授業展開の工夫だろう。 

以上を踏まえ，前述した，「論理的な意思決定」と

「直観的な意思決定」を支え，育む授業の工夫や取

り組みがどこにあるのかという視点から，本授業に

おける金本教諭（Teacher）と吉原氏（Supporter）

がそれぞれ生徒ら（Children）の創作に与える影響

を検討する。 

 

（１） Teacher 

まず，教師が中心となって，題材の大きな流れに

プロの演奏がどう位置づくのかを明確に示したこと，

そしてその上で鑑賞を実施したことが，生徒の能動

的な聴取や観察を促したことは言うまでもないだろ

う。特に，その実現を支えた大きな鍵が教師にある

ことを強調したい。金本教諭が，自身の明るいキャ
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ラクタで，さまざまな立場からのコメントを発し，

１分の作品をまとめあげることに対する生徒のプレ

ッシャーを取り除くばかりか，表現への意欲を促進

させていたことに注目する。 

基本的には，授業を引っ張り生徒のアイデアを引

き出す役割を担いながら，《鳥のように》の後では，

瞬時に「先生には絶対できないから，無理だから！」

と，生徒と同じ目線に立つ。その上で，《木花さらし》

で共演することで，生徒たちは，教師がこれから行

うことに興味津々といった様子で，にわかにそわそ

わとした場が作られた。《鳥のように》の鑑賞時とは

ある種異なる質の集中がそこにはあった。生徒が，

舞台上での出来事を，自身とは別の次元のことでは

なく，自分と同じ次元のものだと認識し，生徒主体

の鑑賞が始まった瞬間のように見えた。 

演奏中には，日常を共にする教師が舞台上で演奏

していること，生徒が現在学んでいるプリペアド箏

をプロが演奏すること，楽曲に既習曲の要素やアク

シデントが含まれていること，複数人での演奏だか

らこそ効果的になる表現があることなど，生徒の無

意識的な関心の高まりや模倣への欲求を刺激する鍵

が数多く散りばめられていた。 

生徒の表現への意欲がいかに高められていたかは，

《木花さらし》を鑑賞した後の生徒の様子が物語っ

ていた。演奏後，金本教諭は，気づいたことがあれ

ば書き留めて良いと一旦伝えたが，残り時間が僅か

だったため，すぐに，「もう今日メモはいいわ，（中

略）（イメージや発見が注２）新鮮なうちに，はい，

話し合って」と，書き留めることをやめさせ，グル

ープ活動に移るように指示した。生徒たちは，グル

ープごとに集まるや否や，それぞれに箏に触れ，音

で友だちに印象的だった奏法や表現を伝えていた。

表現が友だちの共感や別のアイデアを誘い，音が鳴

り響く中で，「ABA形式」や「終わりはこう」など，

イメージを伝え合い，活発な意見交換が行われた。 

このように，話し合うという指示を飛び越えて，

いち早く楽器に触って表現したい気持ちや，友だち

に自身のアイデアを伝えたい気持ちが，教師の手腕

によって支えられた。このことはつまり，頭で考え

て組み立てるだけの創作ではなく，友だちと直観的

に表現を生み出し合うという意思決定と，事前の学

習内容や話し合いで整理された知識を基に論理的に

作品をまとめあげていくという意思決定による創作

を，教師の手腕が成り立たせたと言えるだろう。 

 

（２） Supporter 

① 「直観的な意思決定」への働き 

プロフェッショナルの演奏家であるSupporterの

演奏に直に触れた体験が「直観的な意思決定」の素

地をつくったと考える。 

《鳥のように》の演奏が始まると，生徒は目を逸

らさず，物音ひとつ立てずに集中して鑑賞していた。

ほとんど微動だにせず演奏に惹き込まれていた。本

授業で生徒らが使った楽器は文化箏と呼ばれる学習

用の箏である。サイズは従来の箏の1/2ほどのため，

音色や響きも従来のものとは異なる。生徒も従来の

箏を使って学べる環境が理想だろうが，本授業にお

いては，この楽器の違いが功を奏した部分がある。 

自分たちが文化箏で奏でる音色とサポーターが奏

でる音色の違いや演奏姿の違いに，生徒の多くが気

づき影響を受けていた。このことは，筆者は映像で

の観察だったため，聴き取れる響きに限界もあった

が，明らかに分かる部分だけでも十分に表現に表れ

ていた。15秒の作品に比べて，第５時での作品にお

いて生徒たちは，爪でシンプルに弦を弾く時の前後

では特に，友だちの音の次に入る時や重ねるように

入る部分で，友だちの音をよく聴いて入れていた。 

 

② 主体的な取り組みへの働きかけ 

本題材で箏を用いたことは，プリペアドを行うこ
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とや，題材の目標から考えて極めて妥当だと，筆者

を含め，誰もが納得するところだろう。ただし，本

題材の目標である，音楽の構造の理解や即興の面白

さを知ることのみを目指すならば，必ずしも箏を使

う必要はないかもしれない。もし，他に合理的な楽

器があれば，それでも良さそうなものである。 

しかし，この指摘が見当違いであることは，本授

業において変容を見せた生徒らの音楽が物語る。と

もすれば，生徒たちが，ただ箏を使った作品を作れ

たり，音楽構造の理解や即興の面白さを知れたりす

るに止まる可能性がある本題材において，生徒たち

は，前述のように，サポーターの演奏にインパクト

を受け，伝統的な音色にをも新鮮さを感じ，自らの

表現に取り入れながら新たに生み出す音色の幅を広

げている点に，箏という楽器に対する理解を深めて

いることが見て取れる。 

こうした，楽器や音楽への自然な関心の高まりを

サポーターは促し，指導案にある「音素材の特徴や

音楽の構成によって生み出される雰囲気の変化に関

心をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的

に創作の学習活動に取り組むとともに、音楽に対す

る感性を豊かにする」という，生徒の内的的な面に

関する目標を到達する助けになったものと考える。 

 

3. まとめ 

本授業では，金本教諭による「音楽ってなに？」，

「音楽にするにはどうしたら良いか」という問いが，

わずか 50 分の授業の中で，聞き取れただけでも 7

回はあった。「音楽とは何か」「音と音楽の違いとは

何か」という大きな課題が，授業で大変ラフに示さ

れていたことに，筆者は当初，度肝を抜かれた。 

本授業は，この問いを，創作の活動を通して学ぶ

ことができるという側面でも，大きな意味をもつ。

根源的な問いに対して，活動を通してそれぞれの解

に辿り着け，しかも，体感的にその違いを理解でき

る授業なのである。生徒たちからアイデアを聞く場

面では，創作のための具体的な問いがほとんどだっ

たが，節々で，「音楽ってなんだろう」と問われるこ

とで，生徒は自分たちの作品が音楽か否かについて

繰り返し自問し，音楽作品として一層充実させるた

めに必要なアイデアを貪欲に探そうと刺激されたこ

とだろう。 

本稿で指摘した生徒の心の動きについては，推察

の域を出ない部分が多いことが悔やまれるが，教師

の言葉掛けによる生徒の連続的，継続的な学習意欲

への効果も，今後検討してみたい部分である。 

最後に，2（１）で述べたような教師の指揮を可

能にしたアドバイザーによる《木花さらし》の効果

についても言及したい。アドバイザーが，教師も演

奏することを前提に新たに作曲したことで，教師が

教材を知り尽くしている状態が作れた。アドバイザ

ーが作品を説明する中に，「金本先生には吉原先生が

活躍する舞台をつくってもらった」，とあったが，こ

の作品こそが，教師が最高の指導ができるアドバイ

ザーによる舞台と言えるだろう。 

 

注 

１ どのような楽器かの具体的な説明は指導案や 

Adviserの原稿を参照されたい。 

２ 括弧内の補足は筆者による。 
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動と感情の脳科学 よみがえるスピノザ－』

田中三彦訳，ダイヤモンド社. 

ダマシオ, R. アントニオ（2010）『デカルトの誤り

－情動，理性，人間の脳－』田中三彦訳，
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４ 糀場富美子「広島レクイエム」 

          松下 行馬（神戸市立水木小学校） 

  

           糀場 富美子(作曲家) 
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現代作曲家が音楽の授業に関わることの意義⑵ 
－糀場富美子作曲《広島レクイエム》を教材とした実践を通して－ 

 
           松下 行馬 

       兵庫県神戸市立水木小学校 
 

Ⅰ はじめに 
  

 現代音楽を教材として取り上げることのよさの

１つとして，その作品の書いた作曲家が，教師，

そして子どもと，生きている時間を共有している

ことがあげられよう。作品について作曲家に直接

話を聞かせてもらったり，作曲家が，子どもが自

作品を聴いている姿にふれたりすることができる

のは，まさに同時代に生きているからこそ可能な

ことである。 

 このような現代音楽ならではのよさを活かした

授業実践を，筆者は作曲家，菅野由弘氏のコラボ

レイトで行った（松下 2021）１）。作曲家とメー

ルでコンタクトをとりながら授業をつくっていく

ことで，より深いレベルで作品を教材化すること

が可能となり，結果，子どもの音楽的な成長を促

すことができた。 

 この実践では，作曲家が子どもの前に立つこと

はなかった。作曲家が子どもに直接的に関わらず

とも，教師との間でコミュニケーションをとるこ

とができていれば，教師だけで作品に向き合うよ

りも，はるかに大きな成果を得ることができる。 

 では，もし子どもが作曲家から直接作品につい

ての話を聴く機会が得られた場合，子どもにどの

ような音楽的成長が表れるのであろうか。本研究

の目的は，このことを明らかにすることにある。 

 幸運にも筆者は，作曲家，糀場富美子氏の知遇

を得た。そして 2019（令和元）年 11 月 28 日に，

氏が参観する中，代表作である《広島レクイエム》

を教材とする授業を行い，その最後に，子どもの

鑑賞のようすや発言についての感想，そしてどの

ような思いで《広島レクイエム》を作曲したかに

ついて，直接子どもに語ってもらった。 

 同じ内容の実践は，その前年度にも行った。そ

の際には，菅野氏との実践同様，作品について教

えてもらったり，授業での子どものようすを報告

したりすることを行っていた。 

 そこで研究の方法として，この２回，すなわち

2018（平成30）年11月15日から12月20日，及

び2019（令和元）年の11月28日から12月19日

にかけて，Ｘ市のＡ小学校の6年生２クラス（平

成30年度46人，令和元年度59人）で行なった題

材「12音の音楽に親しもう」の実践を対象とする

実践的方法をとる。 

 まずこの題材の実践を行うに至った経緯につい

て述べる。次に，糀場氏が参観した授業を中心に

令和元年度の実践のようすを述べる。この題材の

最後の授業で行なった《広島レクイエム》を再度

鑑賞した際のワークシートの記述内容を，２つの

年度で比較しながら，作曲家と直接出会うことで，

子どもにどのような音楽的成長が表れるかについ

て考察していく。 

 

Ⅱ 《広島レクイエム》との出会い，糀場富美子

氏との出会い 

 

今から35年前の，筆者が高校生の頃である。正確

な日時は覚えていないのだが，1985年8月７日に

開催された「広島平和コンサート」の模様が NHK

で放映されることが，新聞のテレビ欄に掲載され
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ていた。バーンスタイン作曲《交響曲第３番「カ

ディッシュ」》をメインに，計４曲が紹介されて

いたが，その中の１曲が，糀場富美子作曲《広島

レクイエムー弦楽合奏のための》（以下《広島レ

クイエム》と記す）の初演であった。 

初めて聞く，その当時はまだ少なかった女性の作

曲家の名前に興味を覚えた。しかし，この日のお

目当ては作曲者自演の《交響曲第３番「カディッ

シュ」》であった。指揮もバーンスタインではな

く，若き日の大植英次ということで，その前のベ

ートーヴェン作曲《レオノーレ序曲第３番》と同

様，演奏が始まる頃は，耳だけをテレビに向ける

状態であった。 

しかし，曲が始まってしばらくすると，断片的に

繰り返される低音弦と，それに呼応する中音弦の

モティーフに，唯ならぬものを感じ，いつしか筆

者の両眼は画面に釘付けとなった。そして低音の

モティーフが全パートに広がり，前半のクライマ

ックスとなる，各奏者が個々にそのモティーフを

繰り返す場面に，鳥肌が立った（大植英次が腕を

大きく広げている姿が今でも目に焼き付いてい

る）。音楽はその後も厳しい響きが続き，解決を

迎えないまま，最後にクロタルが静かに鳴らされ

る。その透き通った響きが，かえって悲痛に感じ

られ，曲が終わってからも，しばらくは心が放た

れたままだった。それとともに《広島レクイエム》

と作曲家，糀場富美子の名が，私の心にしっかり

と刻み込まれた。 

《広島レクイエム》は，2018 年３月に CD が発売

され，今ではいつでも耳にすることができるよう

になった。しかし，それまで筆者が聴くことがで

きたのは，ただ一度だけであった２）。テレビや

NHK-FMの番組欄，レコード，CDの新譜やコンサー

トの情報は，入念にチェックしていたが《広島レ

クイエム》はもとより，糀場富美子作品そのもの

を見つけることができなかった３）。楽譜こそ2003

年２月に全音楽譜出版社より刊行されたが，《広

島レクイエム》は長い間私にとって，「幻の名曲」

であった。 

ところが， 2016 年 8 月 6日から 7日にかけて，

日本女子大学附属豊平小学校で開催された「新し

い音楽教育を考える会 第 26回研究会」に参加し

た時のことであった。代表の坪能由紀子氏から「あ

の方が作曲家の糀場先生…」と話されたのを聴い

て仰天した。「糀場」という苗字の作曲家は糀場

富美子氏しか知らなかったが，まさかこの場にい

るとは信じ難かった。恐る恐るご本人に「《広島

レクイエム》の糀場先生ですか」とお声かけをし

たところ，笑顔で頷かれた。あまりにも嬉しくな

り，初めてテレビで《広島レクイエム》を聴いた

時の感動をお伝えした。すると糀場氏は「ありが

とうございます」と丁寧に返してくださった。長

い間憧れていた作曲家に会い，話ができたことで，

とても嬉しい気持ちになった。 

 その２年後に待望の《広島レクイエム》の CD

が発売となり，これを機に教材として授業で取り

上げたいと考えた。CDを聴き楽譜を読み，確認し

たいことをまとめてこの年の研究会に臨んだ。こ

の年も参加していた糀場氏は，筆者の質問に１つ

１つ丁寧に答えてくださった。 

 教えていただいたことをもとに，授業の構想を

練った。そして，この年，すなわち2018年度の２

学期に，《広島レクイエム》を教材とした授業に

初めて取り組んだ。そのようすを糀場氏に報告し

たところ，とても喜んでいただいたと同時に，「ま

た《広島レクイエム》を教材で取り上げてくださ

る機会がありましたら，次回は大学を休んででも

一度伺いたいと思っております」とメールをくだ

さった。 

このような経緯で，2019年11月28日に，作曲者

自身が参観する《広島レクイエム》の鑑賞の授業

を行うこととなった。 
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図１ 糀場氏作成の《広島レクイエム》の解説 

 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 
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Ⅲ 《広島レクイエム》の教材性 

 

１ 《広島レクイエム》の楽曲構造 

 《広島レクイエム》は，前半，後半の２つの部

分からなっている。作曲者は，次のように解説し

ている。 

 

この曲の前半部分は，原爆で傷つき死んでい

った人々のうめき，悲しみを，後半は，その

人々が苦しみからのがれて，神のもとへ赴き，

神のひざもとでやすらかに眠れるようにとの

祈りである。（糀場 2003，p.3） 

 

以下，糀場氏が作成した解説（図１）４）に基づ

いて，《広島レクイエム》の概要を示す。 

この曲の中心となる「うめき」のモティーフは，

１オクターブ中の10音を用いた 11音音列でつく

られている（図１中の譜例のＡ）。原爆投下を表

す高音域での和音がクレッシェンドで奏されたあ

と，バルトークピッチカートとともにチェロとコ

ントラバスで演奏される。最初のうちは，このモ

ティーフは２部に分かれたチェロとコントラバス

で分奏される。これは，被曝した者が，何が起こ

ったか理解できず苦しんでいる様子を表している。 

 続いてヴィオラによって，３度下降を伴う「祈

り」のモティーフが提示される（練習番号□2 ，図

１中の譜例のＢ）。これは，《未風化の７つの横

顔》の冒頭でチューブラベルと独奏ピアノによっ

て奏でられる，広島を主題とした作品に通底する

モティーフでもある。 

 さらに続いてと，ヴァイオリンによって３連符

と５連符の「割り切れないリズム」を伴った「語

り」のモティーフが演奏される（練習番号□3 ，図

１中の譜例のＣ）。 

 曲は，「うめき」が様々なパートに受け渡され

る中，「祈り」と「語り」が表れては消え，表れ

ては消える。だが，クレッシェンドとともに「う

めき」が全楽器で，さらには奏者ごとにヘテロフ

ォニックに演奏されクライマックスを迎える（練

習番号□8 ）。「うめき」の構成音から導き出され

た和音が強奏された後に，独奏ヴァイオリンによ

って「うめき」のモティーフの一節が痛切に奏で

られ，音楽は後半へとうつっていく。 

 後半では，まず弱音器が付けられて演奏される

柔らかな響きに続いて，５度の堆積から導き出さ

れた新しいモティーフが奏でられる（練習番号□11，

図１中の譜例のＤ）。一度小さなヤマが築かれた

あと，弱音器がはずされ，「語り」と関連深い３

連符と５連符が混ざった新たなモティーフのフガ

ートとなる（練習番号□13，図１中の譜例Ｅ）。ヴ

ィオラに始まり第二ヴァイオリン，チェロ，第一

ヴァイオリンと楽器が加わりながらテンポも加速

し，コントラバスも加わり再び音楽は最高潮へと

達する（練習番号□15）。 

 犠牲者の魂の昇華を表す，全楽器による一点イ

音のユニゾンからの上昇・下降音型の重なりとヴ

ァイオリンのソロ（練習番号□16）に続いて，再び

第二部の最初のモティーフが奏でられた後，被曝

者が苦しみからのがれて，神のもとへ赴いている

ようすが，音列の順序をずらした「うめき」のモ

ティーフが高音域で奏でられることで描かれる

（練習番号□19，図１中の譜例Ｆ）。そして譜例Ｅ

のモティーフや「祈り」のモティーフ（音程関係

が短３度から長３度となり調和的な響きとなって

いる）が断片的に表れながら曲は終結部へと向か

い，最後にお鈴の象徴であるクロタルによって a

の音が４回奏でられ，曲は静かに閉じられる。 

 

２ 教材としての《広島レクイエム》 

 《広島レクイエム》は，素晴らしい音楽作品で

あると同時に，次の３つの学習活動での優れた教

材である。 
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 １つ目は，鑑賞教材としてである。特に前半は，

３つのモティーフとその変化によってつくられて

いる。そこに注目して聴くことで，学習指導要領

で示されている「曲想及びその変化と，音楽の構

造との関わりについて理解する」（文部科学省，

p.108）能力を育むことができる。 

２つ目は，音楽づくりのモデルとしてである。

この曲の中心となる「うめき」のモティーフは，

１オクターブを構成する12音のうち10音を使っ

た音列でできている。このことをベースに，音列

による音楽づくりのモデルとして提示することが

できる。 

３つ目は，総合的な学習で取り組む平和学習の

副教材としてである。Ｘ市では，多くの小学校が

広島方面に修学旅行に行き，広島平和記念資料館

や原爆ドームをはじめとする被曝建物を見学した

り，語り部の話を聴いたりする。その経験と重ね

合わせて《広島レクイエム》を鑑賞することで，

改めて原爆の恐ろしさ，そして平和の尊さについ

て考えることができるであろう。 

  

Ⅳ 実践の概要 

 

 本実践の題材「12音の音楽に親しもう」は，Ｘ

市内 A小学校６年生を対象に，広島方面への修学

旅行を終えた時期に合わせて取り組んでいるもの

である。まず《広島レクイエム》を鑑賞する。続

いて音列を使って班で12音の音楽をつくる。そし

て最後にもう一度，音楽をつくった経験をもとに

《広島レクイエム》を再度鑑賞するというのが，

大まかな流れである。なお，資料１の学習指導案

の中の「指導と評価の計画」にその詳細を記して

いる。 

  

１ 糀場富美子氏参観の授業 

 糀場氏が参観したのは，題材の第１時，《広島

レクイエム》の前半部分の鑑賞の授業の２クラス

分である。当日は研究授業として実施したため，

市内からも多数の参観者がいた。そのため，子ど

もは，作曲者が今ここに音楽室に来ていることは

夢にも思っていない状態で授業はスタートした。 

修学旅行で広島平和記念資料館を見学した時の

感想を交流した後に，まず《広島レクイエム》が

どのような曲かについて学んだ。レクイエムを「死

者が天国へ迎え入れられるように神に祈る音楽」

と説明した上で，「この曲での『死者』は，何が

原因で亡くなったのですか」と問いかけ，自分た

ちが修学旅行を含む平和学習で学んできたことと

関連する楽曲であることに気付くようにする。そ

して作曲者の，次の言葉を紹介した。 

 

 両親共に広島県生まれ。但し，呉市在住のた

め，直接原爆にあうことはなかったが，父は

原爆投下後２日で広島市に入り，遺体処理を

する。小さい頃から，８月６日になると，両

親やその友人達から原爆の話を聞かされ，幼

いながらも・その恐ろしさを感じ取っていた

ように思う。小学校の時，原爆資料館を見学

し，嘔吐感を覚えるほどの恐怖をいだき，そ

れ以後，「原爆」から目をそらしてしまった。

改めて「原爆」に目を据えたのは，大学入学

のために広島を離れて上京してからである。

広島市に生まれ育ち，また生き残った者とし

て「原爆」を許すことができない。 
この曲は，いつか絶対書かなければならない

と思っていた曲なのである。（糀場 2003，p.3） 
 

そして「この曲を聴いた第一印象を書きましょ

う」と問いかけ，前半部分を聴いた。表１は，そ

の記述の一部である。 
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表１ 《広島レクイエム》の前半の第一印象 

・最初のクレッシェンドのところが原爆が爆

発したように感じた。全体的に変わってし

まった広島のようすを音楽であらわしてい

るみたいだった。 

・音楽の最初は原ばくがおちてたくさんの人

がなくなり，やけのはらになって音が小さ

く，ひくくなったときにしずかになったと

いの様子をあらわして，どんどん時間がた

ち，食べ物がなくなり死んでしまったとき

の音楽がどんどんおっきくなったときで，

一人だけひくところが，かぞくが死んでし

まって一人だけの子どもがのこった物語の

ようだと思った。 

・音がはげしい一番はじめの部分は，原爆が

投下されたときのように感じて，そのあと

しずかな部分は原爆によって何ものこらな

かったやけのはらを表しているような感

じ。後半の音がおおきくなったときは，放

射線で苦しむ人たちの気持ち。未来をうし

なった気持ちを表していると感じました。 

・暗くてこわいところが悲しみのように感じ

た。おそろしい。 

・最初のあがったところがリトルボーイがお

とされたときのような感じがした。その後，

悲しみにつつまれたようなふきつな音が流

れている。トランペットとかの金管楽器が

ないため，すごくこわい音がながれている

ように感じる。 

・最初，音楽の小さい音から大きな音になる

ところが原爆が落ちてきたしゅんかんの時

のように感じた。そのあとは苦しみやいた

み，悲しみをあらわしていると感じた。く

らい音がこわいと感じる。強弱がはっきり。 

 

・音楽が全体的に低く，原爆が落とされた時

の悲しみや絶ぼう感，苦しみや怖いなどの様々

な感情が表現されているように感じた。 

 

「第一印象」を交流した後に，前半の音楽につ

いての，「この曲の前半部分は，原爆で傷つき死

んでいった人々のうめき，悲しみ」（糀場 2003，

p.3）という作曲者の言葉を紹介した。第一印象と

作曲者の言葉とがぴったりと合っていて，子ども

から驚きの声が漏れていた。 

続いて，楽曲がどのようにつくられているかに

ついて学習した。「うめき」のモティーフと「祈

り」のモティーフで使われている音高を総じると，

１オクターブに含まれている 12 の音高が全て出

現することを，鍵盤図を使って示し，それがこの

曲の響きに繋がっていることを説明した。 

そして，前半の主となる３つの音楽，すなわち

「うめき」「祈り」「語り」のモティーフを，楽

譜を板書で示しながらオルガンで演奏し，それか

ら学級を「うめき」「祈り」「語り」の３つに分

け，自分が担当するモティーフが聴こえてきたら

手を挙げるという活動を通して，この曲がどのよ

うにつくられているかを学んだ。 

その上で「どのように音楽がつくられているか

を頭において，改めて聴いて思ったことを書きま

しょう」と問いかけた上で，もう一度前半部分を

鑑賞した。表２は，その記述の一部である。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 85 

表２ ２回目の鑑賞における感想 

・低い音と低い音を組み合わせることによっ

て，原爆のおそろしい力を伝えようとしてい

るのがすごいなと思った。弦楽器だからこそ

こんな音楽ができるんじゃないかと思った。

ふんいきがちがう音楽でも他の曲と同じつ

くりだと最初よりはく力ある曲だと思った。 

・Ａ（＝「うめき」），Ｂ（＝「祈り」），Ｃ

（＝「語り」）で分かれた部分の音楽がかさ

なり合ったりして，この音楽はつくられてい

て，とても良いと思った。こうやって原爆が

落とされたのを，音楽で表しているのがすご

いと思った。この音楽には，強弱がすごくあ

って，作曲者の気持ちが，ものすごく伝わっ

てくる。 

・中心となる３つの音楽を速くひいたりおそく

ひいたり組み合わせたりすることで様々な

うめき，悲しみなどが表されている音楽は不

思議だと思いました。最初はなんとなく色々

な感情が伝わっていた。→なぜ感情が伝わっ

たのかが分かった。 

・もう１回聞いてみて，作曲者のことばって所

をいしきした時に，亡くなっていた人たちの

うめきや悲しみ，そんな感じなのが最初のと

ころでなっとくしました。くらい音が音に出

されていて，最初からまん中あたりにだんだ

ん強くなっていて最後つよくなっていたの

が，原爆のおそろしさを感じさせてくれた。 

・もう１回聞いてみて，最しょはちっさい音だ

けど，あとから大きい音がくるから，そのく

みあわせで，それだけ恐怖だったんだなって

いうのがすごくつたわる。同じ音楽なのに音

の大きさを変えるだけで原爆の怖さや原爆

の恐怖をかんじられる。最後にいろんな音楽

がまざっているところは音が大きいし，いろ

いろな音がまざって聞くだけで原爆の怖さ

をあじわっているようになる。 

・ＡＢＣがくりかえしなったりしているから，

この音楽は自分的にとてもおくゆきがある

音楽だと思います。ひくい音が多いのでとて

もはく力？のある感じがあって，とてもいい

と思いました。ひくい音は原爆にあっていろ

いろな思いをして悲しみやうめき声が上が

る中をとてもれんそうさせられる。 

・音楽の仕組みに気をつけてきいた時、最初に

きいた時よりこわく感じました。なぜかとい

うとＡの部分がよりきこえて，悲しみや原爆

で傷ついている人々のうめきなどを思い出

しで学んでからきくとかわると思いました。 

・音楽のしくみに気をつけて聞くと，作曲者が

つたえたかったことが，よりわかりやすくな

る。まったくちがう１つのかたまり？を１つ

にまとめあげているのがすごい。弦楽器なら

ではのひびきがうめきを伝えている。 

・作曲者のことばや，音楽のしくみを学んでか

らもう一度聞いてみると，原爆で死んでいっ

た人々のうめき声が重なっているように聞

こえました。前半は低い音の組み合わせでで

きていたけれど，後半このまま続いていくの

か，そこから立ち直っていくような音楽にな

るのか，少し知りたくなりました。 

・最初に聞いたときは暗いとしか思わなかった

けど２回目はちゃんと音楽になっているな

と感じた。３つに分かれているのがわかる

（Ａ，Ｂ，Ｃに）。けどまだおそろしく感じ

る。ひくい音と高くてはやい音がまざってい

る。 

・１つの静かな音楽の中でも１つの中心となる

メロディをまぜあわせたり改造したりする

ことによって，少しずつちがうふんいきや気
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持ちを表現できていて，すごいと思いまし

た。そして，音の強弱などもそこに入ること

で，またちがう表現のしかたも楽しむことが

できるというところが，とってもおもしろ

く，この曲のテクニックがすごいなと思いま

した。 

・この音楽を２回きいて最初はすごく暗い曲だ

と思ったけど１回勉強してもう１回きくと

３つの音楽にわかれていたから，ただのくら

い曲ではないと思い，いろいろな組み合わせ

があっていいなと思いました。 

 

 これらの感想を交流した後に，「今日は特別ゲス

トをお迎えしています。この曲を作られた糀場富

美子先生が今日，この場にいらっしゃっています」

と子どもに紹介した。「えーっ！」「何でおるん？」

と驚きの声が飛び交う中，糀場氏は子どもの前に

立ち，次のように作品について語ってくださった。 

 

前半のクラス 

糀場です。こんなに真剣に聴いていただいて

作曲家冥利につきます。みなさんは本当に私が

書いた気持ちをよく汲んで意見を言ってくだ

さって非常に感動しています。 

先ほどみなさんが修学旅行に行かれた時の

話を聞きました。私も小学校の時，原爆資料館

に行きましたが，その時は，とにかく気持ち悪

さが先にあったのを今でも覚えています。 

私の親類にいっぱい原爆で亡くなった人が

いました。 

広島には６本の川が流れていて，毎年原爆ド

ームに近いところに相生橋という橋があり，原

爆が落とされた次の日の8月 7日に，そこで灯

籠流しが行われます。死んでいった人たちの霊

を慰める為に，赤や黄色や色んな色の灯籠を流

します。 

原爆で死んでいった人たちが，本当に苦しい

思いをしたことを随分聞かされました。水が欲

しいと言って川に飛び込んでいった人。原爆の

汚い水を飲んで苦しみながら死んでいった人。

原爆で火傷をしてできたケロイドを，血が出て

も必死になって剥がしていった女の人。 

私は大学から東京に出ましたけど，広島時代

にちゃんと直視できなかったことがあります。

原爆に対して。だけれども広島を離れて初めて

原爆のことを書こう，広島に生まれて育った私

が書く仕事ではないかと思って書いた曲がこ

の作品。そういうところをよく聴いてくださっ

て，私も感動しております。是非後半も聴いて

くださいね。今日はどうもありがとうございま

した。 

後半のクラス 

みなさん本当によく聴いてくださって嬉し

かった。みんないい耳もってるね。「重ね合わ

せる」といった声が聞こえてきて本当に感動し

ております。みなさんがこの前平和記念公園に

寄って原爆資料館に行かれましたね。私も小さ

い時に行って，とても怖い思いをしたのを覚え

ています。私の周りには親類のおばちゃんが原

爆で死んだり，近所のおばちゃんがその後の原

爆症で亡くなったりした人がいっぱい，いっぱ

いいました。 

広島には６本の川が流れていて，原爆ドーム

のそばに相生橋っていう橋があるんです。私が

小さい時、そこで灯籠流しがありました。毎年

原爆を落とされた次の日の8月 7日に。そこで

は，原爆が落ちて苦しみながら死んでいった人

が，どうぞその苦しみから逃れて天国に行って

痛みや苦しみから逃れられるように，それを昇

華できるようにということで，みんな思いを込
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めて灯籠を流しました。 

私の原爆体験はその灯籠流しなので，この

《広島レクイエム》は，その原爆で苦しんでい

った人たちが，どうぞ安らかに眠ってください

という祈りで書いた曲です。でもみなさん本当

に耳がいい。（板書された３つのモティーフの

楽譜を指しながら）ちゃんとこれらを重ね合わ

せて，これ，うめきの感じなんですけど，この

うめきがどんどんどんどん，みなさんは今日前

半を聴いてくださったところでそれが頂点に

達するのですが，それをこうしてみなさんに聴

いてもらえることが作曲家にとってこの上な

い幸せです。また次回も後半を聴いていただけ

ればと思います。今日はありがとうございまし

た。 

 

作曲者自ら語る話に，子どもはこれまで平和学

習で学んできたことと重ね合わせながら，真剣に

聞き入っていた。 

 

２ 後半部分の鑑賞 

作曲者に出会えたことの驚きと喜びの余韻の中，

次の時間では，まず後半を前半と対比させながら

鑑賞した。 

 

  後半は，その人々が苦しみからのがれ，神の

もとへ赴き，神のひざもとで安らかに眠れる

ようにとの祈りである。（糀場 2003，p.3） 

 

 作曲者の言葉と主要な楽想を紹介したあと，「前

半と比べて（ ）音が（ ）い」と後半の音楽の

特徴のヒントを示し，前半と対比させて聴くこと

を促した上で，後半の音楽を鑑賞した。 

 子どもは，前半よりも高い音が多いことに自然

に気付いていた。それによってやさしい感じ，明

るい感じになり，それが「原爆が落ちて苦しみな

がら死んでいった人が，どうぞその苦しみから逃

れて天国に行って痛みや苦しみから逃れられるよ

うに」という作曲者の思いの表現に繋がっている

ことを感じ取っていた。 

 特に，練習番号□19からの，ローテーションされ

た「うめき」のモティーフがヴァイオリンで奏で

られたり，最後のクロタルが鳴ったりするところ

について作曲者の意図を伝えると，子どもは大き

く肯いていた。 

一方で，強弱の差が大きかったり激しい部分が

あったりといったところを聴き取り，前半と同じ

ような部分がある。似ていると，楽曲全体に通底

している響きを感じ取っていた。 

最後に全曲を通して聴いた。表３は，その際の

感想の一部である。 

 

表３ 全曲鑑賞での子どもの感想 

・前半に出てきた低いうめきの音も少し改造す

ると，ぜんぜんちがうメロディーになるとこ

ろがすごいと思いました。１つの中心の音楽

からなる曲でも，少し工夫をするだけでも，

ちがうふんいきになるところがとってもお

もしろかったです。そして，少しずつ前半か

ら後半に感じをかえていったり，しずかなと

ころからはげしいところに急に変わらず，な

めらかにかわっていったところがすてきで，

テクニックがすごいなぁと思いました。音楽

のおくぶかさやふしぎさなどをしれてよか

ったです。 

・前半は強弱が強く，後半はやさしくおだやか。

前半は低い音が多く，後半は高い音が多かっ

たから，前半と後半は，それぞれちがう音や

ひき方で，すごく良いなと思いました。前半

のメロディが後半のメロディに入っていた

り，後半のメロディが前半のメロディに入っ
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ていたりしていて，前半と後半それぞれにも

そんな工夫があって，これは全曲きかないと

発けんできない工夫と思いました。前半をき

くと「こんなに広島にひがいがあったんだな

ぁ」と気づかされたり，後半をきくと亡くな

った人たちが安らかに眠れようにと祈りが

感じられるようにで，こんなに戦争はいけな

いということを気づかされる曲なんだなと

思いました。 

・あらためてきいて，前半と後半の音の高さが

だいぶちがって，前半は高い音が少なく原爆

が落ちた直後だと分かった。前半と後半にて

いる部分がいくつかあった。祈りの部分や前

半の最初と後半の最後に部分がにていた。ま

ったく別の音楽ではなく，いくつかの関連が

あった。広島レクイエムは原爆にあった人々

をなぐさめ，やすらかに眠れるように作った

曲だと思う。意味をわかってきくのと，わか

らずにきくのはちがうと思った。 

 

Ⅴ 音楽づくり「12の音で音楽をつくろう」 

 

 ２時間の鑑賞の後に，《広島レクイエム》をベ

ースにした音楽づくりに取り組んだ。 

 本題材での音楽づくりは，次のように場の設定

を行なった。 

①１班７〜8人で３台のオルガンを使う。 

②オルガンの音色は，《広島レクイエム》に倣

ってすべてストリングとする。 

③オルガン１台につきを２〜３人で，低，高，

または低，中，高の音域を担当するようにす

る。 

 その手順は，以下の通りである。 

 ①オルガンＡ，Ｂ，Ｃの担当音高を決める。な

お１オクターブ内の 12 の音高を重複のない

ように３つのグループに分ける。音高の数は，

例えばＡが６音，Ｂが４音，Ｃが２音のよう

に均等でなくてもよい（図２）。 

②自分が使う音高をもとに 12 拍の音列をオル

ガンＡ，Ｂ，Ｃごとにつくる（図３）。 

③12拍を１回分として，計８回の（Ａ，Ｂ，Ｃ）

×（低，中，高）の組み合わせを決める（図

４，図中の数字は音の強さのレベル）。 

④音楽全体の強弱やテンポを工夫する。 

 

なお音声資料１，２，３は，子どもがつくった

音楽である。 

 

 

【音声資料１】 班でつくった音楽１ 

https://www.icme.jp/jd/06/12music1.mp3 
 

 【音声資料２】 班でつくった音楽２ 

https://www.icme.jp/jd/06/12music2.mp3 
 

【音声資料３】 班でつくった音楽３ 

https://www.icme.jp/jd/06/12music3.mp3 
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図２ 「12の音で音楽をつくろう」のワークシート１（音高の分担） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 「12の音で音楽をつくろう」のワークシート２（Ａ〜Ｃの音楽） 
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図４ 「12の音で音楽をつくろう」のワークシート３（班の音楽の構成） 

Ⅵ 考察―作曲家との出会いが子どもにもたらす

もの 

 

作曲家から直接，作品についての話を聴いたり，

授業でのようすを褒められたりと，稀有な経験を

した子どもであった。このような作曲家本人との

触れ合いは，子どもに，何をもたらすのであろう

か。 

最初にも述べたように，本題材は，前年度も実

践している。そこで，両年度のワークシートの記

述内容を比較することによって，それについて考

察していく。 

作曲家から話を聴いて以降，ワークシートに記

述を行うのは，第２時の《広島レクイエム》の後

半，及び全曲を鑑賞する活動，及び音楽づくりの

発表会を終えてから再度《広島レクイエム》全曲

を鑑賞する活動の２回であった。 

第２時の活動では，前半と後半を対比させなが

ら《広島レクイエム》を鑑賞することが中心であ

っため，２つの年度の記述に大きな差は見られな

かった。 

一方，最後の「自分たちで音楽をつくった経験

を生かして《広島レクイエム》を全曲聴く」活動

でのワークシートの記述内容及びその傾向には，

いくつかの部分で違いがみられた。 

「今からもう一度《広島レクイエム》を聴きま

す。自分たちで12の音で音楽をつくってから改め

て聴いてみて感じたことを書きましょう」という

課題に対する子どもの記述内容は，基本的には両

年度とも同じで，その内容は，大きくは次の３つ

に分けることができた。 

①自分たちがつくった音楽との共通点についての

言及 

②自分たちがつくった音楽との相違点についての

言及 

③改めて《広島レクイエム》を鑑賞して思ったこ

とについての言及 

勿論，と①と②の両方に言及したり，①，ある

いは②を切り口に③に言及したりといった複数に

跨がる記述も多かった。表４〜８は，それぞれの

記述例である。 
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表４ 自分たちがつくった音楽との共通点に

ついての言及例 

30年度 強弱とかにているかんじでできたか

らよかったし，だんだん大きくなる所

もにていた。広島レクイエムみたいな

かんじでできたからよかった。はくり

ょくがある。 

元年度 自分たちがつくった音楽になんとな

く似ている。作り方が同じだったら音

楽ってこんなに似るんだなと思った。 

 

表５ 自分たちがつくった音楽との相違点に

ついての言及例 

30年度 強弱がはっきりしている。自分たちで

作った音楽は作り方が一緒やけどこ

こまでちゃう音楽がつくれるんはす

ごい。 

元年度 自分たちでつくったものより，人数も

楽器の数も多いからはくりょくがち

がった。 

 

表６ 改めて《広島レクイエム》を鑑賞して思

ったことについての言及例 

30年度 強弱がはっきりしていてわかりやす

い。高い音と低い音がいっしょになっ

て音楽を作っている。低い音が強くな

る時と高い音が強い時と両方が強く

なる時があって原爆の苦しみや悲し

みが伝わってくる。いろんな楽器があ

って音色も変わってくる。 

元年度 12 音でつくっているのに，こんなに

怖い曲ができるんだと改めて思いま

した。強弱がわかりやすい。もりあが

るところも工夫されていて前聞いた

感じから変わった。 

表７ 自分たちがつくった音楽との共通点と相

違点についての言及例 

30年度 自分たちがつくった音楽と似ている

所がいくつかあるけど、広島レクイエ

ムと自分たちがつくったやはりちが

うものなんだと改めて思いました。 

元年度 強弱とかあって自分たちがつくった

曲とにている。同じ曲がくり返されて

いるのがわかる。ぜんぜんちがう曲。

自分たちとくらべて。 

 

表８ 自分たちがつくった音楽との共通点や

相違点を切り口とした言及例 

30年度 最初の入り方がＴくんがひいた音と

似ていた。私たちがつくった音みたい

な音がたくさんあった。前きいた音と

は違う音が聞こえてきてふんいきが

変わってより暗くかんじるようにな

った。高い音と低い音がきれいにまざ

っている。私たちのつくった曲が入っ

ているんじゃないかと思うくらい。似

ている音があった。やっぱりいろんな

音が混ぜ合わさって広島レクイエム

はできているんだなと改めて感じた。

強弱のつけ方がめっちゃ似てた。 

元年度 私たちといっしょの12 音をつかって

いるのに，私たちとはまったくちがう

感じの曲になっていて，すごいなあと

思いました。でも，ソロ？みたいな音

が少ない（ひいている人が少ない）と

ころが，少しにていたのでちがうだけ

じゃないと思いました。なぜか前きい

た時と強弱に気をつけてきくと，ちが

う感じがしました。 
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さて，それぞれの年度での①，②，③の内訳

は表９の通りである（数字は延べ人数）。 

 

表９ 再鑑賞での記述内容の内訳 

年 ① ② ③ 

30 18人（40%） 16人（36％） 18人（40%） 

元 10人（20%） 27人（53％） 23人（45%） 

    

 

表９を見ると，自分たちがつくった音楽と《広

島レクイエム》の共通点に注目した人の割合が，

平成30年度の方が多く，逆に相違点に注目した

人の割合が令和元年度の方が高いことが分かる。 

また，平成30 年度では，「強弱のつけかた，

まざっているところが，やっぱり自分たちでつ

くった曲とにている。速くなるところもまった

く同じ。にている」「なんか自分たちもひいて

いたメロディーが何個かある感じにきこえてく

る。混じり合う所がきょうじゃくをつくってい

るし，やっぱプロと感じた。音と音にさまざま

なメロディーがうかぶ」のように，曲のつくり

方や，それによって生み出された響きに対して

共通性や相違性を見出していた。 

令和元年度でも，「強弱とかあって自分たち

がつくった曲とにている。同じ曲がくり返され

ているのがわかる。ぜんぜんちがう曲。自分た

ちとくらべて」「音の強弱がとてもしっかりで

きていてすごいなと思った。自分たちの曲のこ

う成とはちがって，色んな所にサビがあったり，

色々な所で強弱があったりする。音を聞くだけ

で，悲しい場面，怖い場面が分かる。12の音で

作る音楽は、あまり楽しそうな音楽はつくれな

いが，どんな場面なのか，どんなふんいきなの

かが・音の強弱やリズムで分かる。」のように，

曲のつくり方に視点をおいて共通性や相違性に

言及している記述も多かった。 

その一方で，表10のように，平成30年度に

はない，自分たちがつくった音楽と《広島レク

イエム》との対比ではなく，自分たちがつくっ

たことと糀場氏が《広島レクイエム》を作曲し

たことを対比させている，すなわち作曲という

行為に対して言及した記述があった。 

 

表10 作曲という行為に対しての言及例 

・強弱をつけるところが自分たちと違うところ

で，自分たちは楽しく作って弾いているけど

「広島レクイエム」，糀場富美子さんがつく

った曲は，ちゃんと戦争の時の，原爆のとき

の思いをしっかりこめてつくっているから，

「広島レクイエム」の方が自分たちのつくっ

ているものより，思いとかその時の気持ちと

かこわさとかを感じられるから感動するし，

伝えたいことが分かる。糀場富美子さんは無

調を使いこなすことによって原爆の悲劇を

あらわし，長調や短調ではあらわせないもの

もあらわして，もう二度とこんなことがあっ

てはならないと後世に伝えていきたかった

のだと思う。最初聞いたときには重なり方が

よくわからなかったけど，もう一度聞くとす

ごく工夫していることが分かった。12の音を

つかうことで色々なものを表せることがわ

かった。 

・私は，もう一度レクイエムを聴いて，自分た

ちでつくっていくのも，けっこうむずかしか

ったので糀場富美子さんは，めっちゃすごい

って事を改めて感じたし，音の強弱もむずか

しかった所ができていてより爆弾が落とさ

れたのが，きいていて分かりました。 

・自分も作っていたけれど糀場富美子さんは，

自分たちよりも原爆への思いをこめて作曲
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したんだなあと思いました。 

・自分達でやった時，最初低音で作曲しました

が，それとは違い最初に高音なので何度聴い

ても最初の驚きの初まり。そして，僕たちと

一緒のように同じ音を各パートの1人1人が

違う所で入ることで違う曲にきこえたり又，

高音になるときは，低音と混ぜて演奏してい

る。そして，中には驚きの1人だけで演奏し

ている部分があり，1 人だけが前の音に繋げ

る力が強いから 12 の音でもこのような悲し

み，いかり，苦しみ，喜びを 12 の音で表現

できるプロは素晴らしい。 

・同じ 12 音でつくっているのに，自分たちが

つくったのとまったくちがうから，ちょっと

くふうしたら広島レクイエムになるっての

がすごいなって思った。原ばくの音をさいげ

んを音楽でできるなんてすごいと思いまし

た。戦争のいろいろなところを音楽でさいげ

んできていて改めてすごいと思った。音楽や

ったらいろんなことをさいげんできるのが

はじめてしりました。 

 

さらに，題材の学習全体を振り返った「『12

の音で音楽をつくろう』の感想を書きましょう」

に対する記述では，表10と同様、音楽による表

現について言及しているものがあった（表11）。 

 

表11 「12の音で音楽をつくろう」の感想 

・作り方も簡単だったし，つくる前，糀場富美

子さんがきて戦争のお話をされていて「戦

争」って社会の勉強で習うけど，音楽でそう

いう話をしてもらって，さらに戦争について

ふかく知れた。音楽っていろいろな科目と関

係しているんだなーと思った。この授業で音

楽が好きになりました。 

・ぼくは戦争は歴史だけで学ぶものだと思って

いたけれど音楽でのあらわしかたがわかっ

た。また音楽の中にもあらわしかたがたくさ

んあっておどろいた。音楽も重ね方しだいで

色々なものをあらわせることがすごいと思

った。自主的にもうちょっと調べてみたい。 

・自分が初めて『広島レクイエム』をきいた時

にふくざつで難しい曲だなぁと思いました

が，実際に12の音で音楽をつくってみると，

かんたんなこうせいなのにい外と難しかっ

たので，この『広島レクイエム』はものすご

い技術で作られ，きく人に原爆におそわれた

きょうふを伝えるために作られたというこ

とがよく分かったり，調がちがったり使われ

ている音がちがったりするだけでまったく

ちがう音楽になるということがよく分かっ

て，音楽の楽しさ，おもしろさ，おく深さを

よりしれてよかったです。 

・歴史とか修学旅行とか行っていろいろな勉強

をして戦争は二度としたらあかんなと思っ

ていたけど広島レクイエムを聞くともっと

してはいけないと思った。 

・修学旅行に行った時，資料館に行ったけど全

然みれんかったけど，命は大切やし，この曲

をきいて戦争はあかんと思った。 

・曲を作るとき，ぼくたちはてきとうに曲を作

っていたけど，「広島レクイエム」はいっぱ

い考えてるからすごいなあと思った。 

 

 

平成 30 年度では，「12 の音の組み合わせを

変えるといろいろな曲が出来ることがわかった」

「12 の音で音楽をつくるのはとても難しかっ

た。長調や短調の音楽づくりと違うから難しか

ったです。でも今回の学習はなんか楽しくて長

調と短調ではつくれないよさがやっと今日わか
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った」「面白かったし『広島レクイエム』風の

曲がこの音楽の授業で体験できたから良かった

です」「広島レクイエムみたいな曲を自分らが

作れたのがすごい」のように，専ら音楽をつく

ったことについての感想だけであった。同様の

記述は令和元年度にも表れていた一方，表 11

にあるような記述内容は，令和元年度のみに見

出すことができるものであった。 

教師は，楽曲がどのようにできているか，そ

れによってどのような響きが生み出されるかと

いった，楽譜を通じて客観的に検証できること

もあり，その指導は，工夫次第で比較的容易に

行うことができる。一方，作曲家がどのような

思いを込めて曲を書いたのか，その曲で何を表

現しているかについては，たとえ現代音楽であ

っても，楽譜や CDに作曲家自身が書いたプログ

ラムノートを紹介する以上の手立てはなく，そ

の指導は困難である。 

通常の鑑賞の授業では，子どもは作品がもっ

ているよさや面白さを味わう。すなわち，図５

のように，子どもは作品そのものと心で対話を

する。「もう１回聴きたい」と言ったり，音楽

室を出る時に旋律を口ずさんだりするのは，そ

の表れである。 

 

 

図５ 通常の鑑賞活動における対話 

 

一方，本実践のように作曲家から作品につい

ての話を聴く経験をすると，図６のように対話

の対象が作品に加えてそれを書いた作曲家まで

広がる。そして，表10・11の記述内容のように，

作曲家の為人，さらには表現手段としての作曲

という行為にまで思いを馳せるようになる。こ

のような子どもの心の動きをもたらすことがで

きるということが，作曲家が直接子どもと関わ

ることの意義と言えよう。 

 

 

 

 

 

 

図６ 作曲家と出会うことによってもたらされ

る対話 

 

Ⅶ おわりに 

 

前実践における菅野由弘氏，そして今実践で

の糀場富美子氏，お２人の日本を代表する作曲

家との有り難いご縁と全面的なご協力のもと，

貴重な経験をさせていただいた。糀場氏は，《広

島レクイエム》についての筆者の質問に何度も

丁寧に答えてくださった。授業当日，大学の授

業を調整していただいた上で，はるばる東京か

ら新幹線に乗って参観してくださった。さらに

参観後に行われた研究会に参加してくださり，

市内の音楽専科に対して《広島レクイエム》に

ついて解説していただいたり，初稿の楽譜や海

外で演奏された際のプログラムを見せてくださ

ったりした。この場を借りて，深く感謝申し上

げる。 

ここ数年，GIGAスクール構想のもと学校現場

の ICT 環境の整備が急ピッチで進められている。

距離的な問題がクリアされ，作曲家がオンライ

ンで授業に参加したり子どもと直接コミュニケ

ーションを図ったりすることも，ハード面では

可能となってきている。 

 とはいうものの，いくらハード面が整備され

たとしても学校現場と現代作曲家との出会いが

あってこそ，このような試みが可能となってく

る。筆者自身が糀場氏と出会った「新しい音楽

子ども 作品 

子ども 

作曲家 
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教育を考える会」のワークショップは，教師と

作曲家が出会うことができる貴重な場である。 

 音楽教師の中には，現代音楽に教材としての

高い可能性を見出しているものが少なくない。

そんな教師の意欲を高め，実践の輪を広げてい

くために，例えば「現代音楽と音楽教育」をテ

ーマにしたシンポジウムのような，音楽教育に

携わる者と作曲家がタイアップできるような場

が増えていけばと考えている。 

 最後に，《広島レクイエム》を教材とした授

業には，その後も広島方面への修学旅行を中心

とした平和学習と連携して行っている。コロナ

禍もあって糀場氏の来校は叶わないが，授業参

観していただいた時の映像を通して作品につい

ての作曲者自身の思いに触れるようにしている。

擬似体験ではあるが，「糀場富美子さんが実際

に周りがなくなっていく姿を見ているからこそ

こんな曲は作ったのはすごいと思う。１つ１つ

の音が原爆のおそろしさや祈りだったり苦しさ

を表しているから曲を聞いていても原爆の恐ろ

しさが伝わってきて原爆を落としてはいけない

こと，戦争をしてはいけないことがあらためて

わかった」のようにと，作曲家が表現している

ことに対して言及する子どもがいて，とても嬉

しく思っている。 

 今後も《広島レクイエム》を教材として，子

どもが音楽のもつ力，そして平和の尊さを感じ

ることができる授業を実践していきたい。 

 

【注】 

１）菅野由弘氏とのコラボレイトによる２回目 

の実践を，2021（令和３）年6月 7日から 7月

5 日にかけて《光の残像Ⅰ》を教材として行

なっている。 

２）2001 年 11 月 9・11 日に大阪音楽大学ザ・

カレッジ・オペラハウスで芥川也寸志作曲の

オペラ《広島のオルフェ》が上演された。こ

の時に《広島レクイエム》が，本名徹次指揮

大阪音楽大学ザ・カレッジ・オペラハウス管

弦楽団によって，オペラに先立って演奏され

た。筆者が聴いたのは11日の公演である。 

３）筆者自身が《広島レクイエム》の次に耳に

した糀場作品は，NHK-FMの「現代の音楽」で

放送された2006年の第 16 回芥川作曲賞選考

演奏会での《未風化の７つの横顔》の録音で

あった。 

４）2019年11月28日の研究授業後に行なった

研究会のために，糀場氏が作成したものであ

る。 

 

【引用・参考文献】 

糀場富美子（2003）『広島レクイエムー弦楽合

奏のための』全音楽楽譜出版社. 

松下行馬（2019）「現代作曲家が音楽の授業に

関わることの意義―菅野由弘作曲《星の死》

をベースにした音楽づくりの実践を通してー」

『音楽の授業づくりジャーナル』第４号，

pp.18-42. 

文部科学省（2018）『小学校学習指導要領（平

成29年告示）解説音楽編』東洋館出版社. 

 

【参考資料】 

糀場富美子『広島レクイエムー糀場富美子作品

集』fontic FOCD2583, CD，2018年発売. 

 
 

資料 「12音の音楽に親しもう」の学習指導案 



㢟ᮦ名 㸯㸰㡢の㡢ᴦにぶしもう 

ᩍᮦ名「広島レクイエム」「㸯㸰の㡢で㡢ᴦをつくろう」 

 

᪥᫬ 令和元年 11᭶ 28᪥㸦ᮌ㸧➨ 5・6ᰯ᫬ 

指導⪅  ⚄戸市❧Ỉᮌ小学  ᰯ  ᯇ下 ⾜㤿 

ᲫᲨ᫆材について 

㸦㸯㸧㢟ᮦの┠ᶆ 

 〇ㄪ性にとらわれない㡢ᴦの㡪きがどのようにつくられているかにὀ意して⫈いたり㸪㡢ᴦをつくったりするこ

とができる。        

 〇ㄪ性にとらわれない㡢ᴦの㡪きの㠃ⓑさを味わって⫈いたり㸪その㡪きを⏕み出す㡢列に基づいたモティーフ

の反復や変化㸪及びその⤌合せを工夫し㸪どのような㡢ᴦをつくるかについて思いや意図をもったりすること

ができる。        

 〇ㄪ性にとらわれない㡢ᴦの㡪きの㠃ⓑさに⯆味をもち㸪⫈いたり㡢ᴦをつくったりする学⩦に意ḧⓗに取り⤌

もうとしている。 

㸦㸰㸧㢟ᮦほ 

 ᮏ㢟ᮦは㸪㡢列に基づいたモティーフの反復や変化㸪及びその⤌合せにὀ意して㚷㈹したり㸪㸯㸰の㡢㧗を⏝い

た㡢列やその⤌合せを工夫してグループで㸯つの㡢ᴦをつくったりすることを㏻して㸪ㄪ性のない㡢ᴦの㡪きの㠃

ⓑさを味わうことをねらいとする。また㸪広島᪉㠃への修学᪑⾜や⥲合ⓗな学⩦で取り⤌んできた「平和学⩦」と

㛵㐃させることで㸪ㄪ性にとらわれない㡢ᴦがもつ⾲⌧力を感じ取ることができる㢟ᮦである。 

㸦㸱㸧児❺の実態と┠指す子供像 

 ᮏ学年の児❺は㸪㸳年⏕の「ドミソとファラドとソシレ㸦ファ㸧で㡢ᴦをつくろう」㸪及び㸴年⏕の「㛗ㄪと▷

ㄪで㡢ᴦをつくろう」で㸪ㄪ性のある㡢ᴦが㸪㡢㝵と和声に基づいたルールに則ってつくられていることを学⩦

し㸪そのルールに基づいて一人で᪕律をつくったり㸪それをもとグループで㡢ᴦをつくったりすることができるよ

うになっている。 

 これまでの学⩦を⏕かしてᮏ㢟ᮦでは㸪㸯㸰㡢㧗を全て⏝いて᪕律や㡢の㔜なりが⏕み出されているという㸪ㄪ

のある㡢ᴦとの㐪いにẼ付き㸪ルールが変われば⏕み出される㡪きも変わること㸪またそれによって⾲⌧が␗なっ

てくることの㠃ⓑさを味わいながら㚷㈹したり⾲⌧したりできる児❺を⫱てていきたい。 

 

ᲬᲨ学習指導要᪸との᧙ᡲ 

 

ᲭᲨ教材について 

㸺㚷㈹教ᮦ㸼 《広島レクイエム》 ⢯場富⨾子 作᭤ 
 㸯㸷㸵㸷年に作᭤され㸪㸯㸷㸶㸳年の「広島平和コンサート」で初₇された弦ᴦ合奏のための作品。前半㒊分は

「原⇿で傷つきṚんでいった人々のうめき㸪悲しみ」を㸪後半㒊分は「その人々がⱞしみから㏨れて㸪⚄のもとへ

㉱き㸪⚄のひざもとで安らかに╀れるようにとの♳り」が⾲⌧されている。広島᪉㠃への修学᪑⾜や平和学⩦を㏻

して㌟に付けた▱㆑を⏕かしながら㸪ㄪ性にとらわれない㡢ᴦのよさを味わうことができる教ᮦである。また㸪い

くつかの中心となるモティーフの変奏や⤌合せで᭤がᵓ成されているので㸪᭤想と㡢ᴦのᵓ㐀との㛵わりを⌮ゎし

て⫈くことができる教ᮦである。 
 㸺㡢ᴦづくり教ᮦ㸼 「㸯㸰の㡢で㡢ᴦをつくろう」㸦「㸯㸰㡢の㡢ᴦ」㸧 

 トータルで 1オクターブ内の㸯㸰㡢㧗を含んだいくつかの㡢列を基に㸪その⤌合せを工夫しながらグループで㸯

学⩦指導せ㡿の内容 ᮏ㢟ᮦで主に扱う㡢ᴦを

形づくっているせ⣲ 

具体ⓗな指導内容 

㸿⾲⌧㸦㸱㸧 

 ア(㺐)㸪イ(ァ)㸪ウ(㺐) 
㹀㚷㈹㸦㸯㸧 
ア㸪イ 

᪕律 ㄪ性にとらわれない㡢の⤌合せでつくられたモティーフの㡪きのよさ 

㡢の㔜なり ㄪ性にとらわれない㡢の㔜なりの㡪きのよさ 

反復㸪変化 基ᮏモティーフの反復㸪強弱㸪㡢域やリズム及びその⤌合せの変化 

６年 鑑賞 



つの㡢ᴦをつくるためのオリジナル教ᮦ。オルガンのストリングス⣔の㡢を⏝いたりモティーフに㡢域操作を加え

たりすることで《広島レクイエム》の㡢ᴦᵓ㐀を想㉳しながらつくることができるようになっており㸪この学⩦ά

動を㏻して㸪《広島レクイエム》の㚷㈹の῝まりがᮇ待できる。 

 

ᲮᲨ「主体的・対ᛅ的で深い学び」にᡐるᲭつのᚇ点について 

㸦㸯㸧学⩦展㛤の意図 

《広島レクイエム》の㚷㈹では㸪まず㸪広島᪉㠃への修学᪑⾜でゼれた平和グ念㈨料㤋で「どんなものをぢて

どんなことを⫈いたか」とそれに対する感想を交ὶしたり㸪作᭤⪅のプログラムノートを⤂介したりしてᴦ᭤で

⾲⌧されていることを想像しながら⫈くことができるようにする。⥆いて㸪㸱つの主せなモティーフにὀ意して

⫈くようにし㸪それらが変奏されたり⤌み合わせられたりしながら㡪きがつくられていることを⌮ゎできるよう

にするとともに㸪その上でもう一度⫈くようにし㸪᭤想及びその変化と㸪ᴦ᭤のᵓ㐀との㛵わりにẼ付くことが

できるようにする。 

㡢ᴦづくりのά動では㸪《広島レクイエム》のモティーフのᵓ㐀に‽じた形で㸪トータルで㸯㸰㡢㧗を⏝いた」

数のモティーフの変奏とその⤌合せでつくるようにする。ㄪのある㡢ᴦとのつくり᪉とẚべながら㸪ルールが変

ると⏕み出される㡢ᴦが変わることの㠃ⓑさを感じ取ることができるようにする。 

グループごとにつくった㡢ᴦのⓎ⾲会の後に㸪もう一度《広島レクイエム》を⫈く。㡢ᴦづくりの⤒㦂をもと

に㸪ᴦ᭤のよさをさらにぢいだし㸪᭤全体を味わって⫈くことができるようにする。 

㸦㸰㸧Ⓨ問の意図 

  《広島レクイエム》の㚷㈹では㸪「㡢ᴦのどんなところがそう感じましたか」㸪「○○した後にもう一度⫈いて

みてどう思いまいしたか」はと問い掛け㸪᭤名や不協和㡢が主体となっているᴦ᭤の㞺囲Ẽから受ける印㇟のみ

にとどまることなく㸪㡢ᴦⓗな᰿拠に基づいて᭤のもつよさをについて⪃えをもつことができるようにしたい。 

  㡢ᴦづくりのでは㸪モティーフの⤌合せ᪉をいくつか例♧し㸪それぞれについて「どのような感じがします

か」㸪あるいは「᭱初の⤌合せ᪉とẚべて⫈こえ᪉はどうですか」と問い掛け㸪⤌合せ᪉によって㡪きが変化す

ること㸪その中から⮬分たちの思いや意図に合った⾲⌧ができるようにしていく。 
㸦㸱㸧ホ価の工夫 

 モティーフの変奏やその⤌合せと᭤想の㛵わりについての▱㆑や㸪それらを⏝いて㡢ᴦをつくる技⬟が㸪᭤のよ

さをぢいだしたり㸪どのようなᵓ成の㡢ᴦをつくっていくかについての思いや意図をもったりすることに⧅がって

いるかどうかをホ価していく。そのために㸪㚷㈹教ᮦの一㒊分を取り出してオルガンで弾いたり㸪モティーフの⤌

合せ᪉をいくつか提♧したりしながら㸪実㝿の㡪きを⪥にする場をタけ㸪それに対する反応したⓎゝを多く取り入

れながら個人の思⪃をホ価していく。 

また㸪修学᪑⾜や平和学⩦を㏻して㌟に付けた▱㆑を⏕かして《広島レクイエム》のよさをぢいだしたり㸪感じ

たことをモティーフの変奏や⤌合せで⾲⌧しようと㡢ᴦづくりに取り⤌んでいたりしている姿をホ価し㸪㡢ᴦがも

つ⾲⌧力に対する㛵心を㧗めていけたらと⪃えている。 

 

ᲯᲨ᫆材のᚸ価規準 

▱㆑・技⬟ 思⪃・判断・⾲⌧ 主体ⓗに学⩦に取り⤌む態度 

・《広島レクイエム》で⾲⌧されているこ

とと㸪主せなモティーフの変奏や⤌合

せの変化との㛵わりについて⌮ゎして

いる。 
㸦▱・技―①㚷㈹㸧 

・モティーフの変奏や⤌合せの変化につい

て㸪それらが⏕み出すよさと㛵わらせて

⌮ゎしている。 
㸦▱・技―②㡢ᴦづくり㸧 

・思いや意図に合った⾲⌧をするために必

せなモティーフの変奏や⤌合せの変化

を⏝いて㡢ᴦをつくっている。 
㸦▱・技―③㡢ᴦづくり㸧 

 

・モティーフの変奏や⤌合せの変化を⫈き取

り㸪その働きが⏕み出すよさを感じ取りなが

ら㸪⫈き取ったことと感じ取ったこととの㛵

わりについて⪃え㸪《広島レクイエム》のよさ

をぢいだし㸪᭤全体を味わって⫈いている。 
㸦思・判・⾲㸫①㚷㈹㸧 

・モティーフの変奏や⤌合せの変化を⫈き取

り㸪その働きが⏕み出すよさを感じ取りなが

ら㸪⫈き取ったことと感じ取ったこととの㛵

わりについて⪃え㸪どのように全体のまとま

りを意㆑した「㸯㸰㡢の㡢ᴦ」をつくるかに

ついて思いや意図をもっている。 

㸦思・判・⾲㸫②㡢ᴦづくり㸧 

・モティーフの変奏や⤌合せの

変化の働きが⏕み出すよさに

⯆味・㛵心をもち㸪主体ⓗ・

協働ⓗにグループで「㸯㸰㡢

の㡢ᴦ」をつくるά動に取り

⤌んでいる。 
㸦主―①㡢ᴦづくり㸧 

・修学᪑⾜や平和学⩦を㏻して

㌟に付けた▱㆑を⏕かして㸪

主体ⓗに《広島レクイエム》

の㚷㈹の学⩦ά動に取り⤌も

うとしている。 
㸦主―②㚷㈹㸧 

 



ᲰᲨ指導とᚸ価のᚘ画Ტ全Ჱ時᧓Უ 

ḟ ᫬ ○主な学⩦内容・学⩦ά動 ◇指導の手❧て【共㏻事㡯】 

◆ホ価つ‽㸦  㸧〈ホ価᪉ἲ> 

 

 

➨ 

一 

ḟ 

㸺ねらい㸼《広島レクイエム》で⾲⌧されている内容と㸪主せなモティーフの変奏や⤌合せの変化との㛵わりについて⌮

ゎする。 

 

➨ 

㸯 

᫬ 

 

ᮏ

᫬ 

 

○《広島レクイエム》の前半㒊で⾲⌧されている内

容と㸪主せなモティーフの変奏や⤌合せの変化と

の㛵わりについて⌮ゎする。 

・ᴦ᭤について▱る。 

・モティーフの変奏や⤌合せの変化にὀ意して⫈

く。 

◇作᭤⪅のことばを㸪キーワードを伏せて⤂介し㸪ᴦ᭤で⾲

⌧されていることを⌮ゎできるようにする。 
◇主せなモティーフのᴦ㆕をᯈ᭩し㸪そのモティーフが⫈

こえたら挙手をしながら⫈くようにし㸪モティーフの変

奏や⤌合せの変化を⌮ゎすることができるようにする。 
【᪕律・㡢の㔜なり・反復・変化】 

◆《広島レクイエム》で⾲⌧されている内容と㸪主せなモ

ティーフの変奏や⤌合せの変化との㛵わりについて⌮ゎ

している。 
㸦▱・技―①㚷㈹㸧㸧 

㸺Ⓨゝ内容・ワークシート㸼 

➨ 

㸰 

᫬ 

○《広島レクイエム》の後半㒊で⾲⌧されている内

容と㸪主せなモティーフの変奏や⤌合せの変化と

の㛵わりについて⌮ゎする。 

・前半㒊とẚ㍑しながら後半㒊を⫈く。 

・全᭤を㏻して⫈く。 

◇前半㒊の㡢ᴦの≉徴を振り㏉った上で後半㒊の㡢ᴦの≉

徴を予想して⫈くようにし㸪対↷ⓗであることにẼ付く

ことができるようにする。 
◇後半㒊についての作᭤⪅のことばは㸪全᭤を㏻した後に

⤂介し㸪そこで⾲⌧されていることを想像しながら᭤全

体を⫈き῝めることができるようにする。 
【᪕律・㡢の㔜なり・反復・変化】 

◆モティーフの変奏や⤌合せの変化を⫈き取り㸪その働き

が⏕み出すよさを感じ取りながら㸪⫈き取ったことと感

じ取ったこととの㛵わりについて⪃え㸪《広島レクイエ

ム》のよさをぢいだし㸪᭤全体を味わって⫈いている。 
㸦思・判・⾲㸫①㚷㈹㸧 

㸺Ⓨゝ内容・ワークシート㸼 

 

 

➨ 

 

ニ 

 

ḟ 

㸺ねらい㸼モティーフの変奏や⤌合せの変化について㸪それらが⏕み出すよさと㛵わらせて⌮ゎし㸪思いや意図に合った

「12㡢の㡢ᴦ」をつくる。 

➨

㸱

᫬ 

○グループで「12㡢の㡢ᴦ」をつくる。 

・㡢㧗の⤌合せを工夫して㡢列によるモティーフ

をつくる。 

・モティーフの変奏について▱る。 

◇ㄪのある㡢ᴦでの᪕律のつくり᪉との㐪いを図で♧し㸪ẚ

㍑できるようにする。 

◇まず全体で㡢㧗の⤌合せ᪉をヨしながら㡢⛬の変化で㡢列

の㞺囲Ẽが変わることの㠃ⓑさを感じることができるよう

にする。 

◇強弱㸪㡢域㸪リズムをキーワードとし㸪《広島レクイエム》

の㚷㈹を振り㏉りながらモティーフの変奏の仕᪉や㸪それ

によって⏕み出される㞺囲Ẽの変化を感じ取ることができ

るようにする。 

【᪕律・㡢の㔜なり・反復・変化】 
◆モティーフの変奏や⤌合せの変化について㸪それらが⏕み

出すよさと㛵わらせて⌮ゎしている。 
㸦▱・技―②㡢ᴦづくり㸧 

㸺Ⓨゝ内容㸼 



➨

㸲

᫬ 

 

○グループで「12㡢の㡢ᴦ」をつくる。 

・モティーフの⤌合せを工夫する。 

◇まず全体でモティーフの⤌合せ᪉をヨしながら㡢⛬の変化

で㡢列の㞺囲Ẽが変わることの㠃ⓑさを感じることができ

るようにする。 

◇「㔜ねるパート数」「㡢域」をキーワードとし㸪《広島レクイ

エム》の㚷㈹を振り㏉りながら⤌合せ᪉の㐪いによる㞺囲

Ẽの変化を感じ取り㸪思いや意図に合った㡢ᴦをつくるこ

とができるようにする。 

【᪕律・㡢の㔜なり・反復・変化】 
◆思いや意図に合った⾲⌧をするために必せなモティーフの

変奏や⤌合せの変化を⏝いて㡢ᴦをつくっている。 
㸦▱・技―③㡢ᴦづくり㸧 

 

➨

㸳

᫬ 

 

○グループで「12㡢の㡢ᴦ」をつくる。 
・つくった㡢ᴦを₇奏する。 

・中㛫Ⓨ⾲会をする。 

 

◇強弱の工夫を促し㸪モティーフの変奏や⤌合せの変化を⏕

かして全体のまとまりを意㆑して㡢ᴦをつくることができ

るようにする。 

◇各グループのⓎ⾲の᭱初に㸪どんなモティーフでつくられ

ているかを⤂介するようにし㸪モティーフの変奏や⤌合せ

の変化の工夫にὀ意して⫈くことができるようにする。 

【᪕律・㡢の㔜なり・反復・変化】 
◆モティーフの変奏や⤌合せの変化を⫈き取り㸪その働きが

⏕み出すよさを感じ取りながら㸪⫈き取ったことと感じ取

ったこととの㛵わりについて⪃え㸪どのように全体のまと

まりを意㆑した「㸯㸰㡢の㡢ᴦ」をつくるかについて思い

や意図をもっている。 
㸦思・判・⾲㸫②㡢ᴦづくり㸧㸺₇奏⫈取㸪Ⓨゝ内容㸼 

➨ 

㸴

᫬ 

 

○グループで「12㡢の㡢ᴦ」をつくる 
・つくった㡢ᴦをさらによいものにする。 

・Ⓨ⾲会をする。 

◇中㛫Ⓨ⾲会を振り㏉り㸪⮬分たちの㡢ᴦがさらによくなる

ようにどうすればよいかを☜ㄆした上でグループά動に入

るようする。 

◇㡢ᴦづくりのためのワークシートを掲♧しながらⓎ⾲を⫈

くようにし㸪それぞれのグループのよいところにὀ意して

┦互㚷㈹することができるようにする。 

【᪕律・㡢の㔜なり・反復・変化】 
◆モティーフの変奏や⤌合せの変化の働きが⏕み出すよさに

⯆味・㛵心をもち㸪主体ⓗ・協働ⓗにグループで「㸯㸰㡢

の㡢ᴦ」をつくるά動に取り⤌んでいる。 
㸦主―①㡢ᴦづくり㸧㸺₇奏⫈取㸪Ⓨゝ内容㸼 

 

 

➨ 

 

三 

 

ḟ 

㸺ねらい㸼㡢ᴦをつくった⤒㦂を⏕かして᭤のよさをより῝く味わって《広島レクイエム》を⫈く。 

➨

㸵

᫬ 

○《広島レクイエム》を⫈く。 

・㡢ᴦづくりの⤒㦂を⏕かして⫈く。 

・㢟ᮦをふりかえる。 

 

◇「⮬分たちで㡢ᴦをつくった後にもう一度⫈いてみて」に

⥆けて感想を᭩くようにし㸪その⤒㦂を⏕かしてさらに⫈

き῝めることができるようにする。 

◇原子⇿弾による悲劇をテーマにしたᴦ᭤が他にもたくさん

あることを⤂介し㸪《広島レクイエム》を⫈いたり㸪それ

をモデルにㄪのない㡢ᴦをつくったりしたことを振り㏉り

ながら㸪また修学᪑⾜や平和学⩦で㌟に付けた▱㆑を⏕か

して㡢ᴦがもつ⾲⌧力にもゝ及できるようにする。 

【᪕律・㡢の㔜なり・反復・変化】 
◆修学᪑⾜や平和学⩦を㏻して㌟に付けた▱㆑を⏕かして㸪

主体ⓗに《広島レクイエム》の㚷㈹の学⩦ά動に取り⤌も

うとしている。 
㸦主―②㚷㈹㸧㸺Ⓨゝ内容・ワークシート㸼 

 

 



ᲱᲨ本時の学習㸦㸯/㸵᫬㸧 

㸦㸯㸧┠ᶆ 《広島レクイエム》で⾲⌧されている内容と㸪主せなモティーフの変奏や⤌合せの変化との㛵わりに

ついて⌮ゎする。 
㸦㸰㸧ᮏ᫬で扱う㡢ᴦを形づくっているせ⣲ ᪕律・㡢の㔜なり・反復・変化  
㸦㸱㸧学⩦展㛤とホ価 

○学⩦内容 ・学⩦ά動 ◇指導の手❧て【共㏻事㡯】 ・小ホ価 

◆ホ価つ‽㸦㸧<ホ価᪉ἲ> 

○平和学⩦を振り㏉る。 

 ・広島平和グ念㈨料㤋をゼ問

した᫬㸪及び「Ỉᮌフェス

ティバル」のⓎ⾲で感じた

ことを交ὶする。 

 

○《広島レクイエム》を⫈く。 

 ・前半㒊を⫈く。 

 

 

 ・初めて⫈いた感想を交ὶす

る。 

 

 

 

 

 ・ᴦ᭤の仕⤌みについて▱る。 
 

  

 

 

 

 

 

 

 ・もう一度前半㒊を⫈く。 
 

 

 

 

 

○ḟ᫬について▱る。 
 ・後半㒊の㡢ᴦを想像する。 

 

 

 

◇作᭤⪅のゝⴥと㛵㐃が῝い感想を取り上げるよう

にし㸪┤後の㚷㈹のά動で㸪ᴦ᭤で⾲⌧されている

ことと⤖び付けながら⫈くことができるようにす

る。 

 

◇作᭤⪅のゝⴥを㸪キーワードを伏せて⤂介し㸪⾲⌧

されていることを想像しながら⫈くことができる

ようにする。 
◇「㡢ᴦの〇〇なところが〇〇なように感じた」とい

うᯟ⤌みで᭩くようにし㸪᭤想と㡢ᴦのᵓ㐀との

㛵わりに┠を向けることができるようにする。 

 

 

◇㸱✀㢮のモティーフのᴦ㆕をᯈ᭩した上で㸪オル

ガンでヨ奏し㸪どのような㡢ᴦでつくられている

かを感じ取ることができるようにする。 

◇主せなモティーフのᴦ㆕をᯈ᭩し㸪そのモティー

フが⫈こえたら挙手をしながら⫈くようにし㸪モ

ティーフの変奏や⤌合せの変化を⌮ゎすることが

できるようにする。 
 

 

「㡢ᴦの仕⤌みを学んだ後にもう一度⫈いてみて思

ったことを᭩きましょう。」 

 

◇ᴦ᭤の仕⤌みに依拠した感想を取り上げ㸪᭤想と

㡢ᴦのᵓ㐀との㛵わりを⌮ゎできるようにする。 
 
 
◇「⥆きの㡢ᴦはどんな感じになると思いま

すか」と問い掛け㸪前半㒊の≉徴を㋃まえ

て㸪後半㒊を想像することができるように

する。 

 

 

・平和学⩦にしっかり取り⤌

んできたことが伝わってき

ますね。 

 

 

 

 

 

・初めて⫈いた᭤なのにとて

もヲしく⫈くことができて

いますね。 

 

 

 

・⮬分が担当している㡢ᴦに

ὀ意して⫈くことができて

いますね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆《広島レクイエム》で⾲⌧

されている内容と㸪主せ

なモティーフの変奏や⤌

合せの変化との㛵わりに

ついて⌮ゎしている。 
㸦▱・技―①㚷㈹㸧㸧 

㸺Ⓨゝ内容・ワークシート㸼 

 

㸦㸲㸧ᮏ᫬のホ価について    

㸦㹀㸧と判断するポイント 

 㸯つ以上の㡢ᴦを形づくるせ⣲に╔┠してモティーフの変奏や⤌合せの変化と㸪ᴦ᭤で⾲⌧されていることの㛵わりについて⌮ゎ

している。 

㸦㸿㸧と判断する≧ἣ例 

モティーフの変奏や⤌合せの⥲合ⓗな変化とᴦ᭤で⾲⌧されていることの㛵わりについて⌮ゎしている。 

㸦㹁㸧と判断されそうな児❺への働きかけ 

  「㡢ᴦを⫈いて○○だった、それとも△△だった」「どうしてそう思ったの」と問い掛け㸪⫈いた᫬に感じたことから㡢ᴦのᵓ㐀

との㛵わりにẼ付くことができるように促す。 

 

㡢ᴦの仕⤌みにẼを付けて《広島レクイエム》を⫈こう 

Ⓨ 問 
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教材としての「広島レクイエム」 

               糀場富美子 

 

 「広島レクイエム」が教材として，しかも小学

生の音楽の教材として使用していただけるとは，

夢にも思いませんでした。現代音楽なんて見向き

もされないだろう，難解で面白くないとそっぽを

向かれるであろう，と思われる小学生に対して，

果敢にも授業を展開してくださった松下行馬先

生には脱帽です。 

 「広島レクイエム」は言葉のないレクイエムで

す。広島に投下された原爆で傷つき苦しみながら

亡くなった人たちへの鎮魂の曲です。曲の前半は，

ピカドンの情景描写で始まり，その後，灼熱地獄

の中で苦しみながら亡くなった人たちの苦しみ，

受け入れることができない怒りの描写です。後半

は，魂がその苦しみから解放されて天に昇ってい

けるようにとの祈りです。曲は無調で書かれてい

ます。低弦で低くうなるような音列（セリー）で

はじまり，調性を感じさせる旋律もありますが，

基本的には無調の曲です。 

 松下先生にお声がけいただき，授業を参観させ

ていただきました。 

 子どもたちは修学旅行で広島に行き，原爆資料

館を訪れているそうです。その印象と相俟ってか，

すんなりと「広島レクイエム」を受け入れてくれ

ましたが，まずそのことにびっくりしました。松

下先生のアナリーゼは，子どもたちの心をしっか

りとつかんだ上で，曲の真髄を的確に伝えられて

おり，私自身も自作曲を改めて見直す良い機会に

なりました。 

 松下先生は論文の中で，教材としての「広島レ

クイエム」として３つの要素を挙げられており，

その２つ目として「音楽づくりのモデルとして」

とあります。ここでは，10音の音列でできている

「うめき」のモティーフを，『音列による音楽づ

くりのモデルとして提示することができる。』と

述べられていますが，作曲を専攻している大学生

が 12 音を勉強し，セリーを勉強して，それでは

それを用いて書いてみましょう，となる代物で，

小学生に提示すること自体が土台無理なのでは

ないか，と私の頭の中では常識的な判断がうごめ

いておりました。 

 まず，子どもたちは初めて「広島レクイエム」

を聴いたにもかかわらず，とてもストレートに受

け入れてくれ，聴いたときの感想も，すらすらと

自身の言葉で率直に書いてくれました。難しくな

いのかしら？興味が湧くのかしら？と心配して

子どもたちの様子を見ておりましたが，とても積

極的に取り組んでいる姿を見てびっくりした次

第です。 

 次に，先生の楽曲解説のあと自分たちで「音列」

を作る作業に入ったのですが，とても積極的で，

皆で協力して作ることもとても自然に行われ，無

調の音楽が難しいであろう，12音技法は難しいで

あろうという私の杞憂は払拭されました。 

 子どもたちは無調，音列をすんなりと受け入れ

て音楽づくりをし，あとでその作品を聴いてその

完成度の高さに驚愕した次第です。 

 今回，小学校レベルをはるかに超えた授業を松

下行馬先生が実現してくださいましたが，これか

らの「音楽づくり」において，現代作曲家の曲を

取り上げ，その曲を題材に音楽づくりを実践する

ことは，柔軟な耳を持った子どもたちに新しい音

楽を提示する良い機会になると思います。また，

新しい技法もすんなりと受け入れられる子ども

たちに，作曲家の言葉とともに現代音楽の存在を

知ってもらい，積極的に「音楽づくり」に臨んで

欲しいと思います。新しい音は，子どもたちに新

しい音楽の世界をもたらしてくれます。 
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 多くの小学校の音楽の時間に，現代音楽を取り

いれた「音楽づくり」を行うことができるなら，

音楽という芸術により幅広い視野を持って臨め

る子どもたちを育てることができると思います。 

 これからの「音楽づくり」は作曲家も協力して，

新しい世代を担う感性豊かな子どもたちを育て

ていくことができればと思います。 
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５ La Verne C. de la Peña “Pugmumuni”をもとに 

 

 村上 水絵（埼玉県川口市立元郷小学校） 

 

 La Verne de la Peña（作曲家） 

      

 田口 雅英（作曲家） 

         

�
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第６学年 声のひびきが重なるおもしろさを⽣かして，⾳楽をつくろう 
「Pagmumuni をもとに声による⾳楽をつくろう」 
 

実施⽇  ２０２１年６⽉２３⽇（⽔）第１・２・３校時 
埼⽟県川⼝市⽴元郷⼩学校 第６学年 

授業者 村上 ⽔絵 
 

１ 題材の目標 

 〇フィリピンの現代音楽の作曲家が作曲したアカペラによる合唱曲を聴き，その特徴やよさを感じ取

る。 

 〇隣り合う音をつないで，短いフレーズで音型をつくり，それを仲間と重ねたりつなげたりして，工

夫して音楽をつくる。 

 〇創造的な思考力を働かせ，自分の声を友達と合わせることで，いろいろな声の響きが重なる面白さ

を感じ取りながら音楽をつくる活動に主体的に取り組む。 

 

２ 題材の意義 

この曲の特徴として，次のようなことが挙げられる。『①主として音が２度ずつ下降していく音

型（短い言葉のフレーズからなる。）が，６声部に分かれて，カノンのように１拍～２拍ずつずれな

がら重なっていく。』『②グリッサンドで言葉の最後の音を伸ばしながら下降させていく部分があ

る。』『③途中に「sipol」（口笛）や破裂音（sss）が入っている。』『④声をビブラートで発し，揺ら

して歌う部分がある。』『⑤声部は６部に分かれているが，全体が２部に分かれ片方がオスティナー

トになっている部分や３部に分かれそれぞれがカノンのように１拍～２拍ずつずれて歌われる部

分がある。』などである。音が１音ずつずれて２度で重なることから，不協和音になるが，さらに下

降して協和音へ変化する。そのことにより，神秘的で広がりのある響きが生み出されている。多様

な声の出し方の工夫の面白さや，音の重なり方による響きの変化が豊富に盛り込まれており，この

曲を聴取することにより，児童が声による音楽を自らも作ってみたいという意欲を持つことができ

ると考える。 

小学校６年生の子どもたちが，この曲を聴いてこれらの特徴を感じ取り，その美しさを味わった

うえで，自分の声を使って友達の声と音を重ね，声による音楽をつくり上げる楽しさや，いろいろ

な声が重なって生まれる響きのよさを感じ取れるようにしたい。 

また，フィリピンの作曲家による作曲ということで，日本の子どもたちにフィリピンの文化と触

れ合わせることができると考える。本校にも，外国をルーツに持つ児童が複数名在籍しており，こ

の学習を通して，子どもたちがフィリピンやその他の国の文化に興味を持つきっかけになれば良い

と願っている。 

    

３ 育てたい児童の姿 

   これまで，合唱曲を歌うことで，思い切り声を出して歌う楽しさや，音が重なり合う美しさ，感

動を味わって来ている子どもたちである。また，音楽づくりでは，即興的にハミングで音を重ねた

り，ハミングと手拍子のリズムを重ねたりする活動などを経験してきた。 
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   ただ，人前で声を出すことに抵抗を感じている児童もいる。この活動では，自分の声を生かし，

他の児童の声と重ね合わせて音楽をつくり上げる楽しさを味わうことを通して，自分自身の存在を

肯定的にとらえ，音楽を通して，仲間と心をつなげることができるようにしたい。 

   併せて，自分の身近にいる，外国籍の友人や家族に目を向け，外国の言葉を知ろうとすることを

通して，日本以外の国の言語や生活に興味を持つきっかけの一つとなればよいと考える。 

 

４ 教材について 

   「Pagmumuni（瞑想）」は，フィリピンの作曲家であり民族音楽学者である，ホセ・マセダ氏の

弟子であり，フィリピン大学音楽学部の学部長である La Verne de la Pena氏が，ホセ・マセダ氏

生誕１００年を記念して，Commisiioned Contest Piece for Children’s Choir National Music 

Competition for Young Artists（若い芸術家のための児童合唱団全国音楽コンクールの委託コンテ

スト作品）として作曲した作品である。 

   現代音楽の手法を取り入れながらも，隣接する音をつないで作られた音型からなる旋律が，どこ

か，日本のわらべうたや民謡などとの共通点を感じさせ，懐かしい感じがする曲である。 

 La Verne de la Pena氏より送っていただいた，実際のコンクールで録音された音源を児童に聴

かせ，短いフレーズによる音型が少しずつずれながら重なり合う美しさや面白さ，口笛や破裂音が

入る意味などを考えさせ，この曲から得たアイディアをもとに，自分たちでオリジナルの声による

音楽をつくり上げる楽しさを味わえるようにする。 

 

５ 事前・事後の指導と本時の指導 

（１）事前の指導と実際 

学習内容 児童・生徒の姿 教師の働きかけ 

〇Google Chrome Music Lab

（song maker）を使って，短

い音型を重ねる面白さを体

験する。 

 

〇「Pagmumuni」の演奏を聴

く。 

・The Miriam College High 
School Choir による合

唱の音源 

 

 

 

 

〇音楽にしたい言葉を探し，音

を付けて音型をつくる。 

・短い音型をつくるヒントを

得る。 

 

 

 

・曲の特徴を見つける。ずれて

重なっているところ，オステ

ィナートと旋律になってい

るところ，口笛が入っている

ところ，破裂音が入っている

ところ，グリッサンド，ビブ

ラート，旋律の重なり方の変

化など。 

 

・仲間と重ね合わせたら美し

くなりそうな言葉を探し，隣

・タブレットを使用して，

Google Chrome Music 

Lab の使い方を教え，自由

に音楽づくりをさせる。 

 

・演奏を部分的に聴かせ，特徴

を見つけられるようにする。 

・自分たちで，声による音楽を

つくってみたいと感じられる

ようにする。 

・「Pagmumuni」の楽譜の一部

を提示し，特徴的な部分に気

付けるようにする。 

 

・どのような言葉を使ったら，

７～８人のグループでまとま
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（２）本時 

〇学習内容 ・学習活動 
内は学習活動に即した評価規準， 

指導上の留意点（・）  評価方法【 】 

〇既習曲を歌う。 

 

 

 

 

〇グループで作った音楽をそれぞれ発表

する。 

 

〇他のグループの発表を聴き，旋律の重

なる響きや口笛や破裂音，楽器などの

音が入ることによるよさについて考え

る。 

 

 

 

〇各グループの発表を聴いて感じたこと

や，自分の発表を振り返ってワークシ

ートにまとめる。 

・「翼をください」を歌う。 

・声を出して歌う心地よさを味わう。 

 

 

 

・自分たちがつくった音楽を発表する。 

 

 

・他のグループは，発表したグループの音楽の工夫

したところやよさを感じ取り，気づいたことや感

じ取ったことを伝える。 

・もとになった「Pagmumuni」の譜面の要素と，そ

れぞれのグループが作成した楽譜を提示（可視

化）し，工夫した点を感じ取りやすくする。 

 

・音楽のどのような要素からどのようなことが感じ

取れたのか考え，伝えられるようにする。 

 

・日本の言葉だけでなく，外国

の言葉を必ず一つ以上入れ

ることとする。 

 

 

〇つくった音型を仲間とどの

ように重ねるか考え，実際に

演奏してみる。また，途中で

口笛や破裂音，楽器の音を入

れてみる。 

・反復や変化，強弱など音楽の

要素を工夫し，始め→中→終

わりの構成を考える。 

接する音をつないで，音型を

つくる。 

・家庭学習で外国の言葉を調

べてくる。 

 

・つくった音型を，仲間と重ね

合わせて歌ってみる。 

・一人で歌うことが苦手な児

童は，口笛や楽器の音でやっ

ても良い。 

☆音の重ね方をずらしてみた

り，口笛や楽器の音を足した

りして，工夫できているか。 

☆音楽の要素を効果的に取り

入れながら，全体の構成を考

えているか。 

りのある音楽になるかを考え

て言葉を選ぶようにする。 

 

 

 

・人前で声を出すのが苦手な

児童は，口笛やハミング，楽

器の音でやってもよいことを

伝える。 

・音をずらすだけでなく，オス

ティナートのパートも入れる

とよいことにも気付かせる。 

・いくつかのグループの工夫

を取り上げ，共有する。（モデ

リング） 

・作った音楽はタブレットに

録音して保存する。 

「Pagmumuni」をもとにして作った音楽を発表し，そのよさを感じ取ろう。 
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・Ｂ評価に達しないと思われる児童に対する手立て 

言葉を選んで記述できるようなワークシートを用

意する。 

 

（３）事後の指導 

学習内容 児童・生徒の姿 教師の働きかけ 

〇フィリピンの合唱をもとに，自分

たちで声による音楽をつくって

みた感想を記入する。 

・お互いにやってみてよかったこ

と，もっとやってみたいことなど

を伝え合う。 

〇声を出して歌う活動や仲間

と音楽をつくる活動に意欲

を持つ。 

・「もっと他にも音楽をつくっ

てみたい。」 

・「仲間と声を合わせて歌うと

楽しい。」 

・「フィリピンの他にも外国の

合唱を聴いてみたい。」 

・それぞれのグループの発表

のよかったところを取り上

げ，肯定的なフィードバック

をする。 

・日本や世界の声による音楽

を紹介し，世界にはいろいろ

な声による音楽があること

を知らせ，児童の興味を広げ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 
(1)⾳⾊，リズム，旋律，⾳の重なりなどと曲想と

の関わりを理解し，声の響きが重なる⾯⽩さを
⽣かして⾳楽をつくる技能を⾝に付けている。
（知・技）【演奏】 

(2)声の響きの重ね⽅を⼯夫し，どのように表現す
るかについて思いや意図をもって⾳楽を表現
し，他のグループの作品のよさに気付いてい
る。（思・判・表）【発⾔内容・記述内容】 
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つくるから気付く つくるからわかる 
 
授業を実施するに⾄るまで・・・ 
 フィリピン大学音楽学部の学部長であり，UP 民

族音楽学センターの所長である，La Verne de la 

Pena教授が作曲したこの「Pagmumuni」という曲

の楽譜を，坪能由紀子氏から委ねられたのは，２０

１８年の夏のことであった。私が所属している川口

市教育研究会音楽部会夏季実技研修会にて，坪能氏

に，音楽づくりについての講義をしていただいた際

に，「この曲をもとにして，音楽づくりの授業をやっ

てみてはどうか」とお声かけをいただいた。あまり

にも身に余るお言葉に戸惑いはしたが，私にとって

またとない勉強の機会になると，喜んでお引き受け

させていただいた。 

 

 いただいた楽譜は，声部が６部に分かれたアカペ

ラの合唱曲であった。フィリピンで行われている合

唱コンクールの課題曲として作られた曲だという。

あるのは楽譜のみ。音源がない。楽譜を眺めていて

も，なかなかイメージがつかめない。どうしたもの

か。そこで，KAWAI スコアメーカーを使って，コ

ンピューターで歌わせてみることにした。楽譜を

SCANして読み込ませてみるものの，どうもうまく

いかない。何故かというと，楽譜のところどころに，

「SSS・・・」という破裂音が入っていたり，Sipol

（口笛）という指示があり，その部分だけがリズム

譜になっていたり。そこをどのように音に変換する 

 

 

か，頭を悩ませているうちに，時間が経ち，完成す

るまでに長く時間がかかってしまった。 

 

 コンピューターによる音源ができたところで，で

はこれを実際にどのように授業に組み立てたらよい

か。またまた頭を悩ませる日々が続く。坪能氏とオ

ンラインでご相談させていただいたり，ガレージゼ

ミで皆様にお話しさせていただいたりした。また，

先生方の実践のご報告をお聞きしているうちに，い

ろいろなアイディアをいただくことができた。その

ような中でこの「Pagmumuni」の特徴を生かしな

がら「声による音楽づくり」に挑戦してみようと考

え，先生方から拝借したプランを盛り込みながら授

業を組み立てていった。 

 

 私の勤務している学校にも，外国をルーツに持つ

児童が多数在籍している。せっかくフィリピンの言

葉で作られた合唱曲を扱うのだから，この曲を通し

て，外国籍の子どもたちにも，スポットライトを当

てたい。Shouko Middleton氏のイギリス（BBC）

の音楽づくりの実践で，外国語を学ぶ生徒たちが外

国語を使って歌をつくり発表する様子（実際の動画）

からヒントを得て，児童に外国の言葉を調べさせ，

外国の言葉を使って音楽づくりをしようと持ち掛け

ることにした。また，今年度に入り，勤務校のある

埼玉県川口市でもようやく児童一人一人にタブレッ

トが配布された。これを使わない手はないと考えて

いたところ，中村昭彦氏から，Google Chrome 

Music Lab の使い方をレクチャーしていただいた。

 授業を終えて                         

 

埼玉県川口市立元郷小学校 

村上 水絵（授業者）     
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「Pagmumuni」の特徴の一つでもある，音が少し

ずつずれて重なっていく響きのイメージを，ICTを

使って体験させてみてはどうかと考え，早速使って

みることにした。坪能氏からは「そっと音を動かす」

「そっと音を重ねる」と少しずつ音をずらしていく

ことについて，こう表現してはどうかとアドバイス

をいただいた。 

 

第１時では，まず「Pagmumuni」の曲に触れず，

タブレットを使用し，Google Chrome Music Lab

のSong Maker でズレによる音楽を作らせてみた。

「音を少しずつずらして音を重ねることで音楽を作

ってみよう」と投げかけたのだが，児童は私が予想

した以上に，自由な発想で音楽づくりに取り組んだ。

タブレットに模様を描いたり，自分や友達の名前を

描いてみたりして，それが音楽になるのが楽しくて

仕方がないといった様子だった。授業後の感想の中

で，「美術（図形）と音楽はつながっているんだと思

った。」「楽譜を書かなくていいから，楽しかった。」

「もっとやってみたい。」という感想が印象的であっ

た。音楽づくりというと，どうしても記譜すること

が求められがちだが，それが苦手で，そのことによ

って，音楽づくりそのものを嫌いになってしまう傾

向がある。でも，記譜は記録のためであったり，他

の人との音楽の共有のためであったりするので，そ

れが図形であったり，これからは ICTを活用しての

録画，録音であったりしてもよいのではないだろう

か。（もちろん楽譜自体は，先人が残した大変有用な

文化遺産であり，学校教育で伝えていくべきもので

はあるが。） 

 

「Pagmumuni」と出合わせる 
 さて，いよいよ「Pagmumuni」を児童に聴かせ，

その特徴に気付かせる授業である。この出合いをど

のようにするか，坪能氏との打ち合わせの中で，最

も頭を悩ませてしまった点である。坪能氏からは，

私が作成したコンピューターによる音源を使えばよ

いとおっしゃっていただいたが，私としてはやはり

実際に人間が歌っている声を聴かせる方がはるかに

この曲の良さを感じ取れると考えていた。では，ど

こかの合唱団に歌ってもらえないか。知り合いが指

揮をしている児童合唱団に問い合わせてみたが，こ

のコロナ禍で思うように練習ができない中，とても

無理とのこと。ガレージゼミのメンバーの方々にお

いでいただき，歌ってもらうという案も出していた

だいたが，新型コロナウイルス感染症感染拡大がま

ったく収束に向かわない現状では，集まっていただ

くのも難しい。 

 

 De la Pena 教授にメールで問い合わせてお願い

したところ，すぐに音源を探して送ってきてくださ

った。The Miriam College High School Choir（ミ

リアムカレッジ高校合唱団）がコンクールで演奏し

た際の音源である。バックステージでの録音のため，

プログラムをめくる音や咳払いの音などが多数入っ

ており，児童に聴かせると，そちらの音の方に気を

取られてしまうのではないかと懸念された。そこで，

Hybrid Sound Reform社の山川貴基氏に依頼して，

雑音を除去する加工をしていただいた。加工してい

ただいた音源は，合唱の声がクリアに聞こえるよう

になり，「Pagmumuni」の特徴である口笛の音や，

破裂音などが，はっきりと聞こえるようになった。 

 

 坪能氏との打ち合わせで，今回は TAS モデルの

授業としては実施しないということになり，作曲家

と学校の授業での音楽づくりとの関わりという観点

での授業とすることになった。そこで，最初に，

「Pagmumuni」の音源を児童に聴かせ，この曲の

特徴に気付かせていくことにした。この曲全体を通

して聴くと１０分かかるので，特徴的な部分をピッ



 110 

クアップして聴かせ，最後に特徴について気付いた

ことを発表させた。「音が少しずつずれている。」「ず

れて重なっている。」「何人かで歌っている。」「何部

に分かれていると思う？」「３人はいる。」「どうし

て？」「それだけ音が重なっているから。」「正解は６

部。」「へぇ。」「終りの方にいくと，２部合唱みたい

になっている。2 部になったり３部になったりして

いる。」「たまに音がつながって下がっているところ

がある。」「声が上がって下がっている。同じような

感じで何度も。下の方で同じ音でずっと歌っている。」

「高音の人が歌うと低音の人が同じ音を繰り返して

いる。」「途中から口笛みたいなのを２～３人が吹い

ていた。同じようなリズムで。」「歌い終わる時に，

音が震えながら下がっている。ビブラートがかかっ

ていて流れるようなメロディーだった。」「最後のと

ころは，『SSS・・・』というメロディーが入ってい

た。音がずれながらハモっていた。」「一定の音の中

に口笛（鳥の声？）が入った。」「６部合唱で低くて

太い音，低くて細い音，太くて高い音など，色々な

音が重なり合って，すごくきれいな音になっていま

した。高―低になっていました。波のように音が伝

わってきました。『スー』みたいな音が聞こえて，夜

の海みたいでした。」（児童の発表，記述より。）この

曲には，実に多彩な声による音楽の要素が含まれて

いる。声による音楽づくりのヒントをたくさん得て，

児童もこの取り組みに，わくわくしているようだ。

刺激から興味・関心，そして意欲につながっていっ

た授業であった。 

 

 音楽を聴いてみてのイメージから，この曲の曲名

（日本語訳）を推理してもらった。「祈り」「願望」

「儀式」「念仏」「天使」「妖精」「祈願」「精霊」「亡

霊」「幽霊」「神様」「希望」「大仏(!?)」「粉雪」「竜巻」・・・。

当初のプランでは，事前に歌詞に出てくる言葉を日

本語訳したものをプリントして渡してから音楽を聴

かせようと考えていたが，私が事前にプリントを印

刷しておくのを失念しており，結局知らせないまま

音楽を聴かせることになった。そのことがかえって

功を奏したと思った。言葉の意味が分からなくても，

音楽でイメージが伝わるということが，はっきりし

た。中らずと雖も遠からず。この曲が伝えようとし

ているイメージを，児童はちゃんと受け取っている

と感じた。 

 

いよいよ⾳楽づくりへ 
 第３時からは音楽づくりに入った。ここでも ICT

の活用をと考え，外国の言葉をタブレットで調べて

も良いことにした（Google翻訳）。Google Chrome 

Music Song Makerのような表を用意し，マスを埋

めていくことで，図形で音を記録できるようにして

おいた。児童は夢中になって言葉を調べ始めた。言

葉を調べることに夢中になり過ぎて，なかなか音楽

づくりが始まらない。「しまった」と思った。児童に

とって，タブレットを学校の授業で使えること自体

がまだ新鮮で，興味関心が言葉調べの方に強く結び

ついてしまったように思えた。児童の思考がどのよ

うに働くか，教師の事前の予想がかなり重要だと感

じた。ただ，外国語を取り入れることにしたことで，

トルコ人の児童が，生き生きとトルコ語を説明して

くれた姿が印象的であった。韓国語で音楽づくりを

行ったグループの児童の中には，韓国をルーツに持

つ児童がいた。フィリピンをルーツに持つ児童は

「Pagmumuni」を聴くとき目を輝かせていた。 

 

 いよいよ発表の日が近づき，ようやく児童は音楽

づくりにシフトしていった。木琴，鉄琴などの楽器

で音を確かめながら，自分が歌うフレーズを作り，

グループのメンバーとどのように重ねるかを話し合

った。リハーサルを行ってみて，曲の長さがあまり

にも短いことが分かり，教師の方から，何回か繰り
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返してはどうかと提案した。１分以上にするように

投げかけ，再度話し合いを行った結果，児童は繰り

返しを入れながら，少しずつ変化させるように，構

成を考えてくれた。児童の自由な発想を尊重したい

と考え，教師はできる限り余計な助言をしないよう

にして，見守っていたのだが，音楽づくりに取りか

かる前に，「１分以上の音楽にすること」「音楽全体

の構成を考えて作ること」など，もっと決まりを最

初に示してから取り組ませるべきであったと反省さ

せられた。 

 

６月２３日（水）第１校時～第３校時にかけて，坪

能氏にご来校いただき，６学年２組，３組，１組の

順で本時の授業を参観していただいた。世界的にご

活躍されていらっしゃる大学教授の先生に見ていた

だけるということで，児童はとても張り切っていた。

各グループが使った言葉は，テレビの画面に映し分

かりやすくした。発表後に，聴いていて気付いたこ

と，感想などをワークシートに書かせ，発表しても

らった。その後，グループで作成した際の工夫を画

面に表示して，気付いたことが合っていたか確認し

ていった。 

 

 ロシア語，英語，韓国語，スペイン語，ポルトガ

ル語・・・児童は様々な国の言葉を入れて，声によ

る音楽を作っていた。（「   」内は児童が考えた

グループ名 完成した曲と必ずしも一致していない） 

 「水元の親グループ」ハッピー，ラ，（ア），スマ

イル 

 「スペースグループ」火星（マース），木星（ チ

ュウパダ―），月（ムーン），

土星（サードゥー），惑星（プ

ラネット），手拍子，トライ

アングル 

 「D」       フレンドリー（優しい），ボ

ンダス（絆），ジョイ（喜び），

フレンド（友達），ジャント

ワーイ（優しい世界），クー

（喧嘩） 

 「おにぎりめし」  光，火山，海，白鳥，雪，

風，自然，嵐，氷，（夢） 

【録画資料１】児童の作品 ６−１ 

https://youtu.be/fMAcLSfTM2k 

 

「Mr. 歌っちゃう！」PPP…，アルムダウン，ダ

ッツホロボー，スカイ，ワ

ールド，ディストライ， 

KKK…，SSS… 

「感情バカンス」  ハッピー，エンジョイ，サ

ニー，サプライズ，ワオ 

「タイタニック」   コールド，ダイアモンド，

（鉄琴，オーシャンドラム） 

「サファリパーク」 モンキー，キャット，サメ，

熊，ペンギン，犬 

【録画資料２】児童の作品 ６−２ 

https://youtu.be/GrSPA15m9Cc 

 

     「トッキ」     フォーメイツ，パイン，ミ

タミナ（僕の散歩），オーシ

ャン，ホンライン（白熊）

カンアンジ（子犬），トッキ

（うさぎ），ナビア（蝶々） 

     「みそらーめん」  アンミガービィズ（優しい），

ホーミン（人），リーコ（豊

か），コーラッソン（心），

テンポウ（時間），アミーゴ

ー（友達），アンクレイジッ

ト（信じる），ムージッカス

（音楽），フォール（花），

インポルテンチッ（大切），
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カンショウ（感情），アウレ

ゥギリア（喜び），モンミア

ンド（瞬間），エンジョイ（楽

しい），ハヴ（持っている） 

    「ロシア」     テスティン（幸せ），シーメ

ン（時），スパシダ（ありが

とう），スネダ（花），ドロ

ーク（仲間），ミキュトゥ

（夢），セット（光），アシ

ンダーニ（さようなら） 

 「ハッピースター」 スマイル，ハピネス，ムー

ファン，ふわふわ，ホット，

アクティヴィ，ライト，フ

レンドリー，破裂音 

【録画資料３】児童の作品 ６−３ 

https://youtu.be/LgxymE4KseQ 

 

 児童が曲づくりに盛り込んだ言葉を，ざっと並べ

てみたが，児童がどのようなイメージで音楽づくり

を行ったかが，これらの言葉からも伝わるだろうか。

実に様々な，そして，豊かな世界観を持って，児童

がそれぞれの音楽を作ってくれたことに，私は，心

から感動してしまった。もちろん，フレーズや音の

重ね方についても，よく工夫して素敵な音楽を作っ

てくれたと思う。「Pagmumuni」からヒントを得て，

口笛や破裂音，ズレを意識して入れたグループがい

くつも見られた。これだけ児童の発想が豊かに広が

り，声による音楽を楽しんで作ることが出来たのも，

「Pagmumuni」という曲との出合いがあればこそ

ではなかったか。発表を終えた後の児童は，やり切

った達成感でとても満足そうであった。 

 

授業を終えて 
 授業後，坪能氏とお話をさせていただいた。坪能

氏からお話していただいたことの一つは，映画「タ

イタニック」をモチーフにして音楽を作ったグルー

プについてだった。このグループは，「タイタニック」

を YouTube 等で調べ，そのイメージを詳細に構成

図に描いて打ち合わせ，発表に臨んだのだが，音楽

づくりが効果音づくりになってしまうことに注意し

た方がよいとアドバイスをいただいた。 

 二つ目は，６年１組のグループが，オスティナー

トとして「ラララ・・・」を「レ・ド・シ・ラ・ソ・

ラ・シ・ド」の音で歌っていたことについて。「『反

逆行』を使っていてびっくりしちゃった。これは現

代音楽で使われている技法なのよ。子どもたちから

自然に出てくるなんて…。」音楽についてまだまだ勉

強不足な私は，これが現代音楽の技法であることを

知らなかった。教師が知識を幅広く持っていれば，

児童から出されたものをしっかりとキャッチし，フ

ィードバック（価値づけ）してあげることが出来る。

もっと勉強しなければと思わされると同時に，坪能

氏に授業を見ていただいたおかげで，私自身が勉強

になり，とても有難く思った。 

 

 そして，私から，「私が思っていた以上に，児童は

（他のグループが発表した音楽の）工夫についてと

ても良く気付いていたので，驚いた。」とお話しする

と，「村上さん，どうしてかわかる？」「それは，自

分が作ったからよ。自分で作った経験があるから，

他の音楽の工夫についても気が付くことが出来るよ

うになるの。」とお話ししてくださった。 

 『そうか！音楽づくりを学校教育で行うことの意

味は，そういうことなのか！』 

音楽づくりについて，坪能氏はじめ，多数の方のご

著書を拝読し，頭では分かっていたつもりであった

が，改めて授業をさせていただいたことで，また，

坪能氏から直接，伝えていただいたことで，音楽づ

くりを児童に経験させることの意義が腑に落ちた気

がした。これまではもっと漠然ととらえていたよう
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な気がする。 

 

 それから，「記譜はいらない。」と何度も念を押し

てお話ししてくださった。市の指導主事や周りの音

楽専科の先生方とお話しすると，必ず記譜の必要性

を説かれるので，児童の苦手意識をどのように克服

するかが悩みの種であったが，音楽づくりの段階で

の記譜の必要性がなければ，もっと多くの児童が，

音楽に対する興味関心を損なうことなく，深く興味

関心を持つことが出来るようになるだろう。 
 
 音楽づくりをしているとき，児童は間違いなく主

体的である。そして，音との対話，音楽との対話，

友達との対話，まさしく対話的な学びをしている。

音楽づくりでの学びは，他の音楽の学びへと，間違

いなくつながっていく。今回はさらに，作曲者であ

るVerne De La Pena氏とのつながり，そして外国

（語）への興味関心と，音楽を通して様々なつなが

りができた授業になったと思う。このような貴重な

機会を与えてくださった坪能由紀子氏，たくさんの

ヒントをくださったガレージゼミの皆様，素晴らし

い楽曲を提供してくださったVerne De La Pena氏，

そして素敵な音楽を披露してくれた子どもたちに，

心から感謝の気持ちでいっぱいである。 

 

最後に「Pagmumuni」が今後も声による音楽づ

くりの優れた教材としても，広く活用されていくこ

とを願ってやまない。 

 

（下線は筆者による） 
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O�

� ± � �

�
Ba

O�

� ± � »

C

C

� G� � Ç �

� �

ha Ka

� O�

� ± � � �

aV Ka

� � � � � � �
Pag HaQ aKg Ma FQ aV Ka

� � � � � � �
Pag HaQ aKg Ma FQ aV Ka

� G� � Ç O�

� ±

ha

» � � �
aV Ka

C

C

C

C

� � � � �
gF gFKg Ja a IaQ.

� � � � �
gF gFKg Ja a IaQ.

� � � � �
gF gFKg Ja a IaQ.

� � � � �
gF gFKg Ja a IaQ.

� � � � �
gF gFKg Ja a IaQ.

� � � � �
gF gFKg Ja a IaQ.

� ± G� � �
Ja a IaQ.

T

T

T

T

� ± G� � �
Ja a IaQ.


Ç ± (�
Pa

» 
 ± (�
Pa

» 
 ± (�
Pa

» 
 ± (�
Pa

» 
 ± (�
Pa


Ç ± (�
Pa

M

M

M

M

M

M

- - -

- - -

- - -

- - -

- - - -

- - - -

- - -

-

-

-

-

-

-

-

-

-

- - -

- - -

- -
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�

�

�

�

�

�

S 1

S 2

S 3

A 1

A 2

A 3

� � ± ± ± (�
a KL Pa

� � ± ± ± (�
a KL Pa

� � ± ± ± (�
a KL Pa

� � � � ± (�
a KL Pa

� � � � ± (�
a KL Pa

� � � � ± (�
a KL Pa

�

� � »
a KL

� � »
a KL

� � »
a KL

� � � »
a KL

� � � »
a KL

� � � »
a KL


� (� � �
Ka PR PR HaQ


� (� � �
Ka PR PR HaQ


� (� � �
Ka PR PR HaQ


� (� � �
Ka PR PR HaQ


�
(� � �

ba PR PR HaQ


�
(� � �

Ka PR PR HaQ

� ± (� � �
Ma a KL

� ± (� � �
Ma a KL

� ± (� � � �
Ma a KL

� ± (� � � �
Ma a KL

� ± (� � � �
Ma a KL

� ± (� � � �
Ma a KL


� (� � �
Ka PR PR HaQ


� (� � �
Ka PR PR HaQ


�
(� � �

Ka PR PR HaQ


�
(� � �

Ka PR PR HaQ


� (� � �
Ka PR PR HaQ


� (� � �
Ka PR PR HaQ

T

T

T

T

T

T

� � Ç
MR KLKg Ja

� � Ç
MR KLKg Ja

� � � � � �
MR KLKg Ja

� � � � � �
MR KLKg Ja

� � � � � �
MR KLKg Ja

� � � � � �
MR KLKg Ja

-

-

-

-

-

-

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- - -

- - -

- - -

- - -

- - -

- - - - - - - -

- - - - -

- - - - -

- - - - -

- - -

- - - --

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

�

�

�

�

�

�

S 1

S 2

S 3

A 1

A 2

A 3
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Ç �
Qa


Ç �
Qa


Ç �
Qa


Ç �
Qa


Ç �
Qa


Ç �
Qa

� 
Ç
aP?

� 
Ç
aP?

� 
Ç
aP?

� 
Ç
aP?

� 
Ç
aP?

� 
Ç
aP?

� � � Ç
Ja Qa aP?

� � � Ç
Ja Qa aP?

� � � Ç
Ja Qa aP?

� � � Ç
Ja Qa aP?

� � � Ç
Ja Qa aP?

� � � Ç
Ja Qa aP?

Ç ± (� �
Ma a

Ç ± (� �
Ma a

Ç ± (�
�

Ma a

Ç ± (�
�

Ma a

Ç ± (�
�

Ma a

Ç ± (�
�

Ma a

�

�

�

�

�

�

� � � � �
KL Ka PR PR

� � � � �
KL Ka PR PR

� � � � �
KL Ka PR PR

� � � � �
KL Ka PR PR

� � � � �
KL Ka PR PR

� � � � �
KL Ka PR PR

� 
�
(�

�

HaQ MR KLKg Ja

� 
�
(�

�

HaQ MR KLKg Ja

� 
� (� �
HaQ MR KLKg Ja

� 
� (� �
HaQ MR KLKg Ja

� 
� (� �
HaQ MR KLKg Ja

� 
� (� �
HaQ MR KLKg Ja

� � 
Ç3

Qa aP?

� � 
Ç
R

Qa aP?

� � 
Ç3

Qa aP?

� � 
Ç3

Qa aP?

� � 
Ç3

Qa aP?

� � 
Ç3

Qa aP?

M

M

M

M

M

M

Ç- Ç-

PPP

Ç- Ç-

PPP

Ç- Ç-

PPP

Ç- Ç-

PPP

Ç- Ç-

PPP

Ç- Ç-

PPP- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -
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�

�

�

�

�

�

S 1

S 2

S 3

A 1

A 2A 2

A 3


� G� � � �
BF bF Ia KgFK Kg


� G� � � �
BF bF Ia KgFK Kg


� G� � � �
BF bF Ia KgFK Kg

Ç Ç
Pag bag

Ç- Ç
Pag

Ç- Ç-

PPP

�

� � »
da hLK,

� � »
da hLK,

� � »
da hLK,

� � Ç-

PaH PPP

Ç � �
bag PaH

�- � Ç
Pag


� G� � �
BF bF Ia KgFK,


� G� � �
BF bF Ia KgFK,


� G� � �
BF bF Ia KgFK,

Ç- Ç
Pag

Ç- Ç-

PPP

Ç � �
bag PaH

� ± G� � �
Kg da hLK,

� ± G� � �
Kg da hLK,

� ± G� � �
Kg da hLK,

Ç � �
bag PaH

Ç Ç
Pag bag

Ç- Ç
Pag

Ç- 
� G�
PaK da

» Ç-

�

Ç- Ç-

PPP

� � Ç-

PaH PPP

Ç � �
bag PaH

� � �- �
IF PPP


� G� � �
PaK da IF

Ç- 
� G�
PaK da

Ç Ç
Pag bag

Ç- Ç
Pag

Ç- Ç-

PPP

- - - -

- - - -

- - - -

- - -

- - -

- - -

-

-

-

- -

- -

- -

-

-

-

-

- -

-

-

�

�

�

�

�

�

S 1

S 2S 2

S 3S 3

A 1A 1

A 2A 2

A 3

142

� � � �
PaK da IF

�- � � �
PPP PaK da

� � �- �
IF PPP

� Ç- �
PaH PPP

Ç � �-

bag PaH PPP

Ç Ç
Pag bag

Ç �- �
PPP

� � Ç
IF

� � � �
PaK da IF

Ç Ç
Mag bag

� � Ç
Mag

� Ç- �
PaH PPP

� � � �
Kg Mag bag

�- � � �
PPP Kg

Ç �- �
PPP

Ç Ç
PaH

Ç Ç
bag PaH

Ç Ç
Mag bag

Ç �- �
PaH, PPP

� � Ç
Mag bag PaH,

� � � �
Kg Mag bag

Ç- Ç-

PPP

Ç
Ç-

PPP

Ç Ç
PaH

� � Ç
Mag bag PaH,

�- � � �
PPP Mag bag

Ç �- �
PaH, PPP

Ç Ç
Mag bag

Ç- Ç
Mag

Ç- Ç-

PPP

�- � � �
PPP Mag bag

Ç �- �
PaH, PPP

� � Ç
Mag bag PaH,

Ç Ç
PaH

Ç Ç
bag PaH

Ç Ç
Mag bag

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

-

- -

- -

- -

- -

- -

- -

14 PaJPXPXQL



�

�

�

�

�

�

S 1S 1

S 2

S 3S 3

A 1A 1

A 2

A 3

148

Ç Ç-

PaH, PPP

� � Ç
Mag bag PaH,

�- � � �
PPP Mag bag

Ç
Ç-

PPP

T

Ç Ç
PaH

Ç- Ç-

Ç- Ç-

PPP

Ç Ç-

PaH, PPP

Ç- Ç-

Ç- Ç-

PPP

Ç
Ç-

PPP

Ç- Ç-

Ç- Ç-

Ç- Ç-

Ç- Ç-

Ç- Ç-

Ç- Ç-

- -

- -
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Pagmumuni 分析表 

【音声資料１】Pagmumuni  演奏：The Miriam College High School Choir 

https://www.icme.jp/jd/06/pagmumuni.mp3 

 小部分 

(前半/

後半) 

音域 

(前半/

後半) 

ドローン/メロデイー 

(前半)（後半) 

パートの粗密 音色 

[()は部

分的] 

強弱 

(前半/

後半) 

主な和声 

(前半)（後

半) 

その他 

提

示

部 

０  A4-C5 固定上声（C5）Sp/下

降する下声部 Alt 

全パート 通常 mp-mf A,B, C  

１ T16-

24/25-

30 

D4-C5 

/D4-A4 

（０と同じ）（Alt

カノン/Sp メロディ

ー） 

全パート 

(後半は、Sp休

止部分が増) 

 

通常 (p)-

mf-

f/p-mp 

（A,B, 

C/F,B,C/E,

A, B）

(D,E,G,A) 

 

２  D4-A4 （Alt カノン/Sp カノ

ン） 

 

 

全パート 

(Sp の重なり 

２声、終盤重

ならない) 

通常 p-mp D,E,G,A  

 

展

開

部

Ａ 

３  D4-D5 固定上声 Sp1（C5）/

下降する下声部 Alt1 

歌（Sp1, 

Alt1）他は口

笛 

＋ 

口笛 

mf-f

（歌） 

B,C/A,C/E,

D 

口笛リ

ズムの

複雑性 

４  D4-F5 （Sp カノン/ Alt メ

ロディー） 

全パート、Alt

休止部分時有) 

(＋口

笛：冒

頭) 

p-ff E.G,A,C,D 

/A,C,D,F 

最高音

F5 

展

開

部

Ｂ 

５ T76-

88/89-

90 

F4-

F5/D4(

下降

glis)-

F5 

[（固定下声 B4）

（Alt1/上昇する上声

部 Sp1）＋合いの手

的動機―他声部：

（Alt1、Sp1）の方と

カノン的掛け合い] 

(後半は、カノン的動

きのみ―全声部) 

(主要パート

（Sp1, Alt1）

以外の声部は

長めの休止有)

（カノン的部

分密度増） 

＋ 

下降

glis-

vib 有 

p-f F,G,B,C,D/

A,B,C,D 

最高音

F5/ 

カノン

的動き

－声部

別に高

さ固定 

６ T91-

102/10

3-105 

C4-

F5/C4-C5 

(全声部のカノン的動

き/fで歌われるスラ

ー付きメロディーカ

ノン: その後前者由

来のカノン的動きの

みとなる―全声

部)(後半は、カノン

的動きの素材の動機

が変わる) 

全パート（休

止部分はある

が、カノン的

部分の密度

増） 

＋ 

下降

glis-

vib 有/

無 

pp-f F,G, A, B, 

D/D,E,A,B, 

C /F,G,B,C 

最高音

F5/最低

音 C4 

７ T106-

113/11

4-120 

D4-

C5/C4-F4 

（カノン的動き/mf

で複声部で歌われる

メロディー)（後半

は、カノン的動きは

減小） 

全パート（休

止部分はある

が、全体的に

密度増） 

＋ 

vib 

p-f D,E,G,A/D,

E,F/C,D,E 

最低音

C4 

再

現

部 

８  D4-F5 固定上声（C5）/下降

する下声部 

全パート (＋ 

息音) 

p-ff A,B,C/F,G,

C/C,D,E,F 

最高音

F5 

９  C4-A4 （Alt カノン/Sp メロ

ディー→カノン） 
全パート 

(息音部分で歌

が粗に、Spの

重なり２-３

声) 

＋ 

息音 
p D,E,G,A 最低音

C4 
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 6 作曲家からの新たな提案 

�	�
�������

 

「みにまる小川のはとぽっぽ」（2021） 

新しい音楽づくりの授業のために 
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「みにまる小川のはとぽっぽ」の作品紹介       

生田美子（作曲・音楽教育，東京学芸大学連合学校

教育学研究科在籍，東京学芸大学・竹早教員保育士養成所非常勤講師） 

  

  この度，坪能由紀子氏から，ペンタトニックによる音楽づくりのための作品を作曲し

てください，とのお話をいただきました。私ごとですが，これまでの作曲活動を発展させ

た形で，現在は博士課程で「ミニマル・ミュージックを用いた音楽づくり」の研究をして

おります。そこで，ペンタトニックとミニマル・ミュージックの手法を組み合わせた音楽

づくりのための鑑賞用作品として，「みにまる小川のはとぽっぽ」という作品を作曲いた

しました。 

ミニマル・ミュージックは，1960 年代にアメリカで生まれた，小さな音素材の反復によ

るズレを特徴とする音楽です。音楽教育の場では，「クラッピング・ミュージック」など

で有名なスティーヴ・ライヒの作品がよく取り上げられますが，子どもたちに馴染みのあ

る曲を用いて，素材を反復しながら漸次的に変容していく様を描いた鑑賞曲を作曲したい

と思いました。具体的には，「春の小川」と「はと」のモチーフを使用しました。これら

のモチーフは，「ドレミソラ」のペンタトニックとなっております。編成も，ハンド・ク

ラッピングと，普段親しんでいる楽器（ソプラノリコーダー，鍵盤ハーモニカ，グロッケ

ンシュピール，シロフォン）に限定しました。また，飽きることなく鑑賞できるよう，曲

の長さも 4分程度にしました。さらに，ミニマル・ミュージックの作曲法（拍節のずれ，

拍節によるリズム変化，即興による漸次的変化，特定の音の反復）を提示し，ミニマル・

ミュージックの音楽づくりの手がかりとなるよう工夫しました。 

これからも，作曲家の視点を持ちながら音楽教育研究に従事し，教育用作品も積極的に

作曲していきたいと思っております。 
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44

44
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Hand Clap 1

Hand Clap 2

Hand Clap 3

Hand Clap 4
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∑
∑
∑

Allegro (%=120)

a

F
y y y y

∑
∑
∑

y y y y

∑
∑
∑

y y y

‰ y Jy Jy y Jy
∑
∑

F

/
/
/
/

H.C. 1

H.C. 2

H.C. 3

H.C. 4

5

y y y y

Jy y Jy Jy y Jy
∑
∑

y y y y

Jy y Jy Jy y Jy
∑
∑

y y y y

Jy y Jy Jy .y
y ‰ y ‰ Jy ‰ Œ
Ó y ‰ y ‰F

F

y y y

Jy y Jy Jy y Jy
y y y ‰ Jy ‰ Œ

Jy ‰ Œ y y y ‰

/
/
/
/

H.C. 1

H.C. 2

H.C. 3

H.C. 4

9

y y y y

Jy y Jy Jy y Jy
y ‰ y ‰ Jy ‰ Œ

Jy ‰ Œ y ‰ y ‰

y y y y

Jy y Jy Jy y Jy
y y y ‰ Jy ‰ Œ

Jy ‰ Œ y y y ‰

y y y y

Jy y Jy y y y y

y y y ‰ Jy ‰ Œ

Jy ‰ Œ y ‰ y ‰

y y y

y y y y y y y y y y y y y

y y y y y y y y y y y y

y y y y y y y y y y y

Score みにまる小川のはとぽっぽ（2021）
生田美子　作曲

「春の小川」リズム

「はと」リズム



/
/
/
/

H.C. 1

H.C. 2

H.C. 3

H.C. 4

13

y y ≈ y Œ UÓ &

y y ≈ y Œ ÓU &

y y ≈ y Œ ÓU &

y y ≈ y Œ ÓU &

f

f
f

f

S.Rec.

œ œ œ œ
∑
∑
∑

b

F œ œ œ œ
∑
∑
∑

S.Rec.

œ œ œ œ
Œ œ œ œ

∑
∑

F

&
&
&
&

S. Rec.1

S. Rec. 2

S. Rec. 3

S. Rec. 4

17

œ œ œ œ
œ œ œ œ

∑
∑

œ œ œ œ
œ œ œ œ
Œ ‰ jœ jœ œ jœ

∑F
S.Rec.

œ œ œ œ
œ œ œ œ
jœ œ jœ jœ œ Jœ

∑

œ œ œ œ
œ œ œ œ

Jœ œ jœ jœ œ jœ
∑

&
&
&
&

S. Rec.1

S. Rec. 2

S. Rec. 3

S. Rec. 4

21

œ œ œ œ
œ œ œ œ
jœ œ jœ jœ œ jœ
Œ ‰ ≈ rœ .œ œ .œ œ

F
S.Rec.

œ œ œ œ
œ œ œ œ
jœ œ jœ jœ œ Jœ

.œ œ .œ œ .œ œ .œ œ

œ œ œ œ
œ œ œ œ

Jœ œ jœ jœ œ jœ
.œ œ .œ œ .œ œ .œ œ

œ œ œ œ
œ œ œ œ
jœ œ jœ jœ œ jœ
.œ œ .œ œ .œ œ .œ œ

&
&
&
&

S. Rec.1

S. Rec. 2

S. Rec. 3

S. Rec. 4

25

œ œ œ œ
œ œ œ œ
jœ œ jœ jœ œ Jœ

œ .œ œ .œ œ .œ œ

œ œ œ œ
œ œ œ œ

Jœ œ jœ jœ œ jœ
.œ œ .œ œ .œ œ .œ œ

œ œ œ œ
œ œ œ œ
jœ œ jœ jœ œ jœ
.œ œ .œ œ .œ œ .œ œ

œ œ œ œ
œ œ œ œ
jœ œ jœ jœ œ Jœ

.œ œ .œ œ .œ œ .œ œ

1拍ずれ

半拍ずれ

1/4拍ずれ

（何の曲かな？）



&
&
&
&

S. Rec.1

S. Rec. 2

S. Rec. 3

S. Rec. 4

29

œ œ œ œ
œ œ œ œ

Jœ œ jœ jœ œ jœ

œ .jœ ≈ Ó

c
p

œ œ œ œ
œ œ œ œ
jœ œ ‰ Ó

∑p

œ œ œ œ
œ œ œ œ

∑
∑

œ œ œ œ
œ Œ Ó

∑
∑

p

&
&
&
&

S. Rec.1

S. Rec. 2

S. Rec. 3

S. Rec. 4

33

œ œ œ œ
∑
∑
∑

p
œ œ œ œ

∑
∑
∑

Mel. œ œ œ œ

∑
∑
∑

œ œ œ œ

∑
∑
∑

&
&
&
&

Mel. 1

Mel. 2

Mel. 3

Mel. 4

37 œ œ ˙

∑
∑
∑

œ œ œ œ

Œ œ œ œ

∑
∑

p
Mel.

œ œ œ œ

œ œ œ œ

∑
∑

œ œ œ œ
œ œ œ œ

∑
∑

&
&
&
&

Mel. 1

Mel. 2

Mel. 3

Mel. 4

41 œ œ ˙
œ œ œ œ

∑
∑

œ œ œ œ

œ œ œ œ

∑
∑

œ œ œ œ

œ œ œ œ

∑
∑

œ œ œ œ
œ œ œ œ

∑
∑

１拍ずれ

（「春の小川」だった！）



&
&
&
&

Mel. 1

Mel. 2

Mel. 3

Mel. 4

45 œ œ ˙
œ œ œ œ

∑
∑

Mel.

œ œ œ œ

œ œ œ œ

œ ‰ œ ‰ Jœ ‰ Œ
∑p

œ œ œ œ

œ œ œ œ

œ œ œ ‰ Jœ ‰ Œ
∑

œ œ œ œ
œ œ œ œ

œ ‰ œ ‰ Jœ ‰ Œ
Œ ‰ Jœ ‰ œ ‰ œ

p
Mel.

&
&
&
&

Mel. 1

Mel. 2

Mel. 3

Mel. 4

49 œ œ ˙
œ œ œ œ
œ œ œ ‰ Jœ ‰ Œ
Œ ‰ Jœ œ œ ‰ œ

œ œ œ œ

œ œ œ œ

œ ‰ œ ‰ Jœ ‰ Œ
Œ ‰ Jœ ‰ œ ‰ œ

P
P

P

œ œ œ œ

œ œ œ œ

œ œ œ ‰ Jœ ‰ Œ
Œ ‰ Jœ œ œ ‰ œ

œ œ œ œ
œ œ œ œ

‰ œ ‰ œ ‰ Jœ Œ
Ó œ ‰ œ ‰

&
&
&
&

Mel. 1

Mel. 2

Mel. 3

Mel. 4

53 œ œ ˙
œ œ œ œ

‰ œ œ œ ‰ Jœ Œ

Jœ ‰ Œ œ œ œ ‰

œ œ œ œ

œ œ œ œ

Œ Jœ ‰ œ ‰ œ ‰

Jœ ‰ Œ ‰ œ ‰ œF
F

F
F

œ œ œ œ

œ œ œ œ

Œ œ œ œ ‰ œ ‰
‰ Jœ Œ ‰ œ œ œ

œ œ œ œ
œ œ œ œ

Œ ‰ Jœ ‰ œ ‰ œ

‰ Jœ Œ Œ ‰ Jœp
p

&
&
&
&

Mel. 1

Mel. 2

Mel. 3

Mel. 4

57 œ œ ˙
œ œ œ œ

Œ ‰ Jœ œ œ ‰ œ

‰ œ ‰ œ Œ ‰ Jœ

œ œ œ œ

œ œ œ œ

Ó œ ‰ œ ‰
œ œ ‰ œ Ó

p
p

œ œ œ œ

œ œ œ œ

Jœ ‰ Œ œ œ œ ‰
Œ Jœ ‰ œ ‰ œ ‰

œ œ œ œU
œ œ œ œU

∑U

∑U

（「はと」も登場！）

１拍半ずれ



&
&
&
&

Glk. 1

Glk. 2

Glk. 3

Glk. 4

61

œ œ œ œ
‰ œ jœ jœ œ jœ
Œ ‰ jœ ‰ œ ‰ œ
Œ ‰ . rœ rœ ‰ . ‰ . rœ

p
p

d

p

p

Glk.

Glk.

Glk.

Glk.

œ œ œ œ
jœ œ jœ jœ œ Jœ
Œ ‰ jœ œ œ ‰ œ
rœ ‰ . ‰ . œ œ ≈ œ œ œ ‰ rœ

œ œ œ œ
Jœ œ jœ jœ œ jœ
Œ ‰ jœ ‰ œ ‰ œ
rœ ‰ . ‰ . œ œ ‰ œ œ ‰ rœ

p
p

œ œ ˙
jœ œ jœ jœ .œ
Œ ‰ jœ œ œ ‰ œ
rœ ‰ . ‰ . œ œ œ œ œ ‰ rœ

&
&
&
&

Glk. 1

Glk. 2

Glk. 3

Glk. 4
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œ œ œ œ
jœ œ jœ jœ œ jœ
Œ ‰ jœ ‰ œ ‰ œ
rœ ‰ . ‰ . œ œ ‰ œ œ ‰ rœ

p
p

œ œ œ œ œ
jœ œ jœ jœ œ Jœ
Œ ‰ jœ œ œ ‰ œ
rœ ‰ . ‰ . œ œ œ œ œ ‰ rœ

œ œ œ œ
Jœ œ jœ jœ œ jœ
Œ ‰ jœ ‰ œ ‰ œ
rœ ‰ . ‰ . œ œ ‰ œ œ ‰ rœ

œ œ œ œ œ œ
jœ œ jœ jœ .œ
Œ ‰ jœ ‰ œ ‰ œ
œ ≈ œ ‰ jœ ‰ jœ ŒF

F
&
&
&
&

Glk. 1

Glk. 2

Glk. 3

Glk. 4

69

œ œ œ œ œ
jœ œ jœ jœ œ jœ
Œ ‰ jœ œ œ ‰ œ
‰ œ œ œ ‰ jœ Œ

F
F

œ œ œ œ œ
jœ œ jœ jœ œ Jœ
‰ œ ‰ œ ‰ œ œ œ
Œ ‰ . œ œ œ ≈ œ œ ‰ rœ

œ œ œ œ
Jœ œ jœ jœ œ jœ
‰ œ œ œ ‰ œ ‰ œ
rœ ‰ . ‰ . œ œ œ œ œ ‰ rœ

f

œ œ œ œ œ œ œ œ
jœ œ jœ jœ .œ
‰ œ œ ‰ œ œ œ œ œ ‰ œ œ
rœ ‰ . ‰ . œ œ œ ≈ œ œ œ ≈ œf

&
&
&
&

Glk. 1

Glk. 2

Glk. 3

Glk. 4

73

œ œ œ œ œ œ œ œ œ
≈ .jœ œ .œ œ .œ œ œ œ œ

œ œ œ œ ‰ jœ jœ ‰ œ œ ‰

œ ≈ œ ≈ œ ≈ ≈ œ œ œ œ œ ‰ œ

f
f œ œ œ œ œ œ œ œ œ œ œ œ œ œ

œ .œ œ .œ œ .œ œ œ œ œ

œ œ ‰ œ œ ‰ œ œ œ œ œ
œ ≈ ≈ œ œ œ ≈ œ œ ‰ œ rœ ‰ .

œ œ œ œ œ œ œ ‰ jœ
œ .œ œ .œ œ œ œ œ œ .œ
œ œ œ ‰ jœ ‰ œ œ Œ
‰ . œ œ œ œ œ ‰ œ œ jœ ≈

‰ jœ ‰ jœ ‰ jœ œ œ
œ .œ œ .œ œ .œ œ
‰ œ œ œ ‰ œ ‰ œ
≈ jœ ≈ ≈ jœ ≈ Œ ≈ œ œ

（同時に２曲！） 拍 節 に よ る リ ズ ム 変 化
（音の細分化、休符を音に、あるいは音を休符に）。

「春の小川」

「はと」
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5 5 5
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3 3 3

≈ œ œ œ ≈ œ œ œ ≈ œ œ œ ≈ œ œ œ

即興により、漸次的に速度が速まることで
ず れ て い く 例 を 記 譜 化 。
特 定 の 音 が 反 復 さ れ て い く 。
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●  あとがき ● 

 

 現在，学校では「ギガスクール構想」の風が吹き荒れ，どの学校でも授

業でも，子ども一人一人に渡されたタブレットの活用方法について，様々

な角度からの研究が行われている。  
 本誌では，そうした風を受けながらも，教師と協働して作曲家や演奏家，

音楽教育研究者が授業に携わる「TAS モデル」の様々な在り方を示してい

る。それらは，「開かれた教育課程」の実現であるとともに，人と人，人

と音楽との関わりを重視した音楽教育活動の根源ともいえる学習活動で

ある。  
 本号の事例では，とくに，日本やアジアの現在の作曲家が自らの作品を

教材として提示したり，実際に adviser として加わったりして，授業が展

開されている。そこでは，Teacher-adviser-Supporter の関係が錯綜した

り，Adviser と Supporter が同一者であったり，「TAS モデル」が変形し

ている実践もあるが，重要なのは，現代に生きる作曲家が教育の現場に目

を向け，教材の在り方をともに模索している点であり，教師が現代音楽に

も目を開き，そのよさや面白さを子どもとともに共有しようという姿勢が

浮き彫りにされている点である。  
 映像資料には，子どもたちが，現代という時をともにしながら作曲され

た音楽，伝統的な楽器から生まれた新しい作品や社会的な背景を元に現代

音楽の手法を駆使した作品，アジアの独特な響きの中に新たな息吹を感じ

る作品等々に触れ，それらの音楽の世界の中で自らの創造性を発揮して，

音楽をつくっていく姿が映し出されている。我が国の伝統的な音階にもつ

ながるペンタトニックを使って新たな視点でつくられた作品なども紹介

され，作曲家の教材への飽くなき追求も感じられる。  
 また，Supporter が子どもとともに表現する中で，作品をどのように演

奏するとよいのかについて作曲家と相談したり，指導者自らが作曲者に音

源を求めたりするなど，子どもの学びを基軸にしてよりより教材としての

価値を高めていった演奏家や指導者の探求も報告もされている。  
 それらの姿には，ICT の活用を云々する必要はない。教室にいる人々が

その場でつくり出される音楽のよさや面白さを共有しながら，その人なり

の立場で表現を楽しむ音楽科授業だからこそ生まれるダイナミックな響

きが聴こえてくる。  
 今行わなければならないことに追われてしまいがちな昨今だが，「TAS
モデル」を通して再度音楽科のある意味を捉え直すと，音楽科の不易な学

びとは何かを確信できるのではないだろうか？  
音楽の授業づくりジャーナル編集長  

石上  則子  
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